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■「読書時間の減少・活字離
れ」の現状と学校教育



■ 不破ノ妻君ノ尤周到ナル看護ニヨリ、

　実に摂生法ニ於テハ申分ナキ

 「同志社大学設立募金日誌」（『新島襄全集』5,480頁）

新
島　

襄
の
言
葉

一
八
八
九
年
十
一
月
末
、
新
島
が
大
学
設
立
運
動
に
奔
走
す
る
中
、
群
馬
県
前
橋
で
病
に

伏
し
た
際
に
、
教
え
子
で
前
橋
教
会
牧
師
不
破
唯
次
郎
の
妻
・
ユ
ウ
か
ら
受
け
た
看
護
に
つ

い
て
の
言
葉
。
ユ
ウ
は
新
島
が
設
立
し
た
京
都
看
病
婦
学
校
の
第
二
回
卒
業
生
で
、
看
護
宣

教
師
L
．
リ
チ
ャ
ー
ズ
か
ら
当
時
最
先
端
の
近
代
的
な
看
護
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

こ
の
時
の
こ
と
は
、八
重
宛
て
の
書
簡
（
十
二
月
九
日
、『
新
島
襄
全
集
』
４
，２
５
８
頁
）

に
も
、「
幸
ヒ
ナ
ル
事
ニ
ハ
不
破
ノ
奥
様
日
々
看
病
ニ
御
越
し
被
下
、
食
物
一
切
之
御
世
話
致

し
被
下
候
故
、
何
ニ
も
不
都
合
ハ
な
く
、
内
ニ
テ
モ
此
迄
ト
申
居
候
次
第
、
又
室
内
ニ
気
ヲ

付
昼
夜
共
火
ヲ
タ
キ
暖
カ
ニ
な
し
オ
リ
候
間
、
手
当
ニ
何
ニ
も
落
ド
ハ
無
之
候
」
と
あ
る
。

新
島
の
苦
痛
が
ひ
ど
く
、
食
事
が
摂
取
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ユ
ウ
は

少
し
で
も
苦
痛
が
緩
和
さ
れ
、
回
復
に
向
か
う
よ
う
、
そ
し
て
心
身
の
安
寧
の
た
め
に
と
、

食
事
や
身
の
回
り
の
世
話
を
き
め
細
か
く
、
賢
明
に
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
は
、
新
島
夫
妻
に
と
っ
て
大
変
心
強
か
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
後
年
、
ユ
ウ
は
「
患

者
を
思
い
や
り
、
戸
の
開
閉
や
足
の
運
び
方
ま
で
配
慮
し
て
い
る
と
、
新
島
に
褒
め
ら
れ
た
」

と
も
述
べ
て
い
る
。

新
島
は
、
京
都
看
病
婦
学
校
設
立
の
目
的
に
、
病
人
の
苦
痛
を
救
う
こ
と
、
熟
練
し
た
看

護
力
を
も
つ
こ
と
、
病
人
の
心
を
慰
め
る
こ
と
の
三
点
を
挙
げ
、
真
実
の
「
愛
心
」
を
持
っ

て
看
護
で
き
る
人
材
育
成
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
新
島
は
こ
う
し
た
自
分
の
志
が
、
ユ

ウ
の
「
尤
周
到
ナ
ル
」
看
護
に
具
現
し
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

岡お
か

山や
ま　

寧や
す

子こ

（
女
子
大
学
看
護
学
部
教
授
）



 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Th o’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

 （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
Th e Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校
Doshisha

Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校
Doshisha Kori

Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University
Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s
College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）



大　学

『「ALL DOSHISHA 教育推進プログ
ラム」シンポジウムを開催！』 2018年６月14日

2018年６月14日、同志社大学今出川校地良心館にて、「ALL DOSHISHA 教育推進プロ
グラム」シンポジウムを開催しました。
「ALL DOSHISHA 教育推進プログラム」は、2018年度からスタートした事業で、「同志
社大学ビジョン2025」において掲げたテーマに即した質の高い教育プログラムの提案
を求め、大きな成果が期待できる取組に対して事業経費の一部を大学が負担する等、
支援していくものです。
当日は松岡敬学長の開会の挨拶に始まり、2018年度採択の５つのプログラムについ
て事業責任者、担当者から紹介がありました。続いて、５人のパネリストを招きパ
ネルディスカッションを行いました。稲岡恭二教務部長がモデレーターを務め、
『「ALL DOSHISHA 教育推進プロ
グラム」が目指すもの』と題し、
本プログラムの意義について考
える機会を持ちました。
「ALL DOSHISHA 教育推進プログ
ラム」は事業の推進を支援し、そ
こで得られた様々な教育効果を
分析・共有し、本学の教育研究
力の向上に役立て、次代の人物
を養成することを目的としてい
ます。



中学校・高等学校

『80年以上続く伝統の由良キャンプ』
 2018年７月21日～29日
中学１年生の夏の由良キャンプは、1936年から80年以上続く本校
の伝統的な行事の一つ。
校友の皆様や地元の方々に支えられて今に至っています。
今年度もまた、生徒達の満面の笑顔があふれ輝く行事となりまし
た。

『京田辺キャンパス「ラーニング・コモンズ」を設置』
 2018年３月22日
昨年、今出川キャンパス楽真館に設置されたのに続き、京田辺キャンパスでは聡恵
館を増築することによりラーニング・コモンズを設置しました。
学修の可視化を目指して開放的なガラス壁を多用し、既存建物との一体感や同志社
らしさを求めてレンガ壁を適所に配置。ウィンクルムの庭との調和を重視し、低層
で広がりのある形状としました。

女子大学



『中一修養会』 2018年５月10日～12日

女子中学校・高等学校

５月10日～12日、入学間もない中学一年
生を対象に、丹波篠山にある宿泊施設「ユ
ニトピアささやま」で修養会を行いまし
た。『同志社で学ぶ』～自分を見つめて、
友達を理解して隣人になろう～とのテー
マで、礼拝を守り、オリエンテーリング
などを通してクラスの友人との交流の時
を持ちました。聖書の言葉を心に留めな
がら、お互いを受け入れあう者となれた
らと思います。

『体育祭』 2018年５月８日～９日

香里中学校・高等学校

広場で昼食 キャンドルライトサービス

オリエンテーリング

中学生選手宣誓（校長先生を前にまだまだ
緊張感のある宣誓）

高校生選手宣誓（パフォーマンスも盛り込
んだ個性あふれる宣誓）

高校５月８日火曜日、中学５月９日水曜日に実施いたしました。
天候にも恵まれ、小春日和の中、競技、応援に生徒達主体で楽しい一日を過ごすこ
とができました。



小学校

６月４日から６月13日まで、６年生はアーモスト、そしてボストンへ修学旅行に行
きました。今回は、アーモスト大学のジョンソンチャペルで行った入所式で松岡学
長から児童にお話をいただくことができました。また、ボストンでは、マウントオ
ーバン墓地へのハーディ氏墓参で八田総長にご一緒いただき、墓前で児童にお話を
いただきました。

『６年生修学旅行』 2018年６月４日～13日

『高校球技大会』 

『 Isolde Kurz 
Gymnasium 
交換プログラム』
 2018年６月１日

国際中学校・高等学校

学年別６クラス対抗のハンドボール大会。
午前中の予選リーグ後、午後は決勝戦、順
位決定戦を行った。

ドイツから交換プログラムで本校を訪問し
ているイゾルデ・クルツ・ギムナジウム
（Isolde Kurz Gymnasium）の生徒達が、本校
保護者に協力してもらい茶道を体験した。

 2018年６月14日



『花の日礼拝』
 2018年６月５日

『慰問』 2018年７月２日

幼稚園

各ご家庭からお花を持ち寄り、子どもたち
と神様に感謝の礼拝を行いました。その後、
日ごろ私たちを見守って下さっている方々
へお花を届けに行きました。花の香りや美
しさを感じながら、神様からいただいてい
る愛を多くの人と分かち合う大切な時間と
なりました。

年長組が介護老人福祉施設を訪問し、歌を
歌ったり利用者の方と手遊び歌で触れ合い、
たくさんの笑顔と拍手をいただきました。
「誰かに喜んでもらうことが自分の喜びにつ
ながる」ことが、子どもたちの心に大切に
刻まれたと感じます。手作りのプレゼント
をお渡しして、とても喜んで下さいました。

４年生は、プロのトレッキングガイドさんの引率の元、３万2000ヘクタールもの広さの原生林の中、
由良川の水源を求めて歩き始めました。森の中は、神秘的な世界が広がり、一瞬時が止まったような
感覚になりました。
自然の中の新鮮な空気をいっぱい吸い込み、探究の単元（Unit of Inquiry）のテーマ、「水の循環」を

自分たちの目でしっかと確か
める事ができた宿泊学習でし
た。

国際学院

初等部：  Grade4　Overnight Trip to Miyama and Miyazu
 2018年６月19日～22日

国際部：  Toyooka Trip
 2018年５月23日～25日
DISK Grade 5 added two additional learning trips to their annual 
trip to Toyooka. They visited a solar cell manufacturer (Kaneka) 
and then visited a solar farm that had more than 8,000 solar 
panels. It was a great experience to learn how solar power has 
helped Toyooka city. 



私 の 志
（本文4～7頁）インタビューの2人

どんな仕事も楽しい一方で、毎日が反省と勉強です。元気さ
と明るさが求められた20代を卒業して、30代は安定感のある
アナウンサーを目指します。

自分達が良いと思うメンズバッグを世に出すため、常に好奇
心を大切にしています。アウトドアブランドからライフスタ
イルグッズまで、情報チェックも日課です。

藤
井 

安
さ
ん

１
９
７
８
年
京
都
府
生
ま
れ
。２
０
０
０
年
、
同
志
社
大
学
商
学
部
卒
業
、
老
舗
バ
ッ
グ
メ
ー
カ

ー
の
株
式
会
社
井
野
屋
入
社
。研
修
後
、
メ
ン
ズ
バ
ッ
グ
を
展
開
す
る
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
事
業
部

に
配
属
。２
０
１
２
年
、
分
社
化
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
株
式
会
社
へ
転
籍
。２
０
１
３
年
よ
り
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
。大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
に
所
属
、
当
時
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ミ
ッ
ド
フ
ィ

ー
ル
ダ
ー
。趣
味
は
現
在
も
サ
ッ
カ
ー
と
フ
ッ
ト
サ
ル
。好
き
な
サ
ッ
カ
ー
選
手
は
ス
ペ
イ
ン
の

セ
ル
ヒ
オ・ブ
ス
ケ
ツ
。

中
島
め
ぐ
み
さ
ん

１
９
８
７
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
２
０
１
０
年
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア

学
科
卒
業
、関
西
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
入
社
。
２
０
１
８
年
８
月
現
在
の
担
当
番
組
は「
報

道
ラ
ン
ナ
ー
」（
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
／
木
・
金
午
後
４
時
47
分
〜
）、「
モ
モ
コ
の
Ｏ
Ｈ
！
ソ
レ
！

み
〜
よ
！
」（
土
曜
午
後
１
時
59
分
〜
）「
マ
ル
コ
ポ
ロ
リ
！
」（
日
曜
午
後
１
時
59
分
〜
）、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。
座
右
の
銘
は
「
や
る
と
決
め
た
ら
全
力
投
球
！
」。
小
中
高
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
大
学
で
は
弓
道
部
（
弐
段
）、
合
気
道
も
少
々
。
２
０
１
２
年
に
同
局

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
林
弘
典
と
結
婚
。
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●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
１
８
年
10
月
１
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
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内　

恵
愛
館（
女
子
大
学 

）  

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│ 
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同
志
社
の
逸
品　

セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
家
の
家
族
聖
書 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー　
49

　
　
日
本
学
術
振
興
会
賞
受
賞
に
寄
せ
て 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
飛
龍
志
津
子　
51

　
　
メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
名
称
変
更
記
念
公
演

　
　
平
田
オ
リ
ザ
作
・
演
出 

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
演
劇
《
さ
よ
う
な
ら
》
に
つ
い
て 

 │
│
│
│
│
│
│
森　
　

公
一　
52

　
　
尺
八
、
国
境
を
越
え
て 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

Gabriel Frost JO
H
N
SO
N　

53

　
　
近
畿
税
理
士
会
主
催
の
「
租
税
教
室
」
に
片
岡
愛
之
助
さ
ん
が
来
校
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
藤
井　

宏
樹　
54

　
　
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会
準
優
勝 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
山
田　

慎
吾　
55

　
　
賛
美
歌
だ
っ
て
時
に
は
ポ
ッ
プ
な
の
で
あ
る
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
関
谷　

直
人　
56

　
　
会
計
の
視
点
か
ら
企
業
経
営
を
検
討
す
る 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
河
合　

隆
治　
58

　
　
手
の
か
か
る　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を　

手
入
れ
す
る 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
湯
浅　

元
仁　
60

　
　
翻
訳
の
思
想
、
思
想
の
翻
訳 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
三
ッ
木
道
夫　
62

　
　
澱
粉
ワ
ー
ル
ド
の
面
白
さ 

―
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
を
探
る
― 

 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
山
本　
　

寿　
64

　
　
人
と
本
を
つ
な
ぐ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
加
藤
美
穗
子　
66

　
　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
と
創
造
都
市 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
髙
木　

繁
光　
68

　
　

 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
開
設

「
同
志
社
ら
し
い
看
護
学
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
」 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
岡
山　

寧
子　
70

レ
ク
チ
ャ
ー

同
志
社
ナ
ウ

私
の
研
究
・
私
の
授
業

　
　
国
境
も
立
場
も
越
え
て
世
界
と
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜Asia STEAM

 Cam
p

〜 

 │
│
沼
田　

和
也　
72

　
　

  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

国
語
の
体
験
授
業

│
平
安
貴
族
の
雅
な
遊
び「
貝
合
わ
せ
」を
体
験
し
よ
う
│ 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
中
條
あ
さ
子　
74

　
　

  

同
志
社
女
子
中
学
校
の「
ス
プ
リ
ン
グ 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

キ
ャ
ン
プ
」

―
視
野
を
広
げ
、物
事
を
多
角
的
に
見
る
力
を
求
め
て
― 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
吉
永　
　

真　
76

　
　
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
授
業
に
お
け
る
本
校
の
学
び 

 
坂
下
淳
一
／
帖
佐
香
織　
78

特

別

寄

稿

　
　

最
初
の
校
舎
「
中
井
屋
敷
」
の
謎 

│
１
４
３
年
前
の
同
志
社
寺
町
校
地
│ 

 │
│
│
│
│
本
井　

康
博　
80

び
わ
湖
疎
水
通
船
の
復
活 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
青
木　

真
美　
88

新
刊
紹
介

 
│
│
│
│
│
│
│
│
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│
│
│
│
│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

 

93

一
神
教
と
は
何
か
│
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
た
め
に
・
小
原
克
博
著
／
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
・
山
田
和
人
著
／

憲
法
で
読
む
ア
メ
リ
カ
現
代
史
・
阿
川
尚
之
著
／
人
権
条
約
の
解
釈
と
適
用
・
坂
元
茂
樹
著
／
銀
幕
の
大
統
領
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
│
現

代
大
統
領
制
と
映
画
・
村
田
晃
嗣
著
／
近
代
日
本
の
庶
民
史
│
ふ
つ
う
の
人
々
の
暮
ら
し
と
人
生
を
紡
ぐ
・
西
村
卓
著
／「
ネ
コ
型
」
人
間

の
時
代
│
直
感
こ
そ
Ａ
Ｉ
に
勝
る
・
太
田
肇
著
／
臨
床
舞
踊
学
へ
の
誘
い
│
身
体
表
現
の
力
・
阪
田
真
己
子
他
著
／『
君
た
ち
は
ど
う
生
き

る
か
』
に
異
論
あ
り
！
│「
人
間
分
子
観
」
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
ょ
う
・
村
瀬
学
著
／
政
策
税
制
の
展
開
と
限
界
・
占
部
裕
典
著
／
外
国

に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
読
書
力
・
櫻
井
千
穂
著
／
奨
励
・
説
教
集　

嵐
と
風
と
不
思
議
な
マ
ン
ト
・
三
木
メ
イ
著
／「
稼

得
と
ケ
ア
の
調
和
モ
デ
ル
」
と
は
何
か
│「
男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
」
の
克
服
・
田
中
弘
美
著
／
公
共
部
門
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

│
行
政
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
・
山
谷
清
秀
著
／
食
通
の
お
も
て
な
し
観
光
学
・
山
上
徹
著
／
高
校
生
た
ち
の
ゆ
く
え
―
学
校
パ
ネ
ル
調
査

か
ら
み
た
進
路
と
生
活
の
30
年
―
・
尾
嶋
史
章
編



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5 4

自
分
の
心
に
従
っ
て

開
拓
者
の
道
を
選
ぶ

│
│
卒
業
後
の
進
路
に
、
バ
ッ
グ
の
メ
ー
カ
ー

を
選
ん
だ
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
井　

井
野
屋
と
の
出
合
い
は
、
実
は
就
職
活

動
を
ほ
ぼ
終
え
た
後
で
し
た
。
幅
広
い
業
種
に

触
れ
な
が
ら
就
活
を
行
う
中
で
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
時

で
し
た
。
あ
る
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
い
た

後
、
た
ま
た
ま
友
人
に
つ
い
て
就
職
部
へ
行
っ

た
時
に
井
野
屋
の
募
集
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
知
っ
て

い
た
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

説
明
会
に
参
加
。
業
務
内
容
に
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
こ
で
進
路
を
改
め
て
考
え
直
し
た
時
、

や
は
り
人
生
最
初
の
仕
事
は
、
も
っ
と
シ
ン
プ

ル
に
自
分
の
興
味
に
従
っ
て
決
め
よ
う
と
思
っ

た
の
で
す
。
内
定
先
に
は
大
変
申
し
訳
な
か
っ

た
の
で
す
が
お
断
り
を
し
て
、
井
野
屋
に
入
社

し
ま
し
た
。

│
│
入
社
後
は
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
か

れ
た
の
で
す
か
。

藤
井　

研
修
後
に
配
属
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
ピ
ー

ス
事
業
部
は
ま
だ
小
規
模
で
、
２
人
の
上
司
と

私
の
、
計
３
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
営
業
、

プ
レ
ス
対
応
、
生
産
管
理
か
ら
出
荷
ま
で
、
何

で
も
や
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
責
任
者
で
あ

る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
も
と
、
私
も
含
め
て
皆
で

意
見
を
出
し
合
い
、
知
識
も
基
礎
能
力
も
鍛
え

ら
れ
ま
し
た
。
苦
労
は
し
ま
し
た
が
、
全
体
を

見
な
が
ら
必
死
に
働
い
た
経
験
が
、
間
違
い
な

く
今
の
私
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│
メ
ン
ズ
バ
ッ
グ
づ
く
り
の
面
白
さ
は
、
ど

こ
に
あ
り
ま
す
か
。

藤
井　

メ
ン
ズ
バ
ッ
グ
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア

イ
テ
ム
と
し
て
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
あ
り

ま
せ
ん
。
本
来
カ
バ
ン
と
は
仕
事
用
や
登
山
用

な
ど
、
特
定
の
機
能
に
特
化
し
た
ア
イ
テ
ム
で

し
た
。
材
質
も
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
垣
根
を

取
り
払
う
よ
う
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
へ

の
進
化
が
始
ま
り
、
現
在
の
市
場
が
生
ま
れ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
市
場
に
お
い
て
、
マ

ス
タ
ー
ピ
ー
ス
は「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
高

機
能
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
兼
ね
備
え
、
多

彩
な
ラ
イ
ン
や
幅
広
い
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
多
様
性
が
あ
る
。
そ
こ
を

追
求
し
て
い
く
の
が
、
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
の
バ

ッ
グ
作
り
の
面
白
さ
で
す
。

優
れ
た
選
手
を
統
括
で
き
て
こ
そ

チ
ー
ム
が
機
能
す
る

│
│
現
職
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
ど
の
よ
う

な
お
仕
事
で
す
か
。

藤
井　

基
本
的
に
は
全
体
を
見
渡
す
仕
事
で
す
。

企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
か
ら
営
業
そ

の
他
に
至
る
ま
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
責
任
を
持
っ
て
、
良
い
仕
事
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
私
が
良
い
判
断
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
す
べ
て
が
有
機
的
に

動
き
出
す
。
優
れ
た
商
品
が
生
ま
れ
、
お
客
様

の
手
元
に
届
く
。
そ
の
流
れ
を
ま
と
め
る
の
が

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
１
０

０
％
出
資
の
子
会
社
を
台
湾
に
作
る
な
ど
、
当

社
は
近
年
、
海
外
進
出
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
欧
米
の
高
級
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
卸

し
も
多
い
た
め
、
パ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
海
外

の
展
示
会
に
参
加
し
て
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
し

た
り
、
台
湾
の
店
舗
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
た

り
と
、
海
外
出
張
も
多
い
で
す
。
イ
ン
ポ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
の
代
理
店
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
る

の
で
、
と
に
か
く
が
む
し
ゃ
ら
に
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

│
│
ど
の
よ
う
な
と
き
に
、
特
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
。

藤
井　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
私
た
ち
の
存

在
価
値
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
物
を

提
案
し
、
潜
在
的
な
需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
、

従
来
な
か
っ
た
需
要
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
生
み
出

す
。
そ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
理
想
を

チ
ー
ム
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
き
に
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
ビ
ジ
ネ

ス
バ
ッ
グ
と
し
て
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
は
私
達
が

「
今
」に
マ
ッ
チ
し
た
ア
イ
テ
ム
を
提
案
で
き
た

ひ
と
つ
の
例
だ
と
思
い
ま
す
。
求
め
ら
れ
る
機

能
性
を
捉
え
多
様
性
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

│
│
優
れ
た
物
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

藤
井　

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
実
際
に
商
品
を
作
る
職

人
の
方
た
ち
と
、
私
の
よ
う
な
立
場
の
者
と
の

距
離
が
近
い
こ
と
。
そ
し
て
常
に
十
分
な
話
し

合
い
の
で
き
る
環
境
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
丁
寧
な
物
づ
く
り
と
い
う
部
分

が
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

と
い
う
形
で
世
界
へ
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

│
│
個
人
と
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
。

藤
井　

人
生
全
体
を
楽
し
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
仕
事
で
は
私
自
身
の
た
め
に
何
か

を
成
す
と
い
う
よ
り
も
、
共
に
働
い
て
い
る
人

た
ち
、
こ
れ
か
ら
共
に
働
く
人
た
ち
が
、
マ
ス

タ
ー
ピ
ー
ス
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
好
き
に
な
っ

て
く
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
を
し
た
い
で
す
。

５
年
前
、
上
司
の
退
社
に
よ
っ
て
、
私
は
突
然

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
昇
格
し
ま
し
た
。「
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
」な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
ど
こ

ろ
で
は
な
く
、
本
当
に
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
し

た
。
私
に
は
絵
心
も
な
い
し
、
頭
に
浮
か
ぶ
イ

メ
ー
ジ
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
言
葉
も
不
足
し

て
い
た
。
だ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
人
で

で
き
る
こ
と
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
に
任
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
肌
で
理
解
し
た
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
課
題
は
絶
え
ま
せ
ん
が
ひ
と
つ
ず
つ

ク
リ
ア
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
学
生
時
代
、
サ
ッ

カ
ー
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
仲
間
の
絆
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

プ
レ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
。
会

社
で
も
、
働
く
人
が
存
分
に
ベ
ス
ト
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

た
い
。
そ
れ
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
実
現
し

た
い
こ
と
で
あ
り
、
私
の
志
で
も
あ
る
の
で
す
。

（
２
０
１
８
年
７
月
24
日
、
大
阪
市
に
て
）

有名メンズバッグブランドを統率

物づくりとは
互いを信じ合う
チームプレーである

藤
ふ じ

 井
い

　安
あ ん

 さん
MSPC株式会社マネージャー

女性だけでなく、男性もバッグにファッション性を
求める時代です。メンズバッグの人気ブランド「マス
ターピース」では、商学部の卒業生がマネージャーを
務めています。メンズバッグづくりの魅力と物づく
りの極意を伺いました。

私 の 志
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現
場
を
大
切
に
し
な
が
ら

信
頼
さ
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

目
指
す

│
│
現
在
は
報
道
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ま
で
、

多
く
の
番
組
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
番

好
き
な
仕
事
は
何
で
す
か
。

中
島　

実
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
声
の
ト

ー
ン
や
表
現
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
挑
戦
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
同
じ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
映
像
の
良
さ
を
壊

さ
な
い
よ
う
注
意
し
つ
つ
、
耳
か
ら
自
然
に
伝

わ
る
よ
う
な
語
り
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

│
│
現
場
へ
取
材
に
行
か
れ
る
際
、
大
切
に
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

中
島　

そ
こ
へ
行
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
、

当
事
者
の
心
情
や
ご
苦
労
な
ど
の「
実
際
」を
大

切
に
し
た
い
で
す
。
以
前
、「
大
阪
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
１

０
０
人
会
議
」を
取
材
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
々
が
直
面
す

る
問
題
と
い
え
ば
、
私
た
ち
は
婚
姻
制
度
な
ど

の
問
題
を
漠
然
と
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
す
。
で

も
実
際
に
お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
社

員
旅
行
で
は
男
性
・
女
性
の
、
ど
ち
ら
の
部
屋

に
泊
ま
る
の
か
な
ど
の
問
題
に
も
悩
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
普
段
は
隠
れ
て
い
て
見
え
な
い
問

題
を
取
材
で
少
し
で
も
引
き
出
し
、
社
会
全
体

へ
理
解
が
広
ま
る
た
め
の
役
に
立
て
た
ら
と
思

い
ま
す
。

│
│
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島　

ス
タ
ッ
フ
や
取
材
先
の
方
の
喜
ぶ
表
情

を
見
ら
れ
た
と
き
に
、
一
番
の
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。
友
人
や
街
で
出
会
っ
た
視
聴
者
の
方

か
ら
、
面
白
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
と

き
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

│
│
良
い
仕
事
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

中
島　

仲
間
か
ら「
ま
た
一
緒
に
仕
事
し
よ
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
で
す
。
視
聴

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
、
真
摯
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
報
道

番
組
で
は
、
私
は
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
な
の
で
自

分
の
感
情
が
入
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
フ
ラ
ッ
ト
に
原
稿
を
読
む
よ
う
注
意
し

て
い
ま
す
。

│
│
良
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
ど

ん
な
準
備
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

中
島　

ど
ん
な
こ
と
に
も
丁
寧
に
全
力
で
取
り

組
み
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
仕
事
が
で
き
る
現
場

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
番

組
ご
と
に
ノ
ー
ト
を
作
り
、
準
備
や
反
省
に
活

用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
円
滑
な
現
場
づ

く
り
の
た
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
名
前
を
書
い
て

覚
え
た
り
、
出
演
者
の
情
報
を
整
理
し
た
り
、

自
分
の
出
演
時
の
反
省
点
を
書
い
て
勉
強
し
た

り
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
で
は
、
話
題
の
展
開
を
予
想
し
て
、
か
な

り
細
か
い
情
報
も
準
備
し
て
お
き
ま
す
。
使
わ

ず
に
終
わ
る
情
報
も
多
い
で
す
が
、
自
分
に
と

っ
て
の
安
心
材
料
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
普
段

か
ら
、
人
を
傷
つ
け
た
り
困
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
表
現
を
探
す
こ
と
に
も
心
を
砕
い
て

い
ま
す
。

│
│
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
志
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

中
島　

前
に
出
過
ぎ
ず
、
黒
子
に
徹
し
な
が
ら
、

自
分
に
求
め
ら
れ
た
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
仕
事
仲
間
に
も
視
聴
者
の
皆
さ

ん
に
も
信
頼
さ
れ
る
、
安
定
感
の
あ
る
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

で
使
う
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
用
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
ま

す
。
冒
頭
に「
声
は
人
な
り
」と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
自
分
に
自
信
が
な
か
っ
た
り
心
に
よ
ど
み

が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
は
声
に
表
れ
て
し

ま
う
。
映
像
は
す
べ
て
を
映
し
ま
す
。
こ
の
言

葉
を
原
点
と
し
て
、
真
面
目
す
ぎ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
人
格
も
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
２
０
１
８
年
７
月
27
日
、
大

阪
市
に
て
）

メ
デ
ィ
ア
人
と
し
て
の
能
力
を

磨
き
続
け
た
学
生
時
代

│
│
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
望
さ
れ
た
動
機
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

中
島　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
き
れ
い
な
日
本
語
や

所
作
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
憧
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
高
校
時
代
は
学
園
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
そ
の
準
備
に
打
ち
込
む
な
ど
、

仲
間
と
共
に
何
か
を
制
作
し
て
い
く
過
程
が
大

好
き
で
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
好
き
だ
っ
た
の

が
、
人
前
で
話
す
こ
と
で
す
。
人
に
何
か
を
伝

え
て
喜
ん
で
い
た
だ
く
仕
事
が
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
憧
れ
だ
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
決
め
た
か
ら
に
は
、

現
場
を
ご
存
じ
の
方
の
教
え
を
受
け
た
い
。
そ

う
考
え
、
放
送
局
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
長
年

務
め
ら
れ
た
影
山
貴
彦
先
生
の
お
ら
れ
る
、
同

志
社
女
子
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
へ
の
進
学

を
志
望
し
ま
し
た
。

│
│
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
、
特
に
テ
レ
ビ
に

関
心
を
持
た
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

中
島　

新
聞
の
よ
う
に
文
字
と
し
て
残
す
だ
け

で
な
く
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
含
め
て
映
像
で
伝

え
る
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
報
道

や
情
報
番
組
な
ど
で
は
、
各
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
お
会
い
で
き
、
多
方
面
で
多
彩
な
体
験
が

で
き
、
感
じ
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
視
聴
者
の
方
に
情
報

が
伝
わ
り
、
発
見
を
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
私
の
喜
び
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

│
│
大
学
時
代
、
印
象
に
残
っ
た
授
業
や
出
来

事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島　

影
山
先
生
か
ら
は
、
ゼ
ミ
を
含
め
て
本

当
に
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
先
生
の

ゼ
ミ
や「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」か
ら
学
ん
だ
の

は
、
物
事
を
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
の
大
切
さ

で
す
。
例
え
ば
同
じ
新
聞
を
購
読
し
続
け
て
い

る
と
、
そ
の
新
聞
の
論
調
に
自
身
の
考
え
が
慣

れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

る
ほ
ど
、
他
紙
と
読
み
比
べ
た
と
き
、
自
分
の

考
え
方
は
た
く
さ
ん
あ
る
考
え
方
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
い
う
視
点
、
つ

ま
り
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
を
深
く

学
び
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
時
間
的
制
約
が
あ

っ
た
り
見
や
す
い
編
集
を
行
っ
た
り
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
情
報
や
多
角
的
な
考
え
方
を
一
度
に

伝
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
偏

っ
た
考
え
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
り
、
別
の
考
え

を
持
つ
方
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
し
て
は
い

け
な
い
。
伝
え
手
に
は
そ
う
い
う
自
覚
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
で
学
び

ま
し
た
。

中
なか

 島
じま

 め ぐ み さん
関西テレビ放送株式会社編成局アナウンス部

多彩な番組で活躍中の、アナウンサーの登場です。
映像によって多くを伝える面白さ、多くが伝わっ
てしまう怖さを伺いながら、アナウンサーという
仕事の魅力に迫りました。

私 の 志

関西テレビの人気アナウンサー

取材現場も制作現場も
真摯な姿勢で全力投球
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み
よ
う
。

　

以
下
は
、
日
本
新
聞
協
会
が
毎
年
発
表
し
て

い
る
、
加
盟
新
聞
社
の
発
行
部
数
の
推
移
で
あ

る
。
新
聞
協
会
に
は
、
主
要
な
全
国
紙
、
地
方

紙
は
全
て
加
盟
し
て
い
る
が
、『
赤
旗
』
や
『
聖

教
新
聞
』
の
よ
う
な
機
関
紙
は
加
盟
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ペ
ー
パ
ー
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
少
部
数
の
地
域
紙
も
、
一
部
を

除
い
て
は
加
盟
し
て
い
な
い
。

　

新
聞
発
行
部
数
を
全
体
で
み
る
と
、
１
９
７

０
年
か
ら
右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
続
け
、
１
９

９
０
年
代
半
ば
に
横
ば
い
と
な
り
、
２
０
０
５

年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
落
ち
始
め
て
い
る
。
現
在

の
約
４
２
１
３
万
部
と
い
う
数
字
は
、
１
９
７

６
年
ご
ろ
の
数
字
に
等
し
く
、
ピ
ー
ク
時
（
１

９
９
７
年
、
５
３
７
７
万
部
）
の
８
割
以
下
で

あ
る
。

　

部
数
の
急
落
の
背
景
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
と
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
と
い
う
通
信
環

て
の
普
及
率
も
高
い
国
は
ま
ず
見
当
た
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
新
聞
大
国
の
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
は
、
全
国
紙
の
み
な
ら
ず
地
方
紙
の

規
模
も
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
世
界
に
名
を
と

ど
ろ
か
す
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
は
、

紙
の
新
聞
は
平
日
で
54
万
部
、
日
曜
版
が
１
０

６
万
６
０
０
０
部
で
あ
る
。『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
タ
イ
ム
ズ
』
は
20
万
部
未
満
だ
（
各
社
の
年

次
報
告
に
よ
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、

地
方
紙
と
呼
ば
れ
る
新
聞
で
も
１
０
０
万
部
を

超
え
て
い
る
新
聞
が
あ
る
。
数
百
万
部
の
発
行

部
数
を
誇
る
全
国
紙
と
、
各
県
で
圧
倒
的
な
シ

ェ
ア
を
誇
る
地
方
紙
の
二
重
構
造
が
、
日
本
の

新
聞
産
業
の
構
造
的
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
構
造
的
特
徴
は
変
わ
っ
て
い
な

い
の
だ
が
、
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
よ
う
に
、

新
聞
の
発
行
部
数
は
近
年
急
激
に
落
ち
込
み
、

そ
の
存
在
感
は
薄
れ
て
い
る
。
日
本
新
聞
協
会

の
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
こ
の
動
向
を
確
認
し
て

　

編
集
部
よ
り
、「
読
書
時
間
減
少
・
活
字
離
れ
」

と
い
う
特
集
に
何
か
原
稿
を
、
と
い
う
こ
と
で

ご
依
頼
い
た
だ
い
た
。
筆
者
は
15
年
ほ
ど
前
ま

で
新
聞
社
の
業
界
団
体
（
日
本
新
聞
協
会
）
に

勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
今
の
新
聞
業

界
の
動
向
、
あ
る
い
は
新
聞
離
れ
の
現
状
で
あ

れ
ば
、
簡
単
に
書
け
る
で
あ
ろ
う
と
お
引
き
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
業
界
の
動
向
は
様
々

な
と
こ
ろ
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
新
味
の
な

い
情
報
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
な
り
に
整
理

し
て
み
た
い
。

１
．
進
む
新
聞
離
れ

　

日
本
は
世
界
最
大
の
新
聞
大
国
で
あ
る
。
日

本
ほ
ど
新
聞
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
国
は
な
い
。

大
学
の
授
業
で
、
日
本
の
新
聞
産
業
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
き
は
こ
の
よ
う
に
教
え
る
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
日
本
の
よ
う
に
、
巨
大
な
販
売
部

数
を
誇
る
新
聞
が
複
数
存
在
し
、
人
口
に
比
し

　「新聞業界の動向」
 大学社会学部教授　伊

い

藤
とう

　高
たか

史
し

　「「読むチカラ」を向上させるための取り組み」
 香里中学校・高等学校司書教諭　河

かわ

村
むら

　麻
ま

紀
き

 香里中学校・高等学校教諭　塩
しお

野
の

　淳
あつ

子
こ

 香里中学校・高等学校教諭　植
うえ

田
だ

阿
あ

津
つ

子
こ

 香里中学校・高等学校教諭　Andrea FORBES

　「大学での読む力の必要性とその支援体制」
 大学学習支援・教育開発センター准教授　濱

はま

嶋
じま

　幸
こう

司
じ

　「「衰退」する読書行動から虚構世界の拡大へ」
 女子大学生活科学部特任教授　諸

もろ

井
い

　克
かつ

英
ひで

　同志社小学校の道草教育をもとにした取り組み
 小学校教諭　髙

たか

松
まつ

　真
しん

也
や

　近年、児童・生徒・学生の読書時間に関する調査が発表されている。そ
れらの中には、大学生の読書時間減少を示すものもあり、そこにはインタ
ーネットの普及とスマートフォンの急激な発達が影響しているのかもしれ
ない。今回は、社会における活字離れの現状や学校法人同志社各学校の「読
書」に関わる取り組みと今後の展望を紹介する。

 特　集  

「読書時間の減少・活字離れ」
の現状と学校教育

「
新
聞
業
界
の
動
向
」

大
学
社
会
学
部
教
授　

伊い

藤と
う

高た
か

史し 
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い
る
が
、
こ
れ
は
販
売
と
広
告
が
落
ち
て
い
る

た
め
に
相
対
的
に
上
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
デ

ジ
タ
ル
部
門
な
ど
か
ら
の
収
入
が
大
き
く
増
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
最
新
（
２
０

１
６
年
度
）
の
広
告
収
入
は
最
大
値
の
半
分
以

下
に
落
ち
込
ん
だ
一
方
で
、
そ
の
他
収
入
は
微

の
調
査
対
象
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
が
加
わ

る
。
１
９
９
５
年
か
ら
10
年
程
度
は
、
新
聞
販

売
部
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
を
保
っ
て
い
た
の
に
比

べ
る
と
、
広
告
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
ほ

ぼ
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
２
０
０
０
年

代
中
ご
ろ
か
ら
、
新
聞
広
告
の
落
ち
込
み
に
拍

車
が
か
か
っ
た
。
最
新
の
２
０
１
７
年
の
デ
ー

タ
で
は
、
前
年
比
５
・
２
％
減
の
５
１
４
７
億

円
と
な
り
、
ピ
ー
ク
の
１
９
９
０
年
の
１
兆
３

５
９
２
億
円
に
比
べ
る
と
、
実
に
４
割
以
下
の

規
模
に
ま
で
縮
小
し
た
。
な
お
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
２
０
０
９
年
に
新
聞
を
抜
い
て
い
る
。

　

新
聞
協
会
の
調
査
に
従
っ
て
、
新
聞
社
の
収

益
構
造
に
つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。
２
０
０
０

年
以
降
の
販
売
収
入
、
広
告
収
入
、
そ
の
他
収

入
の
比
率
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
２
０
０
０

年
に
は
販
売
が
50
・
９
％
、
広
告
が
35
・
７
％
、

そ
の
他
が
13
・
４
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
２
０
１
６
年
度
は
販
売
57
・
８
％
、
広
告

21
・
５
％
、
そ
の
他
20
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

年
に
よ
っ
て
調
査
対
象
社
の
数
が
若
干
違
う
の

で
、
１
社
ご
と
の
平
均
値
を
示
し
た
の
が
以
下

の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
広
告
収
入
の
落
ち
込
み
が
、

販
売
収
入
と
そ
の
他
収
入
に
比
べ
て
大
き
い
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
収
入
は
伸
び
て

急
激
な
発
達
と
普
及
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
般
家
庭
へ

の
普
及
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
のW

indow
s95

の
発
売
で
あ
っ
た
。

同
ソ
フ
ト
が
発
売
さ
れ
た
１
９
９
５
年
か
ら
数

年
は
、
新
聞
は
な
ん
と
か
現
状
維
持
に
近
い
数

字
を
保
っ
て
い
た
の
だ
が
、
２
０
０
０
年
代
半

ば
か
ら
急
激
に
落
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
総

務
省
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
利
用
者
が
、
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
の
利
用

者
を
超
え
た
の
が
２
０
０
４
年
で
、
携
帯
電
話

の
普
及
率
が
80
％
を
超
え
た
の
が
２
０
０
７
年
、

１
０
０
％
を
超
え
た
の
が
２
０
１
３
年
で
あ
る

（
総
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
情
報
通
信
統
計

デ
ー
タ
べ
ー
ス
」
な
ど
に
よ
る
）。
２
０
０
８

年
に
は
、
日
本
で
初
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

iPhone
が
発
売
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
到
来
に
は
な
ん
と
か
耐
え
た
新
聞
が
、
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
波
に
押
し

流
さ
れ
つ
つ
あ
る
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。

　

広
告
の
落
ち
込
み
は
一
層
顕
著
で
あ
る
。
電

通
総
研
が
毎
年
発
表
す
る
「
日
本
の
広
告
費
」

に
従
っ
て
、
新
聞
広
告
の
凋
落
ぶ
り
を
見
て
み

よ
う
。
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
マ

ス
コ
ミ
４
媒
体
の
う
ち
、
首
位
の
座
を
１
９
７

境
の
変
化
、
お
よ
び
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
い
っ
た
通
信
機
器
（
携
帯
端
末
）
の

増
と
い
う
程
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

販
売
部
数
が
落
ち
た
と
い
っ
て
も
、
新
聞
社
の

収
入
全
体
に
占
め
る
販
売
収
入
の
割
合
は
圧
倒

的
に
大
き
く
、
新
聞
社
が
紙
の
新
聞
の
販
売
に

頼
り
続
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
見
え
て
く
る
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
新
聞
を
語
る

際
に
も
、「
広
告
主
の
圧
力
に
逆
ら
え
な
い
」

と
い
う
趣
旨
の
言
説
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

福
島
原
発
の
事
故
の
後
も
、
東
京
電
力
が
多
額

の
広
告
支
出
を
し
て
い
る
た
め
、
新
聞
、
テ
レ

ビ
は
東
京
電
力
の
批
判
が
で
き
な
い
と
い
う
言

説
も
か
な
り
広
く
流
布
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

新
聞
に
つ
い
て
言
え
ば
、
上
記
の
デ
ー
タ
が
示

す
通
り
、
新
聞
の
広
告
収
入
へ
の
依
存
度
は
、

販
売
収
入
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
そ
の
広

告
収
入
の
一
部
し
か
占
め
な
い
東
京
電
力
が
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。
筆
者
の
個
人
的
な
感
覚
で
は
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
が
広
告
主
を
恐
れ
る
よ
り
も
は
る
か

に
、
広
告
主
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
恐
れ
て
い
る
。

ま
と
も
な
広
告
主
で
あ
れ
ば
、
不
当
な
圧
力
を

メ
デ
ィ
ア
に
か
け
る
こ
と
が
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
か
ね
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
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０
年
代
に
テ
レ
ビ
に
明
け
渡
し
た
新
聞
で
あ
っ

た
が
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
景
気
の
頃
ま
で
は
、

テ
レ
ビ
と
同
様
に
伸
び
て
い
た
。
バ
ブ
ル
が
崩

壊
す
る
と
、
テ
レ
ビ
は
そ
の
後
も
伸
び
続
け
た

の
に
対
し
て
、
新
聞
は
一
気
に
減
少
傾
向
に
傾

い
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
６
年
か
ら
電
通
総
研
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道
」
を
開
始
し
た
の
は
１
９
９
５
年
だ
。
朝
日

新
聞
社
は
１
９
９
５
年
８
月
、
米
国
の
ナ
イ
ト

リ
ダ
ー
社
と
提
携
し
て
「
ア
サ
ヒ
・
コ
ム
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
こ
れ
が
、
日
本
の
新
聞

社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
提
供
を
す

る
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。
同
社
の
後
を
追
っ
て

主
要
全
国
紙
か
ら
地
方
紙
へ
と
、
ニ
ュ
ー
ス
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
無
料
で
提
供
す
る
動
き

が
即
座
に
広
が
っ
た
。
ま
た
、
１
９
９
０
年
代

半
ば
か
ら
、
様
々
な
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
例
え
ば
産
経
新
聞
社

は
２
０
０
１
年
10
月
、
新
聞
紙
面
の
デ
ー
タ
を

契
約
者
に
配
信
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
紙
面
の
形

式
を
再
現
で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ビ
ュ
ウ
」
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
（
２
０
０
５
年
３
月
で
サ

ー
ビ
ス
中
止
）。

　

Y
ahoo

な
ど
、
他
社
の
サ
イ
ト
に
ニ
ュ
ー
ス

を
提
供
し
、
そ
の
社
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
と

い
う
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
場
合
、
価
格
決
定
権
を
、Y

ahoo

な
ど
の
利

用
者
側
に
握
ら
れ
て
、
か
な
り
安
い
価
格
で
の

提
供
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
が
話
題
に
な
る
度
に
、
多
く
の
新

聞
社
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
き
た
が
、

レ
ベ
ル
に
到
達
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
金
銭
を
支

払
っ
て
、
特
定
の
ア
イ
テ
ム
等
を
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
熱
心
な
一
部
の

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
支
払
い
に
よ
っ
て
、
無
料
で

も
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
が
成
功
す
る
に

は
、
無
料
の
ユ
ー
ザ
ー
が
多
数
存
在
す
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。
日
本
語
で
サ
ー
ビ
ス
を
し
、

日
本
国
内
の
消
費
者
の
み
を
対
象
と
す
る
日
本

の
新
聞
社
サ
イ
ト
と
、
世
界
的
な
名
声
を
誇
り
、

英
語
と
い
う
国
際
言
語
を
使
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』や『
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
』
と
で
は
、
潜
在
的

な
読
者
数
に
お
い
て
比
較
の
対
象
に
な
ら
な
い

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
『
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
』
も
、
全
購
読
者
の
３
分

の
２
が
英
国
外
で
あ
る
と
い
う
（「
日
経
、
英

Ｆ
Ｔ
を
買
収
」『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
１
５

年
７
月
４
日
朝
刊
）。

　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
、
日
本
の
新
聞
社
の
デ
ジ

タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
取
り
組
み
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う
。
米
国
で
は
、１
９
９
３
年
に『
サ

ン
ノ
ゼ
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
提
供
を
始
め
て
い
る
が
、

日
本
の
新
聞
社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
「
報

２
．
新
聞
社
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

　
　

対
応

　

新
聞
社
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を

完
全
に
無
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
の
世

界
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
の
読
者
獲
得
に
尽
力
し

て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
世
界
で
最
も
権
威
あ
る
新

聞
で
あ
る
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
が
２

０
１
１
年
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
版
を
有
料
化
し
た
。

同
社
の
２
０
１
７
年
版
年
次
報
告
書
で
は
、
有

料
会
員
数
は
２
０
１
７
年
末
現
在
で
２
６
４
万

４
０
０
０
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
新
聞
社
の

将
来
を
憂
う
者
に
と
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
報
道

は
慰
め
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

　

有
料
電
子
版
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
多
く

の
人
に
無
料
で
一
定
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
そ
の
う
ち
ご
く
一
部
の
、
特
に
熱
心
な
ユ

ー
ザ
ー
に
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
利
益
を

得
る
と
い
う
「
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
」
と
呼
ば
れ
る

仕
組
み
だ
。
こ
の
典
型
は
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ゲ
ー
ム
の
多
く
は
、

無
料
で
も
楽
し
め
る
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の

筆
者
が
知
る
限
り
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
成
功
し
た
事

例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
経
済
新
聞
社
が
２
０

１
０
年
３
月
に
創
刊
し
た
「
日
本
経
済
新
聞
電

子
版
」
は
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
紙
の
新
聞

と
同
額
程
度
（
創
刊
当
初
は
電
子
版
だ
け
の
購

読
が
月
４
０
０
０
円
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
日

経
電
子
版
」
の
有
料
会
員
は
順
調
に
伸
び
続
け
、

同
紙
の
２
０
１
８
年
６
月
７
日
付
の
記
事
で
は

有
料
会
員
が
60
万
人
を
超
え
た
と
い
う
。

　

日
本
経
済
新
聞
社
に
続
い
て
、
他
の
新
聞
社

で
も
こ
れ
に
追
随
す
る
動
き
が
続
い
た
が
、
成

功
し
て
い
る
と
い
う
話
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。

　

日
本
新
聞
協
会
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
会

員
社
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
収
入
の
規
模
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
を
新
た
に
始
め
た
。
本
稿

を
執
筆
し
て
い
る
段
階
で
は
、
同
協
会
の
機
関

誌
『
新
聞
研
究
』
２
０
１
７
年
11
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
２
０
１
６
年
度
の
調
査
が
最
初
に
し
て

最
新
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
の
調
査
か
ら
は
、

新
聞
社
が
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
部
門
か
ら

の
収
益
を
将
来
的
に
も
期
待
で
き
な
い
厳
し
い

現
実
が
伺
え
る
。

　

新
聞
協
会
は
全
売
上
高
を
１
０
０
と
し
た
場

合
の
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
売
上
」
の
占
め
る

割
合
を
調
査
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
売

上
」
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
基
盤
と
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用

し
た
事
業
な
ど
を
指
す
。
新
聞
協
会
に
加
盟
す

る
新
聞
社
の
う
ち
、
69
社
か
ら
回
答
を
得
た
と

い
う
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
16
年
度
の
デ
ジ

タ
ル
関
連
事
業
売
上
の
比
率
の
総
平
均
は
ス
ポ

ー
ツ
紙
を
除
い
て
１
・
221
％
だ
っ
た
。
回
答
社

の
５
割
強
に
当
た
る
33
社
は
０
・
５
％
未
満
だ

っ
た
。
比
較
的
発
行
規
模
の
大
き
い
約
80
万
部

以
上
ク
ラ
ス
の
回
答
８
社
だ
け
で
み
て
も
、
10

％
以
上
と
回
答
し
た
の
が
１
社
、
１
％
以
上
５

％
未
満
と
解
答
し
た
の
が
４
社
、
０
・
１
％
以

上
０
・
５
％
未
満
が
２
社
、
０
・
１
％
未
満
が

１
社
で
あ
る
。

　

比
較
的
規
模
の
大
き
い
社
に
お
い
て
も
、
１

社
を
除
い
て
は
、
５
％
に
満
た
な
い
売
上
し
か
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
か
ら
得
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
数
字
が
近
い
将
来
、
飛
躍
的
に

伸
び
る
と
考
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
で

あ
ろ
う
。

３
．
新
聞
の
将
来

　

さ
て
、
新
聞
は
こ
の
よ
う
な
部
数
の
減
少
に

い
か
に
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
日
、
ゼ

ミ
の
授
業
で
そ
ん
な
話
に
な
っ
た
と
き
、
学
生

か
ら
「
新
聞
は
読
み
辛
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
ら
、
美
味
し
い
店
な
ど
を
紹
介
す
る
記

事
な
ど
の
、
軽
い
街
ネ
タ
の
よ
う
な
情
報
中
心

の
新
聞
を
つ
く
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
出
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
う
し

た
路
線
は
期
待
薄
だ
。

　

そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
一
般
紙
と

ス
ポ
ー
ツ
紙
の
発
行
部
数
の
推
移
に
違
い
に
着

目
し
て
み
よ
う
。

　

一
般
紙
の
総
発
行
部
数
の
ピ
ー
ク
が
２
０
０

１
年
の
４
７
５
６
万
部
で
、
２
０
１
７
年
は

18
・
５
％
減
の
３
８
７
６
万
部
。
ス
ポ
ー
ツ
紙

の
総
発
行
部
数
の
ピ
ー
ク
が
１
９
９
６
年
の
６

５
８
万
部
で
、
２
０
１
７
年
は
48
・
９
％
減
の

３
３
６
万
部
で
あ
る
。
一
般
紙
と
ス
ポ
ー
ツ
紙

の
双
方
と
も
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
違
い

は
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
一
般
家
庭
に
広
ま
り
だ
し
た
１
９
９
０
年
代

半
ば
か
ら
一
気
に
落
ち
て
お
り
、
そ
の
落
ち
込

み
も
激
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
紙
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
後
も
し
ば
ら
く
は
横
ば
い

を
保
っ
て
い
た
。
近
年
は
大
き
く
落
ち
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
比
べ
れ
ば
そ
の



特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

特集

15 14

幅
は
は
る
か
に
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

両
者
の
落
ち
方
の
違
い
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
紙
が
提
供
す
る
よ
う
な
娯
楽
情
報
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
容
易
に
代
替
さ
れ

得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
般
紙
の

情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
代
替
さ
れ
に

く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
で
は
新
聞
の
生
き
残
り
策
と
し
て
何

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ツ
ー
ル
と
し
て
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
取
り
組
み
や
、
行
政
な
ど
と
の
密
接

な
関
係
を
生
か
し
た
地
域
社
会
と
の
連
携
の
強

化
、
販
売
店
網
を
利
用
し
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
拓
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
有
力
な
の
は
、「
副

業
戦
略
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
有
力

な
新
聞
社
は
し
ば
し
ば
、
優
良
な
不
動
産
物
件

を
抱
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
産
を
生
か
し
た

「
副
業
」
に
よ
っ
て
新
聞
経
営
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
し
い
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
に
積
極
的
な
投
資
を
す
る
新
聞
社
も

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、「
そ
れ
な
ら
ば
副
業

に
専
念
し
て
、
新
聞
販
売
を
止
め
る
の
が
合
理

的
経
営
者
の
判
断
な
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑

問
が
わ
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
恐
ら
く
そ

う
で
は
な
い
。
新
聞
社
が
持
つ
取
材
網
と
情
報

収
集
能
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に

基
づ
い
た
社
会
的
影
響
力
は
多
く
の
経
営
者
に

と
っ
て
魅
力
的
で
あ
る
は
ず
だ
。
新
聞
が
重
大

な
情
報
を
ス
ク
ー
プ
し
、
社
会
に
対
す
る
影
響

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
新
聞
社
の
経

営
が
傾
い
た
と
き
、
新
聞
を
買
収
し
た
い
と
い

う
企
業
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
２
０
１
８
年

３
月
に
は
、『
朝
日
新
聞
』
が
、
財
務
省
が
国

会
に
提
出
し
た
文
書
を
改
ざ
ん
し
て
い
た
事
実

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
報
道
が
続
け
ら

れ
る
限
り
、
新
聞
の
未
来
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
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生
徒
た
ち
は
学
校
で
長
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
が
、
ゆ
っ
た
り
と
図
書
館
に
来

る
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
。
補
講
や

ク
ラ
ブ
活
動
、
検
定
試
験
…
、
な
ど
何
か

と
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

図
書
館
と
し
て
は
、
ま
ず
は
自
ら
す
す

ん
で
図
書
館
に
来
て
い
る
生
徒
に
働
き
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
展
示
コ
ー
ナ

ー
を
工
夫
し
て
設
置
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
教
科
の
要
望
に
応
え
、

課
題
関
連
資
料
の
充
実
や
コ
ー
ナ
ー
設
置

を
行
っ
て
い
る
。

２
．
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
展
示

・  

映
像
化
作
品
の
原
作
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、

展
示
。（『
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』、『
万

引
き
家
族
』
な
ど
）

図
書
館
で
の
取
り
組
み

〜
生
徒
の
「
読
み
た
い
心
」
を

　

刺
激
す
る
た
め
に
〜

１
．
香
里
中
高
の
不
読
の
現
状

　

毎
年
、
図
書
館
で
の
貸
出
冊
数
は
減
少
の
傾

向
に
あ
り
、
２
０
１
３
年
度
に
１
万
冊
弱
あ
っ

た
貸
出
冊
数
が
２
０
１
４
年
度
に
は
５
０
０
０

冊
前
後
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
後
２
０
１
７
年

度
ま
で
は
５
０
０
０
冊
代
で
横
ば
い
状
態
と
な

っ
て
い
る
。
１
年
間
の
貸
出
冊
数
が
ゼ
ロ
冊
の

不
読
者
率
は
中
学
生
は
60
％
、
高
校
生
は
80
％

超
で
あ
る
。

　

た
だ
図
書
館
で
本
を
貸
出
し
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
本
当
に
不
読
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。

「「
読
む
チ
カ
ラ
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
」

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
司
書
教
諭　

河か
わ

村む
ら

麻ま

紀き 

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

塩し
お

野の

淳あ
つ

子こ

 

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

植う
え

田だ

阿あ

津つ

子こ

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　Andrea FORBES

先生から生徒へのお薦めの一冊



特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

特集

17 16

美
な
の
で
、
平
常
点
な
ど
の
評
価
は
与
え
な

い
。

⑥  

年
に
２
回
、
班
内
に
お
い
て
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
も
ど
き
を
行
い
、
所
定
の
プ
リ
ン
ト
を
提

出
さ
せ
る
。

　

初
め
て
の
試
み
は
一
昨
年
の
中
２
国
語
①
だ

っ
た
（
週
２
時
間
）。
授
業
の
終
わ
り
７
分
〜

15
分
前
に
教
室
を
出
て
、
生
徒
40
名
余
り
と
一

緒
に
中
庭
を
突
っ
切
っ
て
図
書
館
ま
で
走
っ
て

い
く
。
本
校
の
図
書
館
の
素
晴
ら
し
さ
が
、
こ

の
実
践
の
大
前
提
と
し
て
あ
る
。「
知
の
宝
庫
」

が
身
近
に
あ
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
足
を
運
ん
だ

こ
と
の
な
い
生
徒
が
い
る
な
ん
て
悲
し
す
ぎ
る
、

と
い
う
思
い
だ
。

　

予
想
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
が
、
次
第
に
歩
き

出
す
生
徒
が
出
て
き
て
、
全
員
が
到
着
す
る
の

に
５
分
近
く
か
か
る
こ
と
も
（
今
に
し
て
思
え

ば
、
担
当
者
の
無
茶
な
試
み
に
生
徒
は
よ
く
つ

い
て
き
て
く
れ
た
）。
到
着
し
た
図
書
館
で
は
、

選
定
し
た
本
が
「
初
心
者
向
け
」
〜
「
上
級
者

向
け
」
に
分
類
さ
れ
て
低
い
本
棚
の
天
板
に
平

置
き
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
は
思
い
思
い
の
本
を

手
に
取
り
、
席
に
つ
い
て
読
み
始
め
る
。
本
は
、

授
業
の
た
び
に
司
書
の
方
々
が
整
理
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

る
機
会
を
設
け
る
に
は
。

３
．
解
決
策

①  

プ
リ
ン
ト
配
布
な
ど
の
授
業
準
備
は
、
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
前
に
国
語
係
に
す
べ
て
済
ま
せ

て
お
い
て
も
ら
う
。
起
立
・
礼
の
省
略
。
ス

ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
の
使
用
で
生
徒
の
作
業
の

集
中
力
を
高
め
る
。
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
と
い

う
ミ
ニ
移
動
図
書
館
を
教
室
に
持
ち
込
む

（
注
２
）。

②  

個
人
個
人
の
力
量
に
応
じ
た
「
読
書
に
親
し

ん
で
も
ら
う
〜
多
読
」
ま
で
を
通
し
て
、
読

解
力
・
思
考
力
を
養
う
と
共
に
精
神
的
成
長

が
促
さ
れ
る
。

③  

生
徒
自
ら
が
手
に
取
ら
な
い
よ
う
な
類
の
本

と
出
会
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
な
の
で
、
担

当
者
が
選
定
す
る
。
教
科
書
が
推
薦
す
る
図

書
を
中
心
に
担
当
者
が
選
ん
だ
本
で
リ
ス
ト

を
構
成
す
る
。

④  

生
徒
が
力
量
に
応
じ
て
選
び
や
す
い
よ
う
に

「
初
心
者
用
」
〜
「
上
級
者
用
」
に
本
を
分
類
。

「
読
書
カ
ー
ド
」（
注
３
）
の
提
出
を
毎
時
間

義
務
付
け
る
こ
と
で
ペ
ー
ス
を
作
り
、
で
き

れ
ば
学
期
ご
と
に
１
冊
の
読
了
を
目
標
と
す

る
。

⑤  

読
書
そ
の
も
の
が
、
い
わ
ば
自
分
へ
の
ご
褒

　

教
科
書
10
ペ
ー
ジ
程
度
の
小
説
を
「
長
す
ぎ

る
！
」
と
し
て
拒
否
反
応
を
示
す
生
徒
、
漫
画

の
短
い
セ
リ
フ
に
な
じ
ん
で
小
説
の
文
章
は
疲

れ
る
と
訴
え
る
生
徒
、
こ
れ
ら
の
生
徒
の
姿
に

加
え
て
、
私
自
身
が
「
生
徒
に
は
多
く
の
本
と

出
会
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
た
こ
と
…
…

さ
ら
に
１
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
「
授
業
中
の

読
書
タ
イ
ム
」
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
国
語
実
践
を
紹
介
し

た
そ
の
本
（
注
１
）
は
非
常
に
刺
激
的
で
、
私

の
力
量
か
ら
も
教
育
事
情
か
ら
も
決
し
て
同
じ

よ
う
に
実
践
で
き
な
い
と
分
か
り
つ
つ
、
諦
め

き
れ
な
い
魅
力
的
な
内
容
だ
っ
た
。

２
．
実
践
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

①  

い
か
に
本
来
の
授
業
時
間
を
確
保
し
つ
つ
読

書
タ
イ
ム
を
生
み
出
す
か
。

②  

読
書
タ
イ
ム
を
設
け
る
意
義
を
生
徒
に
ど
う

説
明
す
る
か
。

③  

本
の
選
定
は
？　

そ
も
そ
も
選
定
し
て
よ
い

の
か
ど
う
か
。

④  

限
ら
れ
た
時
間
に
、
ど
の
程
度
の
読
書
量
を

求
め
る
の
か
。

⑤  

読
書
量
に
応
じ
て
平
常
点
な
ど
の
評
価
を
与

え
る
の
か
。

⑥  

個
人
の
読
書
体
験
を
、
生
徒
同
士
で
共
有
す

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
生
徒
の
読
書
へ
の
興
味

を
刺
激
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
図
書
館
と
し
て
は
、
と
に
か
く

生
徒
を
図
書
館
に
引
き
寄
せ
た
い
、
図
書
館
に

来
る
生
徒
が
読
書
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
仕
向

け
た
い
と
い
う
思
い
で
色
々
と
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

今
後
も
教
科
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
図
書

館
独
自
の
工
夫
を
展
開
し
、
生
徒
の
心
の
奥
に

あ
る
読
書
へ
の
興
味
を
刺
激
し
続
け
た
い
。

国
語
科
の
取
り
組
み　

〜
授
業
時
間
に
読
書
タ
イ
ム
を
〜

１
．
読
書
タ
イ
ム
の
実
践

　
「
卒
業
を
前
に
し
て
悔
や
ま
れ
る
の
は
、
６

年
間
ほ
と
ん
ど
読
書
し
な
か
っ
た
こ
と
」
│
│

数
年
前
の
、
文
武
両
道
だ
っ
た
或
る
生
徒
の
つ

ぶ
や
き
だ
。
宿
題
・
ク
ラ
ブ
・
趣
味
・
友
だ
ち

付
き
合
い
等
に
追
わ
れ
て
読
書
は
後
回
し
、
と

い
う
の
が
多
く
の
（
本
校
の
）
中
高
生
の
実
情

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
の
魅
力
を
知
っ
た
者

で
な
い
と
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
図
書
館
ま

で
足
を
運
ぶ
意
識
を
、
な
か
な
か
持
て
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

度
〉
、
生
誕
１
５
０
年
コ
ー
ナ
ー
〈
２
０
１

７
年
度
〉

３
．
教
科
と
の
連
携

・  

英
語　

多
読
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
＆
展
示
の
工

夫
。

　

  

読
み
や
す
さ
の
レ
ベ
ル
や
英
検
の
レ
ベ
ル
と

の
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に

掲
示
。

・  

中
３
国
語　

授
業
時
に
読
書
す
る
図
書
を
ブ

ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
で
授
業
担
当
教
員
に
貸
出
。

〈
２
０
１
８
年
度
〉

・  

中
２
国
語　

教
科
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
本

や
担
当
教
員
推
薦
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
授

業
で
図
書
館
使
用
〈
２
０
１
６
年
度
〉

・  
高
１
家
庭　

授
業
で
紹
介
さ
れ
た
図
書
を
展

示
。

・  

高
３
聖
書　

授
業
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
図
書
、
授
業
で
紹
介
さ
れ
た
図
書
を
展

示
。

　

教
科
と
の
連
携
の
結
果
、
自
分
の
読
書
を
す

る
生
徒
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
増
え
て
き
て

い
る
。
課
題
で
必
要
に
迫
ら
れ
、
図
書
館
に
来

た
生
徒
た
ち
が
、
閲
覧
室
に
あ
る
色
々
な
コ
ー

ナ
ー
に
触
れ
、
課
題
以
外
で
も
読
ん
で
み
た
い

と
思
う
本
に
出
会
い
、
貸
出
し
て
い
く
姿
が
み

・  「
図
書
館
だ
よ
り
」
で
先
生
の
お
す
す
め
本

を
紹
介
。

　

  「
先
生
か
ら
生
徒
へ
の
お
薦
め
の
一
冊
」
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
図
書
を
展
示
。

・  

生
徒
図
書
委
員
コ
ー
ナ
ー　

図
書
委
員
が
本

の
買
い
出
し
に
行
っ
て
購
入
し
た
本
を
展
示
。

・  

テ
ー
マ
展
示　

夏
目
漱
石　

没
後
１
０
０
年

コ
ー
ナ
ー
〈
２
０
１
６
年
度
〜
２
０
１
７
年夏目漱石コーナー 英語　多読コーナー
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ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
高
校
生
に
も

多
読
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
授
業
内

で
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
多
読
の
メ
リ
ッ
ト

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

２
．
各
授
業
で
の
取
り
組
み

①
中
学
２
年
生
で
の
取
り
組
み（
授
業
担
当
者
：

フ
ォ
ー
ブ
ス
）

　

２
０
１
２
年
、
２
０
１
４
年
に
行
っ
た
中
学

２
年
生
の
英
語
授
業
（
週
１
時
間
）
は
、
主
に

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
中
心
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
た
め
の
適
切
な
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
、
多
読
を
取
り
入
れ
た
。
特
に
使
い

や
す
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、「Foundations 

R
eading L

ibrary: C
ollection

」（R
ob 

W
aring and M

aurice Jam
all 

著
）
を
利

用
し
た
。
多
読
の
シ
リ
ー
ズ
は
数
多
く
存
在
す

る
が
、
中
高
生
に
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
一
番
適

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
文
章
と
絵

の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
そ
し
て
登
場
人
物
が
全

員
10
代
で
あ
る
。
物
語
に
は
、
10
代
の
子
供
が

よ
く
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
出
て

く
る
。
例
え
ば
、
学
校
や
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

親
や
兄
弟
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
だ
。
こ
の
よ
う
な

話
で
あ
れ
ば
、
親
近
感
が
湧
き
、
ど
う
解
決
す

る
か
、
話
に
集
中
し
や
す
く
な
っ
て
く
る
。
レ

英
語
科
の
取
り
組
み　

〜
多
読
の
メ
リ
ッ
ト
〜

１
．
多
読
の
取
り
組
み

　

英
語
を
身
に
付
け
る
た
め
は
、
ま
ず
多
く
の

イ
ン
プ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
。
普
段
の
授
業
や

宿
題
だ
け
で
は
「
英
語
に
触
れ
る
」
時
間
が
決

定
的
に
不
足
し
て
い
る
。
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

「
留
学
を
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
」
は
、
英
語

に
触
れ
る
時
間
が
多
く
、
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て

い
け
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
英

語
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
主
に
新

し
い
単
語
、
文
法
の
ル
ー
ル
を
勉
強
す
る
こ
と

に
意
識
が
い
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
も
ち
ろ
ん

最
終
目
標
は
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
技
能
も
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
が
、
多

読
で
英
語
に
触
れ
る
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
基
礎
知
識
を
得
た
上
で
、
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
の
技
能
で
あ
る
発
話
力
と
文
章
力
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
同
志
社
香
里
で
は
２

０
１
２
年
度
よ
り
、
中
学
生
を
中
心
に
少
し
ず

つ
多
読
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

高
校
生
で
は
「
長
文
が
読
め
な
い
」
と
悩
む
生

徒
が
多
い
の
で
、
親
し
み
や
す
い
本
を
使
っ
た

多
読
に
よ
っ
て
、
長
い
文
章
へ
の
恐
怖
心
を
和

注
３　

  

生
徒
は
読
書
カ
ー
ド
に
「
著
者
名
と
タ

イ
ト
ル
」「
日
付
と
ペ
ー
ジ
数
」「
冊
数
」

「
気
に
入
っ
た
表
現
や
セ
リ
フ
」「
読
了

後
の
一
文
要
約
」
を
書
く
。

書
リ
ス
ト
一
覧
表
の
作
成
は
す
べ
て
司
書
の
河

村
先
生
が
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
河
村
先
生
が

居
な
け
れ
ば
読
書
タ
イ
ム
は
実
施
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ス
の
国
語
係
は
毎
時
間
、

教
員
室
と
教
室
の
間
を
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
を
押

し
て
往
復
し
て
く
れ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
皆

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注
１　

  

ド
ナ
リ
ン
・
ミ
ラ
ー
『
子
ど
も
が
「
読

書
」
に
夢
中
に
な
る
魔
法
の
授
業
』（
か

ん
き
出
版
）

注
２　

  

コ
ン
パ
ク
ト
だ
が
、
文
庫
本
単
行
本
大

型
本
合
わ
せ
て
１
３
０
冊
余
り
積
め
る
。

生
徒
に
は
事
前
に
リ
ス
ト
一
覧
を
配
布

し
、
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
の
側
面
に
も
一

覧
を
掲
示
。

　

読
書
好
き
な
生
徒
の
中
に
は
、
次
の
授
業
ま

で
待
ち
き
れ
な
く
て
同
じ
本
を
購
入
、
休
み
時

間
も
読
ん
で
２
冊
３
冊
と
「
読
書
カ
ー
ド
」
を

更
新
し
て
い
く
者
も
出
て
き
た
。
何
年
か
前
の

大
学
法
学
部
の
課
題
図
書
『
そ
れ
で
も
、
日
本

人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』
を
入
れ
て
お
い
た

ら
、「
面
白
い
」
と
夢
中
に
な
る
生
徒
が
出
て

き
て
驚
い
た
。
中
学
受
験
で
本
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
生
徒
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ま
た
読

み
始
め
た
と
の
こ
と
。
活
字
が
嫌
い
と
い
う
生

徒
は
リ
ス
ト
か
ら
絵
本
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
本

を
選
び
、
時
折
友
達
と
談
笑
し
な
が
ら
も
読
む

と
き
に
は
集
中
し
た
表
情
を
見
せ
た
。

５
．
課
題

○  
１
学
期
を
振
り
返
っ
て
、
読
書
の
時
間
が
思

っ
た
ほ
ど
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番

の
反
省
点
で
あ
り
、
今
後
も
残
る
課
題
で
あ

る
。
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
授
業
の
進
度
に
差
が

あ
る
こ
と
が
大
き
い
。

○
定
期
的
な
リ
ス
ト
の
更
新
。

○  

生
徒
か
ら
ア
イ
デ
ア
や
苦
情
を
も
ら
っ
た
の

で
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
み
改
良

し
て
い
く
か
。

６
．
最
後
に

　

ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ア
と
準
備
、
図

　

実
践
２
年
目
の
今
年
度
（
中
３
）
は
、
本
を

満
載
し
た
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
を
教
室
に
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
時
間
も
労
力
も
か
な
り
軽
減
さ
れ

た
。
読
書
時
間
は
実
質
５
分
か
ら
長
く
て
も
15

分
弱
（
た
い
て
い
は
10
分
弱
）。
週
に
２
時
間

し
か
な
い
の
で
、
読
め
る
量
は
知
れ
て
い
る
。

４
．
実
践
し
て
み
て

　

初
年
度
も
今
年
度
も
、
生
徒
の
反
応
は
予
想

を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
。
授
業
で
は
滅
多
に
見

せ
た
こ
と
の
な
い
集
中
力
で
本
と
向
き
合
う
生

徒
た
ち
。
お
喋
り
し
て
注
意
を
受
け
る
生
徒
は

い
る
が
、
読
書
を
純
粋
に
楽
し
ん
で
い
る
ら
し

い
姿
は
本
当
に
新
鮮
で
、「
本
嫌
い
」
と
い
う

汚
名
を
見
事
に
返
上
し
て
い
た
。
彼
ら
は
機
会

が
あ
れ
ば
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
な
く
た
っ
て
読

む
の
だ
。

　

感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全

員
が
読
書
タ
イ
ム
を
歓
迎
し
て
い
た
。「
時
間

が
短
す
ぎ
る
」「
好
き
な
本
が
な
い
」
と
い
う

苦
情
は
覚
悟
し
て
い
た
が
、
だ
か
ら
「
や
め
る

べ
き
」
は
２
名
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
読
書
タ

イ
ム
の
継
続
を
希
望
し
て
い
た
。「
時
間
が
短

い
こ
と
で
却
っ
て
集
中
し
て
読
め
た
」「
普
段

の
自
分
な
ら
選
ば
な
い
よ
う
な
本
が
読
め
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
、
嬉
し
い
感
想
も
目
立
っ
た
。

ミニ移動図書館（ブックトラック）
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れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
要
約

は
過
去
形
で
書
く
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、

書
き
終
わ
っ
た
ら
過
去
形
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

一
回
目
は
、
授
業
中
に
音
声
を
聞
き
な
が
ら
、

一
斉
に
本
を
読
む
。
学
期
末
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
生
徒
は
「
本
が
面

白
い
」
や
「
も
っ
と
英
語
の
本
を
読
み
た
く
な

り
ま
す
」と
書
い
て
い
た
。
ま
た
、授
業
で
、「
も

う
半
分
以
上
電
車
で
読
み
ま
し
た
」
な
ど
、
の

発
言
も
あ
っ
た
。

　

英
語
の
多
読
は
、
英
語
の
本
に
触
れ
る
こ
と
、

英
語
の
文
章
力
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な

目
標
が
存
在
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
生
徒
が
図

書
館
に
行
き
、
英
語
の
本
を
借
り
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た

生
徒
の
中
に
は
、
英
語
の
本
を
借
り
に
行
っ
た

ら
、
授
業
の
取
り
組
み
に
効
果
が
あ
っ
た
者
も

い
た
。

　

本
年
度
よ
り
、
フ
ォ
ー
ブ
ス
が
図
書
・
情
報

部
主
任
と
な
り
、
図
書
館
に
い
る
時
間
が
増
え

た
た
め
、
英
語
の
本
を
見
て
い
る
生
徒
に
は
積

極
的
に
声
を
か
け
、
多
読
の
コ
ツ
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。
今
後
の
授
業
で
ま
た
新
し
い
取
り
組

み
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

夏
休
み
の
宿
題
に
も
同
じ
よ
う
な
課
題
を
与

え
、
図
書
館
を
利
用
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

図
書
館
で
は
、
本
の
レ
ベ
ル
が
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
て
置
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
の
取
り
組
み
だ
が
、
図
書

館
と
連
携
し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

③
高
校
１
年
生
で
の
取
り
組
み（
授
業
担
当
者
：

フ
ォ
ー
ブ
ス
）

　

高
校
１
年
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

①
の
一
時
間
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
授
業
を

担
当
し
て
い
る
。
中
学
生
と
同
じ
趣
旨
で
は
あ

っ
た
が
、
高
校
生
で
は
も
う
少
し
細
か
い
ル
ー

ル
を
設
定
し
て
い
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
シ
リ
ー

ズ
の
文
の
多
く
は
直
接
話
法
に
な
っ
て
い
る
。

本
の
文
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
使
う
よ
り
、
間
接

話
法
を
使
っ
て
、
書
き
換
え
る
よ
う
に
指
示
し

た
。

　

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
形
だ
。

　
　

  

直
接
話
法　

H
e said, 

‶Please open 
the door.

"

　
　

  

間
接
話
法　

H
e asked (m

e) to open 
the door.

　

生
徒
は
書
き
換
え
の
ル
ー
ル
を
少
し
難
し
く

感
じ
て
お
り
、
要
約
を
書
く
回
数
を
重
ね
、
慣

が
苦
手
な
生
徒
た
ち
も
こ
の
５
分
だ
け
は
集
中

し
て
読
ん
で
い
た
。
ま
た
、
教
員
は
授
業
に
何

冊
か
読
み
や
す
い
本
を
用
意
し
て
い
き
、
本
を

忘
れ
た
生
徒
や
今
持
っ
て
い
る
本
を
読
み
終
え

た
生
徒
に
は
、
そ
れ
ら
を
読
む
よ
う
に
指
導
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
ク
ラ
ス
全
員
が
本
を

読
ん
で
い
る
」
環
境
を
与
え
た
。R

eading 
C
ard

は
試
験
前
に
回
収
し
、
平
常
点
に
加
算

す
る
よ
う
に
し
た
。

し
た
。
生
徒
た
ち
の
英
語
力
に
は
大
き
な
差
が

あ
る
た
め
、
本
の
レ
ベ
ル
や
読
む
量
の
指
定
は

せ
ず
、「
自
分
が
読
み
た
い
も
の
」
を
借
り
る

よ
う
に
指
導
し
た
。
ど
の
レ
ベ
ル
の
も
の
を
選

ん
で
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
生
徒
に
は

「
辞
書
が
な
く
て
も
読
め
る
レ
ベ
ル
」
の
も
の

を
選
ぶ
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
英
語
の
多

読
に
お
い
て
「
辞
書
を
使
う
・
使
わ
な
い
」
の

議
論
は
あ
る
が
、「
楽
し
ん
で
読
む
」
こ
と
に

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
意
識
し
て
い
る
た

め
、
辞
書
は
基
本
的
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
英
語
読
解
に
お
い
て
は
約
95
％
以
上
の

単
語
を
理
解
し
て
い
な
い
と
内
容
理
解
が
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
残
り
の

５
パ
ー
セ
ン
ト
は
辞
書
を
使
わ
ず
と
も
「
推
測

（guessing

）」
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

の
た
め
、「
１
ペ
ー
ジ
の
中
に
知
ら
な
い
単
語

が
５
％
以
上
あ
る
も
の
」
は
避
け
る
よ
う
に
伝

え
た
。

　

ま
た
、
英
語
の
授
業
に
も
図
書
館
で
借
り
た

本
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に
指
導
し
、
各
授
業
の

最
後
５
分
間
は
英
語
の
本
を
読
む
時
間
と
し
た
。

こ
の
５
分
は
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
あ

わ
た
だ
し
い
毎
日
の
中
で
落
ち
着
い
て
本
と
向

き
合
う
時
間
に
も
な
り
、
自
ら
読
み
進
め
る
の

書
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
物
語
に
出
て
き
た
単

語
が
思
い
出
し
や
す
く
な
り
、
文
も
書
き
や

す
く
な
る
。
授
業
で
は
、
貸
出
用
に
一
つ
の

物
語
の
本
を
全
員
に
配
り
、
数
回
の
授
業
で

様
々
な
物
語
を
読
ま
せ
た
。
長
期
休
暇
用
に

は
、
レ
ベ
ル
２
の
６
つ
の
物
語
が
入
っ
て
い
る

本（C
ollection

）本
を
一
人
一
冊
ず
つ
配
っ
た
。

細
か
い
ル
ー
ル
は
設
定
せ
ず
、
読
み
終
わ
っ
た

ら
要
約
を
書
く
課
題
を
与
え
た
。

②
中
学
３
年
生
で
の
取
り
組
み（
授
業
担
当
者
：

植
田
）

　

２
０
１
８
年
度
の
中
学
３
年
生
で
は
、
多
読

を
始
め
る
に
し
て
も
「
こ
れ
ま
で
に
図
書
館
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
生
徒
も
多
く

見
ら
れ
た
た
め
、
ま
ず
は
初
回
の
授
業
で
図
書

館
に
連
れ
て
行
き
、
好
き
な
英
語
の
本
を
選
ん

で
読
む
時
間
を
と
っ
た
。
彼
ら
が
そ
れ
ま
で
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
「
英
語
の
本
」
と
は
全
く
ち

が
う
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
や
そ
の
他
の
映
画
化

さ
れ
て
い
る
物
語
が
、
絵
本
の
よ
う
に
読
め
る

こ
と
を
知
り
、
初
回
の
授
業
で
は
、
予
想
以
上

に
興
味
を
持
っ
て
本
を
選
ん
で
い
た
。

　
「R

eading C
ard

」
を
配
布
し
、
①
本
の
タ

イ
ト
ル
、
②
一
週
間
に
読
み
進
め
た
ペ
ー
ジ
数
、

③
あ
ら
す
じ
と
コ
メ
ン
ト
を
書
か
せ
る
よ
う
に

ベ
ル
１
〜
７
が
あ
り
、
共
通
の
登
場
人
物
が
い

る
の
で
、
人
間
関
係
を
知
る
こ
と
に
も
面
白
さ

が
あ
る
。

　

授
業
で
は
、
ま
ず
レ
ベ
ル
１
を
２
〜
３
人
組

で
音
読
を
さ
せ
た
。
英
語
に
自
信
が
な
い
生
徒

も
楽
し
そ
う
に
友
達
と
音
読
し
て
い
た
。
読
み

終
え
た
ら
、
物
語
の
出
来
事
を
10
個
の
英
文
で中学２年生の授業の様子資料：授業で使用したReading Card
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ま
れ
る
）。
学
内
外
問
わ
ず
、
学
生
た
ち
が
主

体
的
に
学
習
す
る
空
間
と
時
間
の
確
保
も
大
事

で
あ
る
。
次
に
学
習
空
間
に
つ
い
て
本
学
で
の

施
設
（
＝
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
し
て
み
た
い
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
紹
介

　

本
学
で
は
学
習
空
間
と
し
て
図
書
館
は
も
と

よ
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
各
学
部
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
な

ど
多
く
用
意
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
大
人

数
を
収
容
で
き
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」

を
今
出
川
校
地
で
は
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
、
京

田
辺
校
地
で
は
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
開
室
し
た
。

本
学
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
特
徴
は
学
習

者
の
能
動
的
な
学
び（
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
）

を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の

協
同
学
習
お
よ
び
個
人
学
習
が
可
能
な
什
器
と

空
間
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
あ
る
（
同
志
社
大

学
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
：

http://ryoshinkan-lc.doshisha.ac.jp/

）。

　

学
生
は
授
業
外
の
学
習
を
お
こ
な
う
場
所
と

し
て
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
利
用
す
る
。

学
習
者
同
士
の
学
び
を
可
視
化
さ
せ
る
こ
と
を

念
頭
に
壁
を
取
り
払
っ
た
空
間
設
計
を
お
こ
な

っ
た
（
図
参
照
：
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
）。
当
施
設

「
聴
く
」、「
書
く
」、「
話
す
」
と
い
っ
た
力
が

総
合
的
に
必
要
と
な
る
。

　

大
学
生
が
自
主
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
培
っ

て
い
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
な
か
な
か
そ
う
も

い
か
な
い
。
中
に
は
高
校
ま
で
の
学
習
と
の
違

い
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
学
生
も
い
る
。
す
で

に
大
学
で
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
大
学
教
育
研

究
者
ら
に
よ
っ
て
多
く
の
実
践
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
大
学
で
の
学
習
方
法
論
は
確
立
さ

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
学
入
学
後
に
実
施
さ

れ
る
入
門
科
目
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
入

門
科
目
で
は
、
所
属
学
部
（
学
科
）
で
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
く
の
か
、
ど
の

よ
う
な
力
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
を
講
師
や
文

献
（
教
科
書
）
か
ら
知
り
、
実
際
に
課
題
に
取

り
組
み
、
実
演
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
取
組

（
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
本
学
の
各
学

部
も
独
自
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
読
む
」、「
聴

く
」、「
書
く
」、「
話
す
」
と
い
っ
た
力
が
今
後

の
学
習
の
場
面
で
必
要
と
さ
れ
、
総
合
的
に
駆

使
さ
れ
な
い
限
り
単
位
修
得
で
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
講
義
時
間
内
（
た
と
え
ば
90
分

×
15
回
）
で
す
べ
て
の
力
を
修
得
す
る
の
は
難

し
い
。
授
業
時
間
外
で
学
習
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
こ
こ
に
は
当
然
、
予
習
も
復
習
も
含

の
「
読
書
離
れ
」
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
で
何
が
問
題
な
の
か
、
感
覚
的
に
反
応
す
る

の
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
学
習

　

さ
て
、
読
書
習
慣
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
大

学
で
の
学
習
生
活
で
は
読
む
力
が
必
須
と
な
る
。

所
属
学
部
（
学
科
）
を
卒
業
す
る
た
め
に
は
学

部
（
学
科
）
が
設
置
し
た
多
く
の
専
門
科
目
を

修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
学
部
に
は
卒

業
の
た
め
の
学
位
授
与
の
方
針（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
科
目
の

果
た
す
役
割
や
ウ
ェ
イ
ト
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

各
科
目
に
は
シ
ラ
バ
ス
（
講
義
概
要
）
が
存
在

し
、
そ
の
科
目
の
到
達
目
標
、
各
回
の
授
業
内

容
、
参
考
図
書
や
文
献
、
成
績
（
単
位
認
定
）

基
準
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

履
修
科
目
を
学
生
が
修
得
す
る
た
め
に
は
当
然
、

多
く
の
文
献
を
読
む
必
要
が
出
て
く
る
。
も
ち

ろ
ん
、
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
講
義
に
よ
っ
て

理
解
し
た
こ
と
を
要
約
し
、
さ
ら
に
は
自
分
の

主
張
を
書
い
た
り
、
人
前
で
報
告
し
た
り
す
る

こ
と
も
要
求
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、ど
の
学
部（
学

科
）
に
お
い
て
も
大
学
で
の
学
習
に
は
「
読
む
」、

影
響
に
よ
る
も
の
か
と
全
国
大
学
生
活
協
同
組

合
連
合
会
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
分
析
し
て
み
た

が
、
ス
マ
ホ
使
用
時
間
と
読
書
時
間
に
関
係
は

な
い
。

　

む
し
ろ
こ
の
５
年
の
間
に
読
書
を
し
な
い
学

生
が
全
体
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
高

校
ま
で
に
読
書
習
慣
の
な
い
学
生
が
大
学
に
入

学
し
、
大
学
生
に
な
っ
て
も
読
書
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
学
生
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
新
た
に
読

書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
の
大
学
生
に
読
書
習
慣

が
な
く
て
も
真
面
目
に
授
業
の
あ
る
日
は
大
学

に
行
き
、
授
業
に
出
席
し
、
成
績
（
単
位
）
を

気
に
し
つ
つ
、
交
友
関
係
を
大
事
に
、
そ
し
て

課
外
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。
読
書
以
外
の

項
目
の
回
答
結
果
を
み
れ
ば
、
多
忙
な
が
ら
も

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
大
学
生

年
か
ら
２
０
１
７
年
（
５
年
分
）
の
デ
ー
タ
を

借
り
て
日
本
の
大
学
生
の
読
書
時
間
を
調
べ
た

（「
学
生
生
活
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
は
以
下
を

参
照
の
こ
と　

http://w
w
w
.univcoop.or.jp/

press/life/report.htm
l

）。

　

５
年
の
間
に
大
学
生
が
１
日
に
読
書
を
す
る

平
均
時
間
が
26
・
９
分
（
２
０
１
３
年
）

↓
31
・
７
分
（
２
０
１
４
年
）
↓
28
・
８
分
（
２

０
１
５
年
）
↓
24
・
４
分
（
２
０
１
６
年
）

↓
23
・
６
分
（
２
０
１
７
年
）
と
下
が
っ
た
。

そ
の
要
因
は
１
日
に「
読
書
を
し
な
い（
０
分
）

学
生
」
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
に
あ
る
。
読
書

を
し
な
い
学
生
の
割
合
は
40
・
９
％
（
２
０
１

３
年
）
↓
41
・
７
％
（
２
０
１
４
年
）
↓
45
・

６
％
（
２
０
１
５
年
）
↓
49
・
８
％
（
２
０
１

６
年
）
↓
53
・
９
％
（
２
０
１
７
年
）
と
増
え
、

今
や
半
数
の
大
学
生
は
１
日
に
本
を
読
ん
で
い

な
い
（
読
書
習
慣
が
な
い
）
こ
と
を
示
す
。
読

ま
な
い
の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の

は
じ
め
に

　

大
学
生
の
読
書
離
れ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

最
新
の
大
学
生
の
読
書
時
間
の
調
査
結
果
を
紹

介
し
、
読
書
習
慣
の
な
い
大
学
生
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
高
校
ま
で
の
読

書
習
慣
が
な
い
学
生
も
大
学
で
の
学
習
で
必
然

的
に
読
む
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
卒
業
は
で
き
な

い
。
こ
こ
で
は
大
学
学
習
法
に
関
し
て
、
各
学

部
の
初
年
次
教
育
科
目
だ
け
で
な
く
、
授
業
外

学
習
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
同
志
社
大
学

の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
学
習
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
大
学
生
の
「
読
む
」、「
聴
く
」、「
書

く
」、「
話
す
」
と
い
っ
た
力
の
育
成
支
援
を
授

業
外
の
立
場
か
ら
用
意
し
て
い
る
。

大
学
生
の
読
書
時
間
の
分
析
か
ら

　

全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が
実
施
し

て
い
る
「
学
生
生
活
実
態
調
査
」
の
２
０
１
３

「
大
学
で
の
読
む
力
の
必
要
性
と
そ
の
支
援
体
制
」

大
学
学
習
支
援
・
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

濱は
ま

嶋じ
ま

幸こ
う

司じ 
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

ら
学
生
が
修
得
す
べ
き
力
の
支
援
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
講

　

も
う
ひ
と
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ

ル
セ
ミ
ナ
ー
（
今
出
川
）
お
よ
び
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
京
田
辺
）

の
開
講
（
企
画
と
担
当
講
師
）
が
あ
る
（
図
参

照
：
告
知
ポ
ス
タ
ー
）。
こ
れ
ら
は
対
面
で
は

な
く
、
参
加
を
希
望
し
た
受
講
者
に
講
義
形
式

お
よ
び
設
定
し
た
課
題
を
ワ
ー
ク
と
し
て
時
間

内
に
実
施
、解
説
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（
今

出
川
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
が
開
室
し
た
２

０
１
３
年
度
よ
り
開
催
し
て
い
る
）。
学
習
相

談
に
行
く
こ
と
に
は
心
理
的
な
抵
抗
が
あ
る
が

学
習
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
修
得
し
た
い
学
生
に

向
け
た
講
座
を
用
意
す
る
。

　

２
０
１
８
年
度
春
学
期
は
今
出
川
で
は
90
分

と
30
分
の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
全
13
メ

ニ
ュ
ー
で
36
回
、
京
田
辺
で
は
30
分
の
み
で
全

６
メ
ニ
ュ
ー
で
17
回
開
催
し
た
。
両
校
地
と
も

開
催
前
に
告
知
を
お
こ
な
っ
た
。
今
出
川
で
の

希
望
者
は
専
用
サ
イ
ト
で
希
望
セ
ミ
ナ
ー
を
予

援
者
が
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
は
控
え
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
に
悩
ん
で
い

る
学
生
が
い
た
ら
、
課
題
の
概
要
や
本
人
が
書

き
た
い
こ
と
を
聴
き
取
り
、
テ
ー
マ
設
定
に
必

要
な
文
献
を
検
索
す
る
こ
と
を
促
す
。
実
際
に

検
索
さ
れ
た
文
献
が
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

れ
ば
、
自
分
で
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
現
物

に
目
を
通
す
こ
と
を
勧
め
る
。
調
べ
方
が
わ
か

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
支
援
者
が
知
っ
て
い
る

情
報
検
索
ツ
ー
ル
の
実
演
を
し
た
り
、
図
書
館

に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
職
員
が
居
る
の
で
直
接
問

い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
を
勧
め
た
り
す
る
。
支

援
者
は
相
談
者
に
対
し
、
レ
ポ
ー
ト
は
自
分
の

思
い
を
書
き
連
ね
る
の
で
は
な
く
、
関
連
す
る

文
献
を
読
み
込
み
、
内
容
を
整
理
し
た
う
え
で

要
点
を
絞
っ
て
自
分
の
主
張
を
説
得
的
に
述
べ

る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
す

る
に
あ
た
っ
て
は
「
読
む
」、「
理
解
す
る
」、「
書

く
」（
さ
ら
に
も
っ
と
多
く
の
力
が
必
要
と
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
が
連
動
す
る
。
学
習
相

談
の
場
に
お
い
て
支
援
者
は
対
面
を
通
じ
て
相

談
者
の
固
有
の
問
い
に
向
き
合
い
、
問
い
が
何

で
あ
る
か
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
相
談
者

は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
授
業
外
の
立
場
か

員
が
勤
務
し
て
い
る
。
ま
た
両
校
地
に
は
受
付

ス
タ
ッ
フ
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
（
紺
ジ
ャ
ン
）
の

ほ
か
に
、
学
習
支
援
を
専
属
に
お
こ
な
う
教
員

と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
筆
者
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
）、
そ
の
サ
ポ
ー

ト
役
を
担
う
大
学
院
生
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
Ｌ
Ａ
）
も
常
駐
し
て
い
る
。
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
Ｌ
Ａ
は
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
（
写
真
参
照
）

に
常
駐
し
、
学
生
か
ら
の
学
習
相
談
対
応
を
お

こ
な
っ
て
い
る
（
２
０
１
８
年
度
春
学
期
は
平

日
﹇
今
出
川
は
10
―
19
時
、
京
田
辺
は
10
―
18

時
﹈
に
予
約
な
し
で
受
け
付
け
た
）。

　

学
習
相
談
と
は
学
習
に
関
す
る
困
っ
た
こ
と

（
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
能
）
を
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
Ｌ
Ａ
と
が
チ

ー
ム
（
支
援
者
）
と
な
っ
て
寄
り
添
い
、
よ
り

よ
い
解
決
法
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ

と
で
あ
る
。
相
談
者
自
身
に
何
に
困
っ
て
い
る

の
か
を
話
し
て
も
ら
い
（
支
援
者
は
聴
く
）、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
解
答

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
解
答
を
導
く
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
ひ
と
つ
で
は
な
く
複
数
の
や
り
方

（
選
択
肢
）を
提
供
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

学
習
す
る
の
は
相
談
者
本
人
で
あ
る
た
め
、
支

で
き
れ
ば
、
持
込
・
貸
出
Ｐ
Ｃ
や
別
端
末
を
使

用
し
て
の
電
子
化
し
た
書
籍
・
論
文
フ
ァ
イ
ル

な
ど
を
み
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

両
校
地
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
は
開
室
以

降
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
習
を
し
て
い
る
学
生
た

ち
で
終
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
は
物
理
的
な
学
習

空
間
施
設
だ
け
で
は
な
い
。
施
設
内
に
は
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
。
今
出
川
校
地
に
は

留
学
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
専
従
、
学
外
の
印
刷
会
社
（
プ

リ
ン
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
っ
た
各
専
門
職

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
知
的
欲
望
開
発
空
間
」
で
、

学
習
者
が
主
体
的
に
学
習
し
た
く
な
る
環
境
を

配
備
し
た
。
学
習
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
自

由
に
飲
食（
一
部
、食
不
可
の
エ
リ
ア
も
あ
る
）

し
な
が
ら
対
話
が
可
能
な
オ
ー
プ
ン
か
つ
公
共

空
間
と
し
て
現
在
も
運
営
し
て
い
る
（
一
部
は

利
用
に
際
し
、
予
約
が
必
要
な
エ
リ
ア
を
設
け

て
い
る
）。

　

文
献
を
読
み
、
参
照
し
な
が
ら
の
学
習
は
当

然
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
で
も
可
能
で
あ
る
。

今
出
川
校
地
で
は
図
書
館
と
独
立
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
る
が
、
京
田
辺
校
地
で
は
図
書
館
内

に
併
設
と
な
っ
て
い
る
。
両
校
地
の
図
書
館
等

で
借
り
た
書
籍
を
持
参
し
て
学
習
す
る
こ
と
も

図　同志社大学　ラーニング・コモンズ
フロアマップ　専用HP

（http://ryoshinkan-lc.doshisha.ac.jp/）より

写真：（左：今出川）ラーニング・コモンズ内アカデミックサポートエリア（右：京田辺）
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
運
営
状
況
を
掲
載

し
て
お
り
、
利
用
統
計
や
学
習
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

（http://clf.doshisha.ac.jp/clf_report/
latest.htm

l

）。

（
注  

１
）
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
は
本
学
の

学
習
支
援
・
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
が
運
営

し
て
い
る
（http://clf.doshisha.ac.jp

）。

セ
ン
タ
ー
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
Ｃ

Ｌ
Ｆ
レ
ポ
ー
ト
：
年
２
回
発
行
）
に
ラ
ー

（
学
習
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

が
あ
る
。「
読
む
」、「
聴
く
」、「
書
く
」、「
話
す
」

と
い
っ
た
力
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
を
全

学
的
に
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
読
書
習
慣
の
な
い
大

学
生
は
増
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
生
に

な
っ
て
本
に
親
し
む
時
間
を
多
く
費
や
し
、
読

書
習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
と
同
じ
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に

大
学
で
の
学
習
に
は
「
読
む
」、「
聴
く
」、「
書

く
」、「
話
す
」
と
い
っ
た
力
が
な
く
て
は
卒
業

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
学
習
の
習
慣
を
つ

け
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
力
が
身
に
つ

く
。
所
属
学
部
（
学
科
）
で
必
要
と
さ
れ
る
知

識
を
得
る
た
め
に
も
、
多
く
の
文
献
を
読
み
、

理
解
し
、
自
分
の
主
張
を
述
べ
て
い
く
力
が
養

成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

す
べ
て
の
学
生
に
対
し
て
、
大
学
に
あ
る
学

習
施
設
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
習
相
談
や
セ

ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
活
用
し
て
、

自
分
の
学
習
習
慣
を
確
立
し
、
有
意
義
な
大
学

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

は
大
学
の
学
習
法
に
必
須
と
さ
れ
る
基

礎
的
な
知
識
の
提
供
を
最
優
先
と
し
た
。

す
で
に
各
学
部
の
初
年
次
教
育
科
目
と

重
複
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

今
後
の
学
習
生
活
に
必
要
な
こ
と
は
用

意
す
べ
き
で
あ
る
と
学
習
支
援
・
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
間
で
取
り
決

め
た
。
必
要
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
正

課
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
提
供
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
は
初
年
次
だ
け

で
な
く
、
大
学
へ
の
適
応
が
進
ん
だ
２

年
次
以
降
の
学
び
直
し
、
も
し
く
は
復

習
を
促
す
機
能
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

レ
ポ
ー
ト
の
引
用
方
法
に
不
備
が
あ
っ

た
り
、
参
考
文
献
が
未
提
示
で
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
き
に
は
剽

窃
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
を
書

い
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
学
生

が
被
る
不
利
益
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
。

「
知
ら
な
か
っ
た
、わ
か
ら
な
か
っ
た
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
不
測
の
事
態
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
学
習
の
課
題
を
抱
え
る
学
生
が
利

用
で
き
る
場
所
と
し
て
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
内
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

約
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
、
京
田
辺
で
の
希
望

者
は
当
日
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
内
の
開
催

会
場
に
直
接
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
参
加

者
へ
は
両
校
地
と
も
に
学
習
支
援
・
教
育
開
発

セ
ン
タ
ー
（
注
１
）
が
用
意
し
た
「
受
講
証
明

書
」
を
発
行
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
商
学
部

の
初
年
次
学
生
対
象
の
導
入
科
目
お
よ
び
い
く

つ
か
の
科
目
で
は
「
受
講
証
明
書
」
と
参
加
時

の
内
容
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
れ

ば
、
授
業
成
績
に
加
点
さ
れ
る
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
。
授
業
外
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

で
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
正
課
科
目
と
連

携
さ
せ
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
そ
し
て
興
味
の

あ
る
学
生
に
受
講
し
て
も
ら
え
る
よ
う
全
学
部

に
働
き
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

主
な
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
と
、「
レ
ポ
ー
ト
の
構

成
法
」、「
引
用
の
方
法
」、「
プ
レ
ゼ
ン
の
構
成

法
」
な
ど
が
あ
る
。
今
回
の
特
集
で
あ
る
「
読

む
」
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
「
学
術
文
献
の
読

み
方
」や
文
献
の
探
し
方
に
力
点
を
置
い
た「
情

報
探
索
の
方
法
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
今
出

川
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
用
意
し
て
い
る
。
京

田
辺
で
も
検
討
中
で
あ
る
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
設
定
に
際
し
て

図　2018年度春学期告知ポスター
アカデミックスキルセミナー（左：今出川）

アカデミックスキル養成ワークショップ（右：京田辺）

同志社大学ラーニング・コモンズHP
（http://ryoshinkan-lc.doshisha.ac.jp）
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
世
界
」
構
築
の
道
具
と
し
て
の
読
書

　

さ
て
、
国
会
で
の
政
治
的
決
議
ま
で
に
至
っ

た
読
書
行
動
の
問
題
を
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
隆
盛

を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
こ
で
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。

そ
も
そ
も
読
書
は
、
外
部
「
世
界
」
を
理
解
・

構
築
す
る
た
め
の
重
要
な
道
具
と
し
て
一
般
的

に
称
揚
さ
れ
る
（
図
１
）。
学
校
社
会
に
お
い

て
も
語
彙
習
得
や
読
解
力
と
い
う
国
語
学
的
観

点
か
ら
も
同
様
に
読
書
は
推
奨
さ
れ
る
。
し
か

し
、
例
え
ば
、
伝
統
的
な
読
書
行
動
の
中
核
で

あ
る
小
説
は
必
ず
し
も
「
正
確
な
」
外
部
「
世

界
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

読
み
手
の
「
こ
こ
ろ
」
の
中
に
一
見
現
実
（
＝

真
実
の「
世
界
」）か
ら
乖
離
し
た「
虚
構
世
界
」

を
構
築
す
る
。
こ
の
構
築
体
験
は
、
現
実
体
験

と
同
様
に
わ
く
わ
く
し
た
感
情
な
ど
を
喚
起
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
・
変

容
に
よ
っ
て
活
字
だ
ら
け
の
小
説
以
外
に
も

「
虚
構
世
界
」
構
築
の
役
割
を
果
た
す
日
常
的

な
道
具
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
、
マ
ン

ガ
や
、
ア
ニ
メ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ア
ニ
メ
は

録
画
機
器
の
発
達
・
普
及
な
ど
に
よ
り「
世
界
」

構
築
の
た
め
の
有
用
な
メ
デ
ィ
ア
と
な
る
。
こ

れ
は
、
現
実
で
あ
れ
虚
構
で
あ
れ
「
世
界
」
を

構
築
す
る
た
め
の
道
具
の
種
類
が
拡
大
し
、
同

時
に
活
字
の
み
の
メ
デ
ィ
ア
（
例
え
ば
小
説
）

が
衰
退
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、「
読
書
離
れ
」現
象
と
は
要
は
文
字
・

活
字
を
中
心
と
し
た
出
版
物
か
ら
の
後
退
で
あ

り
、
先
述
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
隆
盛
は
活
字
自

体
が
嫌
悪
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
合
わ
せ

た
伝
達
の
仕
方
と
し
て
従
来
の
活
字
小
説
と
コ

ミ
ッ
ク
の
混
合
形
が
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。読

書
行
動
を
支
え
る
心
理
学
的
機
制

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
時
代
や
社
会
条
件
の

変
容
を
勘
案
す
る
こ
と
な
く
「
読
書
離
れ
」
に

対
し
て
単
純
に
反
応
す
る
こ
と
の
誤
謬
に
加
え
、

そ
も
そ
も
読
書
行
動
を
支
え
る
心
理
学
的
機
制

が
短
絡
的
に
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
筆
者
ら
は
い
く
つ
か
の

研
究
で
そ
の
よ
う
な
心
理
学
的
機
制
の
解
明
を

試
み
た
（
力
久
・
諸
井
、
２
０
１
１
／
力
久
・

諸
井
、
２
０
１
２
／
諸
井
、
２
０
１
７
）。

　

最
初
の
研
究
で
は
（
力
久
・
諸
井
、
２
０
１

１
）
で
は
、
女
子
大
学
生
（N

=334

）
を
対
象

と
し
て
書
籍
接
触
パ
タ
ー
ン
（
大
手
書
店
の
書

籍
分
類
な
ど
を
参
考
に
独
自
に
63
項
目
作
成
し

た
書
籍
に
対
す
る
過
去
６
ヵ
月
間
の
接
触
度
）

を
抽
出
し
、
帰
属
複
雑
性
（Fletcher et. al., 

1986

）
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。
帰
属
複
雑
性

と
は
、
出
来
事
の
原
因
を
「
単
純

－

複
雑
」
に

捉
え
る
か
に
関
す
る
個
人
差
で
あ
る
。
書
籍
接

触
に
関
す
る
主
成
分
分
析
に
よ
っ
て
７
主
成
分

が
得
ら
れ
、
２
次
主
成
分
分
析
に
よ
り
物
語
性

付
さ
れ
た
、
十
代
の
若
者
層
を
主
要
読
者
と
す

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
」
で
あ
る
。

こ
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
歴
史
は
’70
年
代
の
少

年
・
少
女
向
け
文
庫
の
創
刊（「
秋
元
文
庫
」、「
ソ

ノ
ラ
マ
文
庫
」「
コ
バ
ル
ト
文
庫
」
な
ど
）
に

始
ま
る
長
い
歴
史
を
も
つ
（
日
経
Ｂ
Ｐ
、
２
０

０
４
）。
一
柳
の
指
摘
を
詳
述
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
①
10
代
を
購
買

層
と
し
て
意
識
し
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
小
説
、
②
口
語
表
現
、
③
表
紙
や
挿
絵
な
ど

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
、
④
小
説
外
（
マ
ン
ガ
、
ア

ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
、
⑤

読
者
と
同
一
目
線
（
日
経
Ｂ
Ｐ
、
２
０
０
４
）。

つ
ま
り
、「
国
民
読
書
年
に
関
す
る
決
議
」
が

想
定
す
る
読
書
に
は
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
は
お
そ
ら
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
従
来
の
形

式
の
読
書
行
動
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
が
一

変
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、従
来
の
文
字
・

活
字
に
依
拠
し
た
読
書
の
「
衰
退
」
が
嘆
き
の

行
は
、
政
治
的
運
動
に
よ
っ
て
抑
止
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
多

様
化
の
観
点
か
ら
幅
広
く
捉
え
る
べ
き
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
も
そ
も
読
書
と
い
う
文
字
・
活

字
に
依
存
し
た
行
動
を
支
え
る
心
理
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
と
も
連
動
す
べ
き
で
あ
る
。

「
読
書
離
れ
」
論
を
嘲
笑
す
る

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
隆
盛

　

と
こ
ろ
で
、
ほ
ん
と
う
に
読
書
行
動
は
政
治

的
に
問
題
化
す
る
ほ
ど
衰
退
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
活
字
を
基
本
と

し
て
読
者
に
「
虚
構
世
界
」
を
提
供
す
る
小
説

な
ど
は
も
は
や
古
臭
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
書
店
で
も
大
き
な
一
角
を
専
有
し
、

出
版
業
界
の
い
わ
ば
ト
レ
ン
ド
に
も
な
っ
て
い

る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
注
目
し
て
見
よ
う
。
一
柳

（
２
０
０
９
）
に
よ
れ
ば
、 

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と

は
「
マ
ン
ガ
的
・
ア
ニ
メ
的
な
イ
ラ
ス
ト
が
添

読
書
行
動
の
現
況

　

最
近
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
（
毎
日
新
聞
社
、

２
０
１
５
／
’14
年
調
査
、
満
16
歳
以
上
）、
書

籍
を
「
読
む
」
者
の
割
合
は
５
割
代
に
過
ぎ
ず

（
52
％
／
男
性
53
％
、
女
性
50
％
）、
こ
こ
20
年

間
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。「
文
章
を
読

む
能
力
が
あ
る
の
に
本
を
読
ま
な
い
」「
不
読

者
」
の
存
在
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
（
塚
田
、
２
０
１
４
）。
出
版
業

界
の
状
況
を
見
て
も
（
全
国
出
版
協
会
・
出
版

科
学
研
究
所
、
２
０
１
１
）、
推
定
販
売
金
額

や
部
数
と
も
に
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
「
読
書
離
れ
」

現
象
に
対
応
し
て
、
’08
年
に
は
衆
議
院
・
参
議

院
に
お
い
て
全
会
一
致
で
「
国
民
読
書
年
に
関

す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た
（http://www.

m
ojikatsuji.or.jp/link_5dokushonen2010.
htm
l

）。
し
か
し
な
が
ら
、「
読
書
離
れ
」
の
進

「
衰
退
」
す
る
読
書
行
動
か
ら
虚
構
世
界
の
拡
大
へ

女
子
大
学
生
活
科
学
部
特
任
教
授　

諸も
ろ

井い

克か
つ

英ひ
で 

図1　「世界」構築の構図

対人的相互作用、メディア（含 読書行動）

外部「世界」

認知者

相互作用

必ずしも一致しない

「こころ」（脳）の中に
構築された「世界」
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

読
書
世
論
調
査
―
第
68
回
読
書
世
論
調
査
／

第
60
回
学
校
読
書
調
査
―
』　

毎
日
新
聞
社

諸
井
克
英　

２
０
１
７　

女
子
大
学
生
に
お
け

る
日
常
的
思
考
ス
タ
イ
ル
が
読
書
動
機
に
お

よ
ぼ
す
影
響　

読
書
科
学
、
59（
1
）、
1

－

11
．

日
経
Ｂ
Ｐ
ム
ッ
ク　

２
０
０
４　
『
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
完
全
読
本
』　

日
経
Ｂ
Ｐ

力
久
由
香
里
・
諸
井
克
英　

２
０
１
１　

読
書

行
動
を
支
え
る
認
知
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
帰
属

複
雑
性
の
役
割
―　

生
活
科
学
（
同
志
社
女

子
大
学
）、
45
、
37

－

43
．

力
久
由
香
里
・
諸
井
克
英　

２
０
１
２　

読
書

行
動
を
支
え
る
認
知
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ⅱ
）

―
読
書
行
動
に
関
す
る
尺
度
の
検
討
―　

生

活
科
学
（
同
志
社
女
子
大
学
）、
46
、
29

－

35
．

高
橋
源
一
郎
・SEA

LD
s　

２
０
１
５　
『
民

主
主
義
っ
て
な
ん
だ
？
』　

河
出
書
房
新
社

塚
田
泰
彦　

２
０
１
４　
『
読
む
技
術
―
成
熟

し
た
読
書
人
を
目
指
し
て
―
』　

創
元
社

宇
野
常
寛　

２
０
０
８　
『
ゼ
ロ
年
代
の
想
像

力
』　

早
川
書
房

Zechm
eister, E

.B
., &
 Johnson, J.E

. 
1992 C

ritical thinking: A
 functional 

べ
た
よ
う
な
自
己
愛
傾
向
の
誇
大
化
に
伴
う
政

治
的
無
関
心
と
い
う
若
者
へ
の
烙
印
を
否
定
し

て
見
せ
た
。
こ
の
謂
わ
ばSEA
LD
s

現
象
は
、

大
人
た
ち
に
よ
る
若
者
の
「
読
書
離
れ
」
と
い

う
烙
印
と
相
同
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
知
的
探

索
志
向
性
は
大
人
た
ち
が
予
期
せ
ぬ
仕
方
で
発

揮
・
充
足
さ
れ
る
の
だ
。

〔
引
用
文
献
〕

Fletcher, G
.J.O
., D
anilovics, P., Fernandez, 

G
., P
eterson, D

., &
 R
eeder, G

.D
. 

1986 A
ttributional C

om
plexity : A

n 
in
dividu

al differen
ces m

easu
re. 

Joum
al of P

ersonality and Social 
Psychology, 51, 875-884.

エ
ブ
ラ
ー
ル
、
Ｊ　

１
９
９
２
〈
１
９
８
５
〉　

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
・
ジ
ャ
ム
レ
＝
デ
ュ
ヴ
ァ
ル

は
い
か
に
し
て
読
む
こ
と
を
学
ん
だ
か
―
独

学
の
模
範
例
―　

水
林
章
・
泉
利
明
・
露
崎

俊
和
訳 

シ
ャ
ル
チ
ェ
、
Ｒ
．
編
『
書
物
か

ら
読
書
へ
』
み
す
ず
書
房
、
29

－

83
頁

一
柳
廣
孝　

２
０
０
９　

は
じ
め
に　

一
柳
廣

孝
・
久
米
依
子
（
編
） 『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研

究
序
説
』　

青
弓
社　

13

－

15
頁

毎
日
新
聞
社　

２
０
１
５　
『
２
０
１
５
年
版

や
社
会
条
件
の
進
展
に
伴
い
コ
ミ
ッ
ク
や
ア
ニ

メ
世
界
へ
の
接
触
を
活
性
化
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
コ
ミ
ッ
ク
、
あ

る
い
は
ア
ニ
メ
が
構
築
す
る
虚
構
世
界
は
、
現

実
社
会
の
変
容
と
連
動
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

今
世
紀
初
め
頃
に
わ
が
国
に
現
れ
た
「
セ
カ
イ

系
」
概
念
に
基
づ
く
作
品
群
は
、
’90
年
代
の
わ

が
国
の
「
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
」
と
世
界
的
な

「
冷
戦
の
終
結
」
に
よ
り
、
我
々
が
「
自
由
だ

が
冷
た
い
（
わ
か
り
に
く
い
）
社
会
に
直
面
す

る
」（
宇
野
、２
０
０
８
）
こ
と
の
所
産
で
あ
る
。

①
「
モ
ノ
は
あ
っ
て
も
物
語
の
な
い
世
界
、
つ

ま
ら
な
い
」
と
い
う
絶
望
や
、
②
「
引
き
こ
も

り
／
心
理
主
義
」
的
傾
向
（
＝
自
己
愛
化
）
に

特
徴
づ
け
ら
れ
る
社
会
の
変
容
に
連
動
し
た

「
セ
カ
イ
系
」と
呼
ば
れ
る
作
品
群
が
創
造
さ
れ
、

伝
統
的
形
式
の
観
点
か
ら
は
「
不
読
者
」
に
含

ま
れ
る
者
も
、
お
そ
ら
く
知
的
探
索
志
向
性
を

充
足
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
受
容
す

る
の
だ
。

  

数
年
前
の
夏
に
あ
の
政
治
的
「
喧
噪
」
を
領

導
し
たSEA
LD
s

は
、T

w
itter

やLIN
E

な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、
若
者
の
間
に
存
在

す
る
紐
帯
と
発
信
力
を
誇
示
し
た
（
高
橋
・

SEA
LD
s

、
２
０
１
５
）。
つ
ま
り
、
先
に
述

読
書
行
動
が
あ
く
ま
で
知
的
高
揚
の
手
段
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
時
間
的
消
費
に
過
ぎ
な

い
行
動
を
回
避
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
知
的
成
長
動
機
と
消
費
動
機
に
正

の
影
響
経
路
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
知
的
高

揚
に
つ
な
が
る
時
間
消
費
は
許
容
さ
れ
る
と
い

え
る
。
エ
ブ
ラ
ー
ル
（
１
９
９
２
）
に
よ
れ
ば
、

｢

一
連
の
仮
説
や
さ
ま
ざ
ま
な
予
測
を
作
り
直

す
こ
と
」
や
「
テ
ク
ス
ト
の
配
置
さ
れ
た
信
号

の
解
釈
を
試
み
る
こ
と
」
が
と
り
わ
け
難
解
テ

ク
ス
ト
の
読
解
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
読
書
を
介
し
た
知
的
成
長
動
機
の
背
景
に

は
批
判
的
思
考
や
帰
属
複
雑
性
が
存
在
す
る
は

ず
で
あ
る
（
仮
説
１
）。
し
た
が
っ
て
、
本
研

究
で
は
予
測
し
な
か
っ
た
批
判
的
思
考
と
消
費

動
機
と
の
関
連
を
支
え
る
心
理
的
機
制
に
つ
い

て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

│
時
代
を
嗅
ぎ
取
る
読
書
行
動
へ
│

　

読
書
行
動
は
、
知
的
探
索
志
向
性
の
反
映
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
志
向
性
は
従
来
の

文
字
・
活
字
に
依
拠
し
た
読
書
の
み
を
必
ず
し

も
惹
起
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
近
年
の
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
の
隆
盛
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
代

っ
く
り
考
え
よ
う
と
す
る
態
度
、
②
論
理
的
な

探
究
法
や
推
論
の
方
法
に
関
す
る
知
識
、
③
先

の
②
の
方
法
を
適
用
す
る
技
術
、
と
い
う
主
要

３
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
帰
属
複
雑
性
概
念

は
出
来
事
の
原
因
帰
属
の
仕
方
に
注
目
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
批
判
的
思
考
性
概
念
は
思
考

過
程
を
よ
り
一
般
的
に
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
研
究
で
は
、
新
奇
な
感
覚
・
経
験
を
求
め

て
読
書
行
動
へ
と
動
機
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
を

考
え
、
新
奇
な
感
覚
・
経
験
を
求
め
、
社
会

的
・
身
体
的
リ
ス
ク
を
厭
わ
な
い
個
人
的
傾
性

で
あ
る
刺
激
希
求
性
（Zuckerm

an et. al., 
1978

）
も
測
定
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
女
子
大

学
生
（N

=351

）
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
実

施
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
共
分
散
構
造
分
析
の
結
果
を
概

説
し
よ
う
（
諸
井
、
２
０
１
７ 

図
１
参
照
）。

仮
説
1
を
支
持
す
る
有
意
な
影
響
経
路
が
得
ら

れ
た
が（｛
批
判
的
思
考
｝⇒

｛
知
的
成
長
動
機
｝、

｛
帰
属
複
雑
性
｝⇒
｛
知
的
成
長
動
機
｝）、
予

測
し
な
か
っ
た
結
果
も
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

批
判
的
思
考
の
高
ま
り
は
、
読
書
自
体
を
目
的

と
す
る
読
書
行
動
を
抑
制
す
る
（｛
批
判
的
思

考
｝⇒

｛
消
費
動
機
｝）。
日
常
生
活
の
中
で
深

い
認
知
的
処
理
志
向
性
が
培
わ
れ
て
い
る
者
は
、

の
あ
る
書
籍（「
一
般
マ
ン
ガ
・
コ
ミ
ッ
ク
」、「
特

殊
マ
ン
ガ
・
コ
ミ
ッ
ク
」、「
小
説
」、「
情
報
誌
」、

「
人
文
書
」）
と
実
生
活
で
直
接
役
立
つ
書
籍

（「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、「
実
用
書
」）
の
２
次
主
成

分
が
抽
出
さ
れ
た
。
続
い
て
行
っ
た
共
分
散
構

造
分
析
に
よ
っ
て
回
答
者
の
帰
属
複
雑
性
に
お

け
る
個
人
差
が
書
籍
接
触
パ
タ
ー
ン
に
影
響
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
力
久
・
諸
井
、

２
０
１
１
／Fig.1

参
照
）。
つ
ま
り
、
出
来
事

の
原
因
を
日
常
的
に
複
雑
に
捉
え
る
傾
向
が
あ

る
者
は
物
語
性
の
あ
る
書
籍
や
実
生
活
で
役
立

つ
書
籍
に
か
か
わ
ら
ず
接
触
へ
の
動
機
づ
け
が

高
か
っ
た
。

　

続
い
て
、
最
近
の
研
究
（
諸
井
、
２
０
１

７
）
で
は
日
常
的
思
考
ス
タ
イ
ル
（
帰
属
複
雑

性
と
批
判
的
思
考
）
と
読
書
動
機
の
関
連
を

検
討
し
た
（
仮
説
１ 

「
日
常
生
活
で
の
活
発
な

思
考
処
理
（
帰
属
複
雑
性
や
批
判
的
思
考
）

は
、
読
書
に
関
す
る
知
的
成
長
動
機
を
促
進
す

る
だ
ろ
う
。」）。
そ
の
際
、
刺
激
希
求
性
の
影

響
も
併
せ
て
調
べ
た
（
仮
説
２ 

「
日
常
生
活
で

の
刺
激
希
求
性
は
、
読
書
に
関
す
る
消
費
動

機
を
促
進
す
る
だ
ろ
う
。」）。
批
判
的
思
考
は
、

Zechm
eister &

 Johnson

（1992

）
に
よ
れ

ば
、
①
問
題
に
対
し
て
注
意
深
く
観
察
し
、
じ
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Publishing Inc.　

宮
元
博
章
・
道
田
泰

司
・
谷
口
高
士
・
菊
池 

聡
訳
『
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ 

入
門
篇
』、
１
９
９
６
、

北
大
路
書
房

全
国
出
版
協
会
・
出
版
科
学
研
究
所　

２
０
１

１　
『
２
０
１
１
年
版
出
版
指
標
年
報
』　

社

団
法
人
全
国
出
版
協
会
・
出
版
科
学
研
究
所

Z
u
ck
erm

an
, M

., E
y
sen
ck
, S
., &

 
E
y
sen
ck
, H
.J. 1978 S

en
sation 

seeking in E
ngland and A

m
erica: 

C
ro
ss-cu

ltu
ral, ag

e, an
d
 sex 

com
parisons. Journal of C

onsulting 
and C

linical Psychology, 46(1), 139-
149.

２
．
読
書
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　

読
書
を
推
進
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
も

「
道
草
教
育
」の
考
え
方
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
仕

掛
け
、
本
を
読
む
こ
と
で
新
た
な
知
識
を
得
る

こ
と
、
心
を
動
か
さ
れ
る
瞬
間
を
味
わ
う
こ
と

に
主
眼
を
置
い
て
、「W

e Love Books

」
や

「Book R
eading C

ircle

」
な
ど
の
活
動
や

読
書
週
間
、
読
書
タ
イ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「W

e Love Books

」
と
は
、
毎
月
決
め
ら

れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
教
職
員
が
本
を
紹
介
す

る
取
り
組
み
で
す
。
例
え
ば
10
月
の
テ
ー
マ
は

「
ス
ポ
ー
ツ
」
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ち
な
ん
だ
本

を
紹
介
し
た
り
、
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
身
を
乗
り
出
し
て
話
を
聞

き
、
活
動
が
終
わ
る
と
わ
れ
先
に
と
、
本
の
貸

し
出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
び
ま
す
。
毎
月
テ
ー

マ
が
変
わ
る
こ
と
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
に

　

同
志
社
小
学
校
で
も
、
開
校
以
来
、
教
師
が

面
白
い
授
業
を
考
え
て
、
教
師
主
導
で
授
業
を

展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
今
ま

で
に
学
習
し
た
こ
と
や
日
常
生
活
の
中
で
経
験

し
た
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

授
業
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
、「
何
を
学
ん
だ
か
」

だ
け
で
な
く
、「
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
」
を

大
切
に
し
、
さ
ら
に
「
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
」

と
感
じ
る
よ
う
な
授
業
の
展
開
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
「
道
草
教
育
」
と
呼

び
、
学
び
の
過
程
や
学
習
の
中
で
積
み
上
げ
て

き
た
価
値
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
道
草
教
育

の
考
え
方
は
授
業
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
学
校
生
活
の
中
で
も
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
や

活
字
に
親
し
む
こ
と
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
校
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
同
志
社
小
学
校
の
道
草
教
育

　

子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
・
能

力
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、

解
き
方
が
あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ
た
問
題
を
正
確

に
効
率
的
に
解
く
力
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
の
社
会
の
加
速
度
的
変
化
の
中
で
生

き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ

た
知
識
を
礎
と
し
て
、
主
体
的
に
情
報
を
取
捨

選
択
し
、
自
ら
問
い
を
立
て
て
そ
の
解
決
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
改
定
さ
れ
た
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成

29
年
告
示
）
の
総
則
に
お
い
て
も
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
」
が
あ
げ
ら
れ
、
身
に
つ
け
た
知
識
及
び
技

能
を
活
用
し
た
り
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
や
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
を
発
揮
さ

せ
た
り
し
て
学
習
の
対
象
と
な
る
物
事
を
捉
え

る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
志
社
小
学
校
の
道
草
教
育
を
も
と
に
し
た
取
り
組
み

小
学
校
教
諭　

髙た
か

松ま
つ

真し
ん

也や
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出
会
う
こ
と
が
で
き
、
今

ま
で
興
味
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
本
を
手
に
取
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
「B

o
o
k
 R
ead

in
g 

C
ircle

」
で
は
、
主
に
英

語
の
本
を
中
心
に
、
ア
ニ

メ
や
短
い
物
語
を
読
み
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
興
味
を
持
っ
た
本
を
自

由
に
手
に
取
り
、
音
読
し

て
い
き
ま
す
。
中
に
は
、

今
ま
で
に
母
国
語
で
読
ん

だ
こ
と
の
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ

ー
作
品
や
昔
話
な
ど
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
本
も

多
く
あ
り
ま
す
。
読
ん
で

い
て
興
味
を
持
て
な
か
っ

た
り
他
の
本
を
読
み
た
い

と
思
っ
た
り
し
た
時
に
は
、

途
中
で
本
を
交
換
し
て
新

た
に
読
み
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、iPod

を
使
っ
て
、
耳
か
ら
も
情

報
を
得
ら
れ
る
の
で
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
く
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
１

冊
の
英
語
の
本
を
読
み
終
え
た
と
き
に
は
、
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
１
回
の
読
書
週
間
に
は
、
高
学
年
の
児
童

の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
図
書
委
員
や
教
員
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。
読
書
週
間
の
休

み
時
間
を
使
っ
て
行
う
た
め
、
普
段
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
出
て
遊
ん
だ
り
教
室
等
で
友
達
と
話
を
し

We Love Booksの取り組みの様子

Book Reading Circleの取り組みの様子

読書週間の取り組みの様子

を
作
っ
た
り
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
小
学
校
と
い
う
発
達
段
階
を
考
慮
し
、
え

ん
ぴ
つ
や
ペ
ン
を
使
う
良
さ
に
触
れ
、
文
字
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
際
、
も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
辞
書
を
使
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
を
手

に
取
り
、
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
調
べ
ま
す
。

す
る
と
、
調
べ
た
い
情
報
だ
け
で
な
く
、
他
に

も
知
ら
な
か
っ
た
様
々
な
情
報
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
学
級
で
は
「
漢
字
先
生
」
と
い
う
学
習
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
漢
字
先
生
と
は
、
ペ

ア
で
二
つ
の
新
出
漢
字
を
一
つ
ず
つ
分
担
し
て

調
べ
、
翌
日
そ
れ
を
お
互
い
に
教
え
合
う
と
い

う
活
動
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
友
達
に
し
っ
か

り
と
責
任
を
持
っ
て
教
え
よ
う
と
、
辞
書
を
使

っ
て
漢
字
の
成
り
立
ち
や
意
味
、
様
々
な
熟
語

な
ど
を
熱
心
に
調
べ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
新
た
な
発
見
を
す
る
喜

び
と
、
友
達
に
そ
れ
が
伝
わ
り
理
解
し
て
も
ら

え
る
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
書
く
」
学
習
だ
け
で
な
く
、「
話
す
・

聞
く
」
学
習
に
お
い
て
も
、
言
葉
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
授
業
の
場
面
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス

ま
す
し
、
私
た
ち
も
そ
う
い
っ
た
姿
を
望
ん
で

い
ま
す
。

３
．
言
葉
や
文
字
を
大
切
に
し
た

　
　

取
り
組
み

　

学
級
で
の
指
導
の
中
で
、
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
の
一
つ
に
「
字
を
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
、

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ー
キ
ャ
ン
の
２
０
１
８
年
度
上
半
期
人
気
講

座
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
資
格
が
取
れ
る
講
座
に

人
気
が
集
ま
る
中
、「
実
用
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
」

が
５
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
ほ
ど
、
誰
し

も
き
れ
い
で
整
っ
た
字
を
書
く
こ
と
に
は
あ
こ

が
れ
を
持
つ
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
面

倒
で
あ
る
、
早
く
遊
び
た
い
な
ど
の
理
由
で
、

字
を
雑
に
書
く
様
子
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す

が
、
落
ち
着
い
て
て
い
ね
い
に
書
く
経
験
を
重

ね
る
こ
と
で
、
そ
の
心
地
よ
さ
を
体
感
し
、
次

へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ノ

ー
ト
を
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
同

じ
で
す
。
後
か
ら
見
返
し
た
と
き
に
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
が
わ
か
り
、
見
や
す
く
、
理
解
し
や
す

い
ノ
ー
ト
、
自
分
だ
け
の
参
考
書
の
よ
う
な
ノ

ー
ト
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

聞
や
模
造
紙
に
ま
と
め
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

た
り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
本
に
触
れ
、

本
の
魅
力
や
読
書
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
よ
い
機

会
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
初
め
の
１
週
間
、
毎
朝
10
分
間
は

読
書
タ
イ
ム
と
し
て
朝
読
書
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
礼
拝
前
の
短
い
時
間
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
好
き
な
本
と
向
き
合
い
、
落
ち

着
い
て
本
を
読
む
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
朝
読
書
に
は
、
全
児
童
、
全
教
員
が
参
加
し
、

読
書
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
他
に
も
、

電
車
内
で
の
読
書
の
啓
発
活
動
や
長
期
休
暇
等

で
の
読
書
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
志
社
小
学
校
で
は
読
書
感
想
文

を
書
く
と
い
う
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
読
書
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
生

む
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
本
を
読
ん
で
感

じ
た
こ
と
を
書
く
と
い
う
活
動
は
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
純
粋
に
読
む
こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、

物
語
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
が
本
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
や
得
た

知
識
を
生
か
す
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
思
い
や
感
じ
た
こ

と
を
「
書
き
た
い
」「
表
現
し
た
い
」
と
い
う

意
欲
が
高
ま
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
書
か
せ
て
い
き
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

全
員
が
「
わ
か
る
・
で
き
る
」
を
目
指
し
て
い

く
上
で
、
言
葉
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
と
て
も
大
切
で
す
。
自
分
の
考
え
を
発
表

す
る
際
の
「
こ
こ
ま
で
は
分
か
り
ま
し
た
か
」

と
い
う
確
認
、「
〜
に
対
し
て
意
見
は
あ
り
ま

す
か
」と
い
う
問
い
か
け
、「
〇
〇
に
賛
成
で
す
」

と
い
う
態
度
、「
〇
〇
と
い
う
意
見
と
似
て
い

て
」
と
い
う
付
け
加
え
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

は
一
方
的
に
自
分
の
意
見
を
言
う
の
で
は
な
く
、

聞
き
手
を
意
識
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
を
意
識
し
て
話
す
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
文
字
や
言
葉
を
大
切
に

し
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
言
葉
そ
の
も
の
の
学

習
は
も
ち
ろ
ん
、
時
と
場
、
相
手
に
応
じ
た
言

葉
の
使
い
方
や
機
微
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
質
の
高
い
思
考
力
、
表
現
力
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
授
業

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
使
う
こ
と
は
、
読
書
時
間
の
減
少
や
活
字
離

れ
を
促
進
さ
せ
る
「
敵
」
の
よ
う
な
も
の
に
思

わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
も
否

め
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
非

自主学習

漢字ノート 漢字先生

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
い

る
学
習
面
で
課
題
が
あ
る
子
や
、
暗
記
学
習
が

苦
手
な
子
に
と
っ
て
は
、
漢
字
を
暗
記
し
た
り

言
葉
の
意
味
を
覚
え
た
り
す
る
学
習
が
思
考
力

や
表
現
力
を
養
う
上
で
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
測
変
換
機
能
な
ど
は
そ

う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
学
習
す
る
上
で
大
き

な
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
う
場
面
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

６
年
生
に
な
る
と
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
決

め
て
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
発
表
し
ま
す
。
そ
の
際

に
も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
や

iPad

を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
数
人
の
児
童
は
模

造
紙
で
の
発
表
を
選
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
子
に

理
由
を
尋
ね
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う

の
が
苦
手
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
自
分
の
研

究
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
模
造
紙
に
ま
と

め
た
方
が
よ
り
効
果
的
だ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
よ

さ
が
あ
り
、
よ
り
便
利
に
分
か
り
や
す
く
発
表

で
き
る
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
紙
や
ペ
ン

を
使
っ
て
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
に
も

て
い
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
文
章
が
書
け
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
で
き
る
こ
と
で
、
調
べ
た
い
言
葉

を
簡
単
に
検
索
し
、
写
真
や
動
画
も
手
軽
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
使

い
方
に
よ
っ
て
は
よ
り
便
利
に
、
よ
り
効
率
的

に
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
一
見
す
る
と
ま
さ
に
活
字
離
れ
の
原

因
で
あ
り
、
前
述
し
た
言
葉
や
文
字
を
大
切
に

し
た
取
り
組
み
と
矛
盾
し
た
よ
う
に
も
思
え
ま

す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
こ
と
で
、
文
字
や

言
葉
を
書
く
学
習
や
暗
記
す
る
こ
と
を
蔑
ろ
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
知
識
と
し
て
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
学
習
は

別
の
時
間
に
確
保
し
た
上
で
、
例
え
ば
、
自
分

の
意
見
を
友
達
と
意
見
交
流
を
す
る
時
に
は
、

思
考
力
や
表
現
力
を
大
切
に
学
習
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
目
的
に
応
じ
て
使
え
ば
、
学
習

に
お
い
て
非
常
に
有
用
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
習
の
方
法
と
し
て
、
暗
記
内
容

は
あ
る
程
度
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
任
せ
た
上
で
、

思
考
力
や
豊
か
な
表
現
力
を
獲
得
す
る
学
習
ス

タ
イ
ル
へ
の
転
換
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

常
に
便
利
な
も
の
で
、
現
代
の
我
々
の
生
活
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
小
学
校
学
習
指
導

要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
の
総
則
に
お
い
て
も
、

情
報
活
用
能
力
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
体
験
し
な
が
ら
論
理
的
思
考

を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ａ
Ｉ
等
の
登
場
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
資
質
・
能
力
は
大
き
く
変
わ
り
、
Ａ

Ｉ
等
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
そ
れ
を
扱
う
こ
と

が
で
き
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
に
も
、
前
述
し
た
よ
う
な
言
葉

や
文
字
を
使
っ
た
思
考
力
、
表
現
力
が
よ
り
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

同
志
社
小
学
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
に
児

童
用iPad

90
台
を
購
入
し
、W
i-Fi

環
境
を
整

備
し
、
運
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ロ
イ
ロ
ノ

ー
ト
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
、
教
材
の

準
備
や
加
工
を
短
時
間
で
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
授
業
の
展
開
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
学
習
効
率
を
大
幅
に
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

iPad

に
あ
る
様
々
な
機
能
が
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
文

字
の
予
測
変
換
機
能
は
、
正
確
な
漢
字
を
覚
え
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特
集　
「
読
書
時
間
の
減
少
・
活
字
離
れ
」
の
現
状
と
学
校
教
育

に
情
報
機
器
の
扱
い
方
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
配
布
し
、

学
習
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

５
．
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

同
志
社
小
学
校
で
は
、「W

e Love Books

」

や
「Book R

eading C
ircle

」
や
そ
の
他
の

活
動
を
通
し
て
読
書
の
時
間
や
本
に
親
し
む
時

間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
に
は
２
５
０

０
０
冊
以
上
の
本
が
あ
り
、
今
後
も
道
草
教
育

を
進
め
て
い
く
上
で
、
本
を
読
む
こ
と
自
体
は

も
ち
ろ
ん
、
心
を
動
か
さ
れ
る
本
と
の
出
会
い

や
新
た
な
知
識
の
獲
得
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
と
い
う
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
価
値
を

大
切
に
様
々
な
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
」「
聞
く
」

と
い
っ
た
言
語
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
言
葉
を
大
切
に
扱

い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
良
さ
も
う
ま
く
取
り
入
れ

な
が
ら
、
思
考
・
表
現
す
る
際
に
は
ツ
ー
ル
を

そ
の
目
的
と
合
わ
せ
て
取
捨
選
択
で
き
る
よ
う

な
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
が
今
ま
で
以
上
に
発
達
し
、
社
会
が
加

速
度
的
に
変
化
し
て
い
く
中
で
の
、
言
葉
の
価

そ
れ
で
し
か
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
良
さ

が
あ
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

子
ど
も
た
ち
自
身
が
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た

い
の
か
、
ど
う
い
う
思
い
な
の
か
を
明
確
に
持

ち
、
パ
ソ
コ
ン
やiPad

、
模
造
紙
な
ど
の
中

か
ら
自
分
の
発
表
に
あ
っ
た
ツ
ー
ル
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
こ
と
で
、

学
習
の
方
法
や
内
容
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
図
書
室
に
行
っ
て
本
を

調
べ
て
情
報
を
得
て
い
た
も
の
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
よ
り
簡
単
に
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
表

の
際
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う

こ
と
で
、
写
真
や
動
画
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
社
会
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
便
利
に
使
う
方
法
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
の

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、IC

T
 U
sers G

uide

と
い
う
冊
子

ICT機器を使った授業の様子

値
や
言
葉
を
使
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
か
ら
約
10
年
後
に
は
今
あ
る
職
業
の
半
分

が
そ
の
役
割
を
変
え
た
り
、
消
滅
し
た
り
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
道
草

教
育
を
も
と
に
し
な
が
ら
私
た
ち
教
員
も
、
新

た
な
情
報
や
外
部
か
ら
の
刺
激
に
目
を
向
け
て

吸
収
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

力
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
、
指
導
に
あ
た
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
そ
の
中
心
に
は「
活
字
」が
あ
り
、「
言
葉
」

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



レ
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チ
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ン
ポ
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ム
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教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
指
す
も
の
」
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２
０
１
８
年
６
月
14
日
、
同
志
社
大
学
今
出

川
校
地
良
心
館
に
て
、「A

LL D
O

SH
ISH

A
 

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
「A

LL D
O

SH
ISH

A
 

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

事
業
で
、「
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２

５
」
に
お
い
て
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
即
し
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
募
し
、
今
年
度
は
大
き
な
成

果
が
期
待
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
５
つ
採
択
し

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
松
岡
敬
学
長

の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
今
年
度
採
択
さ
れ

た
５
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
事
業
責
任
者
、

担
当
者
か
ら
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
稲
岡
恭
二
教
務
部

長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、『「A

LL 
D

O
SH

ISH
A
 

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

目
指
す
も
の
』
と
題
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

第
１
部　

２
０
１
８
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

〈A
LL D

O
SH
ISH
A
 

論
理
的
思
考
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
〉

担
当
・
下
嶋
篤
＝
文
化
情
報
学
部
教
授

　

情
報
過
多
の

現
代
社
会
に
お

い
て
、
論
理
的

思
考
を
貫
き
合

理
的
な
判
断
力

を
も
っ
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
が
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
あ
る
。

　

論
理
的
思
考
力
を
「
①
論
理
エ
ン
ジ
ン
＝
情

報
を
比
較
・
分
析
し
、
異
な
る
論
理
的
道
筋
を

区
別
し
正
確
に
結
論
を
導
く
能
力
②
論
理
的
読

解
力
・
表
現
力
＝
与
え
ら
れ
た
論
証
・
論
説
に

含
ま
れ
る
複
雑
な
論
理
的
道
筋
を
正
確
に
分
析

し
、
自
ら
が
同
等
の
論
証
・
論
説
を
構
成
で
き

る
能
力
③
論
理
適
用
力
＝
誤
り
を
起
こ
す
心
理

的
条
件
や
、
誤
り
を
誘
う
修
辞
・
説
得
の
手
法

へ
の
耐
性
」
と
考
え
、
①
②
を
基
礎
能
力
、
③

を
応
用
能
力
と
す
る
。
基
礎
能
力
の
育
成
に
は
、

形
式
的
証
明
や
、
論
証
図
を
用
い
た
反
復
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
応
用
能
力
の
育
成
に
は
行

レクチャー

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
養
成
を
目
的
と
し
た

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
と
の
共
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
〉

担
当
・
松
川
真
美
＝
理
工
学
部
教
授

　

２
０
０
９
年

度
に
採
択
さ
れ

た
国
際
化
拠
点

整
備
事
業
（
グ

ロ
ー
バ
ル
30
）

の
特
色
の
１
つ

「
国
際
科
学
技
術
コ
ー
ス
（IST

C

）」
は
、
10

年
に
開
設
以
来
、
博
士
課
程
（
前
期
課
程
お
よ

び
後
期
課
程
）
で
１
６
２
名
の
外
国
人
留
学
生

受
け
入
れ
の
実
績
が
あ
る
。
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ

ー
な
ど
学
部
間
協
定
の
締
結
校
は
24
校
に
増
加

し
、
理
工
学
部
で
は
確
実
に
国
際
化
が
進
行
中

で
あ
る
。
し
か
し
日
本
人
学
生
の
派
遣
の
伸
び

悩
み
、
閉
鎖
的
な
留
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、

課
題
は
多
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
持
っ

た
国
際
人
を
さ
ら
に
養
成
す
る
た
め
に
は
、
日

本
人
と
留
学
生
が
対
等
に
学
び
な
が
ら
双
方
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
共
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で

あ
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
主
体
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留

学
生
が
交
流
し
、
日
々
の
学
生
生
活
に
お
い
て

双
方
が
感
じ
る
課
題
や
問
題
点
を
発
見
し
、
協

い
る
。
日
本
人
学
生
も
含
め
て
、
大
学
院
生
に

具
体
的
か
つ
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
世
界
各
国
で
活
躍
で
き
る
人
物
の
養
成
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
で
研
究
活
動
を
行
う
外
国
人
留

学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

　

経
済
学
研
究
科
に
正
規
科
目
と
課
外
講
座
を

置
く
と
同
時
に
、
外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
連
携
し
て
外
部
評
価
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
掌
握
し
、
企
業
の
求

め
る
人
材
像
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
経
済

学
研
究
科
の
定
め
る
ポ
リ
シ
ー
と
の
整
合
性
を

測
り
な
が
ら
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
す
る
。
ま
た
学
生
の
満
足
度
調
査

や
採
用
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
定
期

的
に
行
い
、
多
方
面
か
ら
評
価
を
し
な
が
ら
職

種
・
業
界
を
単
位
と
し
て
最
適
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
を
目
指
す
。
就
職
支
援
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
人
物
養
成
に
主
眼
を
置
い
た
キ
ャ
リ
ア

支
援
が
狙
い
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
経
済
学
研

究
科
の
社
会
的
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ
と
つ
な
げ

た
い
。

動
経
済
学
や
社
会
心
理
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
事

例
分
析
重
視
の
授
業
を
行
う
。
ま
た
従
来
の
講

義
型
授
業
で
は
な
く
、
反
転
型
授
業
を
実
施
。

学
生
は
事
前
に
公
開
さ
れ
る
解
法
ビ
デ
オ
を
使

っ
て
予
習
し
て
お
き
、
授
業
で
関
連
問
題
を
解

く
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。
将
来
的
に
は
中
高
大
連

携
に
よ
っ
て
真
の
オ
ー
ル
同
志
社
的
事
業
へ
と

発
展
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
の
教
育
機
関
の
教

員
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
広
く
社
会
貢
献

へ
と
つ
な
げ
た
い
。

〈
産
官
学
連
携
を
中
核
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
〉

担
当
・
新
関
三
希
代
＝
経
済
学
部
教
授

　

現
在
、
経
済

学
部
に
は
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
た

め
の
多
様
な
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
が
あ
る

が
、
経
済
学
研
究
科
で
は
大
学
院
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
質
・
量
と
も
に
不
十

分
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
学
研
究
科
に
は
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
の
留
学
生
が
多
く
、
日
本
語
能
力

の
不
足
に
起
因
し
た
進
路
の
不
安
定
性
が
、
彼

ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
の
原
因
と
な
っ
て

シンポジウム

「All Doshisha 教育推進
 プログラムが目指すもの」

松岡敬学長



レ
ク
チ
ャ
ー　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「All Doshisha 

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
指
す
も
の
」

43 42

を
解
決
で
き
る
高
度
な
技
術
系
人
材
を
育
成
す

る
の
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
あ
る
。
現
在

は
理
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻
に
「
安
全
技

術
者
養
成
コ
ー
ス
」
を
常
設
、
運
営
し
て
い
る
。

　

人
文
科
学
と
の
連
携
、
外
部
専
門
家
の
招
へ

い
な
ど
を
行
い
つ
つ
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
①

系
統
立
て
た
知
識
・
学
問
の
修
得
②
高
い
問
題

点
の
分
析
能
力
の
付
与
③
高
い
技
術
者
倫
理
の

具
備
④
国
際
標
準
に
沿
っ
た
安
全
へ
の
高
い
意

識
と
知
識
の
獲
得
を
重
点
的
に
目
指
す
。
博
士

課
程
（
前
期
課
程
）
で
は
「
安
全
工
学
（
英
語

講
義
）」「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、
国
内
外

の
企
業
や
大
学
と
連
携
し
た
安
全
安
心
実
習
な

ど
を
必
修
化
。
博
士
課
程
（
後
期
課
程
）
で
は

国
際
報
告
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
習
を
通
し
て
、
よ
り
高
い
総
合
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。
２
０
１
９
年
に
は
本
コ
ー
ス
を
研

究
科
内
の
全
専
攻
へ
展
開
し
、
広
範
な
視
点
、

俯
瞰
力
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
へ
の
適
応
力
な

ど
の
獲
得
を
目
指
す
。
20
年
に
は
学
内
の
文
系

学
部
・
研
究
科
と
も
連
携
し
、
長
期
的
に
は
文

理
融
合
型
の
安
全
・
安
心
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
輩
出
を
目
標
と
す
る
。

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
理
工
学
部
の
事
務
職
員

が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
定
期
的
に
学
生
へ
進

捗
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
悩
み
や
相
談
等
を
受
け
付
け
る
予
定

で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
ら
れ
た
成
果
は
、
将
来

の
理
工
学
部
・
理
工
学
研
究
科
生
に
積
極
的
に

還
元
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

他
学
部
・
他
研
究
科
に
も
波
及
で
き
る
成
果
で

あ
る
場
合
は
、
関
連
部
署
と
調
整
し
な
が
ら
、

学
内
外
を
問
わ
ず
積
極
的
に
還
元
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

〈
安
全
・
安
心
の
た
め
の
課
題
解
決
力
を
も
っ

た
良
心
を
手
腕
と
す
る
高
度
技
術
系
職
業
人
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

担
当
・
千
田
二
郎
＝
理
工
学
部
教
授

　

航
空
機
の
部

品
落
下
事
故
、

排
ガ
ス
不
正
、

メ
ー
カ
ー
に
よ

る
検
査
報
告
の

不
正
な
ど
、
安

全
に
関
わ
る
重
大
案
件
が
多
発
す
る
現
代
。
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
り
、
熟
練
技
術
者
の

補
充
も
急
務
で
あ
る
。
安
全
・
安
心
な
社
会
の

構
築
に
向
け
、
良
心
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題

働
し
て
課
題
を
解
決
・
改
善
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
そ
の
共
に
学
ぶ
（
共
修
）
の
過
程
の

中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
の
３
要
素
で
あ

る
①
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
②
多
様
性
の
尊
重
③

異
文
化
理
解
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　

た
だ
単
に
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が

交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
協
働
す
る

こ
と
で
解
決
で
き
る
課
題
（
目
標
）
を
設
定
し
、

そ
の
明
確
な
目
的
（
課
題
解
決
）
を
達
成
す
る

た
め
に
協
働
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
①
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）

②
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン
グ
）
③
チ
ー
ム 

で
働
く
力
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
と
い
っ
た
能
力

が
身
に
付
く
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

　

学
生
か
ら
提
案
さ
れ
る
課
題
の
規
模
は
ま
っ

た
く
未
知
数
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
学
生
主
体

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
運
営
し
て
い
く
以
上

は
、
学
生
を
支
え
る
体
制
が
非
常
に
重
要
に
な

る
。
特
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
正
課
科
目
で
は
な

く
、
課
外
活
動
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

た
め
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
さ
せ

つ
つ
、
主
体
的
に
参
加
す
る
仕
組
み
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

必
須
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご

と
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
教
員
を
設
置
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
の
把
握
や
助
言
等
を
行

成
の
上
で
最
も
重
要
な
要
素
は
何
だ
と
お
考
え

で
す
か
。
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
、

科
目
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

下
嶋　

考
え
る
力
が
一
番
重
要
で
す
。
今
の
学

生
は
、
考
え
を
極
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
非

常
に
不
利
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
手
元

に
は
い
つ
も
ス
マ
ホ
が
あ
り
、
何
か
を
考
え
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
す
ぐ
調
べ
て
し
ま
う
。
か

と
い
っ
て
、
人
生
で
自
己
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
場
面
が
多
く
あ
る
。
こ
の
残
念
な
状
況
を
変

え
る
た
め
に
、
思
考
力
を
鍛
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
関　

私
も
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
基
礎
学
力

を
持
っ
た
学
生
の
養
成
を
考
え
て
い
ま
す
。
経

済
学
研
究
科
に
お
い
て
は
高
度
な
専
門
的
知
識

に
基
づ
い
て
論
理
的
思
考
能
力
・
応
用
力
を
発

揮
す
る
人
物
の
養
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
日
々
変
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
は
基
礎
的
な
力
が
不
可
欠
で
す
。

社
会
に
出
た
と
き
、
求
め
ら
れ
た
力
を
必
要
な

場
面
で
瞬
時
に
発
揮
で
き
る
た
め
の
土
台
を
培

っ
て
お
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
の
経
済
学

研
究
科
が
定
義
し
て
い
る
理
論
と
科
目
を
し
っ

か
り
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
川　

新
島
先
生
が
お
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
育
方
針
に
“Non sibi

"と
い

年
８
月
に
は
、
本
副
専
攻
の
学
生
が
中
心
と
な

り
、
同
志
社
大
学
で
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
人
な
ど
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
る
人

物
を
輩
出
す
る
と
同
時
に
、
企
業
広
報
部
な
ど

に
は
即
戦
力
と
な
れ
る
人
材
を
送
り
、
同
志
社

大
学
の
存
在
感
を
さ
ら
に
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と

が
当
面
の
目
標
。
ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全

学
的
な
後
期
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
へ
と
育
て
、

科
学
と
社
会
を
つ
な
ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
、

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
養
成
を
目

指
す
。

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
・
稲
岡
恭
二
＝
理
工
学
部
教
授
）

人
物
養
成
の
上
で
重
要
な
取
り
組
み

稲
岡　

今
日
は
５
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者

で
あ
る
先
生
方
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

質
問
へ
の
お
答
え
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま

ず
１
つ
目
の
質

問
で
す
。
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
、
人
物
養

〈A
LL D

O
SH
ISH
A
 

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

担
当
・
野
口
範
子
＝
生
命
医
科
学
部
教
授

　

遺
伝
子
組
換

え
や
再
生
医
療

な
ど
急
速
に
科

学
技
術
が
発
展

し
て
い
く
現
代
。

正
確
に
科
学
技

術
を
理
解
し
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行
動
を

判
断
す
る
能
力
、
つ
ま
り
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
を

持
つ
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
２
０
１
６

年
生
命
医
科
学
部
は
経
済
学
部
と
の
間
に
、
関

西
初
の
文
理
横
断
型
「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
養
成
副
専
攻
」
を
ス
タ
ー
ト
。
18
年

現
在
、
社
会
学
部
、
文
学
部
を
加
え
た
４
学
部

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

主
に
学
部
２
、
３
年
次
生
を
対
象
に
、
定
員

40
名
＋
α
の
「
意
欲
あ
る
学
生
の
た
め
の
少
人

数
制
教
育
」
を
軸
と
す
る
。
学
生
は
「
サ
イ
エ

ン
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目
群
」
お
よ
び
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
関
連
科
目
群
」
か
ら
学
修
し
、
異

分
野
か
ら
と
ら
え
た
科
学
の
一
般
へ
の
伝
え
方

を
考
え
る
。
今
出
川
・
京
田
辺
両
校
地
間
で
の

テ
レ
ビ
中
継
、
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
企
業
・
病

院
な
ど
を
訪
問
す
る
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

学
部
の
枠
を
超
え
た
発
表
会
な
ど
も
実
施
。
18



レ
ク
チ
ャ
ー　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「All Doshisha 

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
指
す
も
の
」

45 44

下
嶋　

我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
部
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
初
年
次
教
育
と
い

う
位
置
付
け
で
考
え
て
い
ま
す
。
波
及
効
果
と

し
ま
し
て
は
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
共
通
の
悩
み

か
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
の
論
文
や
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
で
い
る
と
、
文
章
力
や
構
成
力
に
疑
問

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学

べ
ば
、
何
が
論
理
的
で
何
が
論
理
的
で
な
い
か

の
区
別
は
つ
く
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
自

己
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
す
べ
て
の

文
章
力
の
問
題
が
解
決
す
る
と
ま
で
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
っ
て
い
ま

す
の
で
、
各
学
部
で
教
え
ら
れ
る
先
生
を
養
成

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の

よ
う
な
動
き
を
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

稲
岡　

私
も
実
験
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

ひ
ど
い
実
験
レ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
学
生
に
論
理
的
思
考
教
育
を
初
年
度
か
ら

受
け
て
も
ら
う
。
自
分
の
中
に
種
を
播
き
、
自

己
増
殖
し
て
も
ら
う
。
専
門
科
目
で
も
そ
の
力

を
発
揮
し
て
も
ら
う
。
教
員
は
非
常
に
助
か
り

ま
す
。
教
員
養
成
に
関
し
て
も
新
し
い
考
え
方

だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
論
理
的
な
思
考
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
場
み
た
い
な
も

稲
岡　

実
際
に
成
功
事
例
を
出
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
肝
に
な
っ
て
い
く
わ

け
で
す
ね
。

新
関　

私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
基
本
的
に

は
大
学
院
の
留
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
該
当
す
る
留
学
生

が
日
本
人
学
生
に
与
え
る
波
及
効
果
を
含
む
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
い
ま
学
部
で

は
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
既
に
進
ん
で
い
ま
す
。
学
部
生
を
教
育
で

き
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
格
に
な
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
意
味
で
の
学
部
へ
の
波
及
効
果
も
考
え
て

い
ま
す
。
理
系
で
は
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
が

就
職
先
で
生
き
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

文
系
の
場
合
は
そ
う
い
う
パ
ス
が
あ
ま
り
な
い
。

し
か
し
文
系
の
場
合
で
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
見

せ
て
、
行
き
先
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
彼
ら

の
研
究
成
果
や
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向

上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
効
果
が
実
証
さ
れ
れ
ば
、
他
の
文
系
研
究
科

へ
の
波
及
効
果
や
、
理
系
の
学
生
へ
の
文
理
融

合
的
な
波
及
効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

稲
岡　

経
済
学
研
究
科
、
経
済
学
部
を
軸
に
、

他
の
研
究
科
、
学
部
へ
の
波
及
効
果
も
考
え
て

お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

大
学
と
企
業
を
も
っ
と
有
機
的
に
つ
な
げ
る
と

い
う
出
口
戦
略
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

稲
岡　

学
内
の
波
及
効
果
だ
け
で
な
く
、
社
会

と
の
連
携
な
ど
学
生
の
就
職
を
含
め
た
広
が
り

も
考
え
、
か
つ
、
も
っ
と
明
示
的
な
科
目
整
理

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

松
川　

い
ま
理
工
学
部
で
は
「A

cadem
ic 

E
nglish for Science

」
と
い
う
、
１
・
２
年

の
授
業
が
あ
り
ま
す
。
留
学
生
や
大
学
院
生
が

Ｔ
Ａ
に
な
り
、
英
語
で
論
文
を
書
い
た
り
英
語

で
実
験
を
し
た
り
す
る
授
業
で
す
。
か
な
り
ハ

ー
ド
な
授
業
で
す
が
、
今
年
は
定
員
を
大
幅
に

超
え
て
３
８
０
名
も
の
応
募
が
あ
り
、
学
生
は

嬉
々
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
留
学

生
も
学
び
学
部
生
も
学
ぶ
と
い
う
相
互
的
な
も

の
が
な
い
と
、
Ｔ
Ａ
は
一
つ
の
大
き
な
仕
事
で

は
あ
る
に
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
留
学
生
は
お

客
さ
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
将
来
の
留
学
生
と
留
学
を
希
望
す

る
日
本
人
学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
留
学
生

と
学
部
生
が
頑
張
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
そ

う
い
う
あ
り
方
は
他
の
学
部
に
も
十
分
適
用
可

能
か
と
思
い
ま
す
。
留
学
生
は
日
本
で
就
職
す

る
と
き
に
か
な
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
で
し
ょ
う

し
、
日
本
人
学
生
は
海
外
で
の
足
が
か
り
に
な

る
。
そ
う
い
う
大
き
な
波
及
効
果
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
護
と
い
う
両
面
を
考
え
て
、
持
続
可
能

な
社
会
を
創
生
で
き
る
人
材
の
育
成
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
に
出
て
、
知

恵
を
使
っ
て
物
事
を
作
っ
て
い
く
に
は
基
礎
と

な
る
広
い
知
識
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
企
業

で
は
安
全
技
術
・
安
全
倫
理
が
分
か
っ
て
い
る

と
い
う
特
異
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

野
口　

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
は
さ

ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が

社
会
と
人
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
直
ち

に
判
断
で
き
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

の
上
で
正
確
な
情
報
を
人
に
伝
え
る
。
伝
え
る

相
手
が
何
を
求
め
て
い
る
か
、
何
が
分
か
ら
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
汲
み
取
る
能

力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
た
い
情

報
を
分
か
り
や
す
い
形
に
変
え
て
も
、
相
手
が

求
め
て
い
る
も
の
と
ず
れ
て
い
て
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
人
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る

こ
と
の
重
要
性
も
含
め
て
教
育
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
波
及
効
果

稲
岡　

２
つ
目
の
質
問
は
、
同
志
社
大
学
の
教

育
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、
こ
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
波
及
効
果
が
考

え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
で

う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
“not for self

"と

い
う
意
味
で
す
。
日
本
人
と
外
国
人
、
そ
し
て

学
年
の
違
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
行
う
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、
多
様

性
の
理
解
、
異
文
化
を
乗
り
越
え
て
頑
張
る
と

い
う
３
つ
の
大
き
な
柱
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
、
２
年
次
の
学
部

生
が
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
を
話
せ
な
い
留
学
生

と
協
働
す
る
の
は
大
変
で
す
。
し
か
し
自
分
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
来
年
の
１
年
生
や
新
し
い

留
学
生
の
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
と
想
像
し
て
各
自
が
目
標
設
定
を
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
留
学
生
も
日
本
が
分
か
り
、
日

本
人
も
さ
ま
ざ
ま
な
外
国
の
文
化
が
分
か
る
。

双
方
向
か
ら
真
の
国
際
人
を
育
て
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
理
系
文
系
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
社
会
に
最
も

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
“Non sibi

"と
い
う
、
世
の
中
や
他

人
の
こ
と
を
考
え
る
心
が
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

千
田　

私
も
や
は
り
、
学
生
の
問
題
意
識
が
非

常
に
希
薄
化
し
、
基
礎
学
力
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
危
惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
広
い

分
野
の
知
識
を
吸
収
す
る
と
い
う
動
機
を
持
っ

て
い
な
い
。
理
工
学
部
で
は
技
術
者
倫
理
の
養

成
の
た
め
に
、
高
度
な
社
会
・
文
明
の
発
達
と

改
め
て
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
口　

私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
人
数
制
教

育
な
の
で
、
ど
う
い
う
学
生
が
ど
ん
な
状
態
で

あ
る
の
か
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
仲
間
を
牽
引

で
き
る
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
人
を
育

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人
数
は
少
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
つ

な
が
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

稲
岡　

既
に
文
系
学
部
と
理
系
学
部
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
程

度
、
野
口
先
生
の
中
で
は
実
感
の
あ
る
話
で
し

ょ
う
か
。

野
口　

現
在
参
画
し
て
い
る
４
学
部
で
行
う
運

営
連
絡
会
は
年
に
１
回
し
か
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
連
絡
会
を
も
っ
と
密
に
行
え
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

千
田　

同
志
社
大
学
は
大
き
な
２
つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
今
出
川
と
京

田
辺
で
持
っ
て
い
る
各
学
部
の
学
問
体
系
の
境

界
領
域
、
新
し
い
学
問
の
創
生
、
境
界
学
問
を

さ
ら
に
明
示
的
に
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
波
及
効

果
で
は
な
い
で
す
が
、
学
生
に
と
っ
て
の
出
口
、

つ
ま
り
就
職
を
い
か
に
担
保
し
て
あ
げ
る
か
も

大
学
の
義
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
社
が
受

け
入
れ
や
す
い
人
物
、
会
社
が
要
望
す
る
人
物

を
養
成
し
て
、
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
築
く
。
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あ
る
い
は
逆
も
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
副

専
攻
参
画
学
部
を
も
っ
と
を
増
や
し
て
、
多
く

の
学
生
に
履
修
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
他
学
部
の
先
生
、
職
員
の
方
に

お
手
伝
い
い
た
だ
く
場
面
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
が
、
学
生
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
ぜ

ひ
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

稲
岡　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
６
年
、
７
年
、
８
年
と
続
け
て
い
き
、

２
０
２
５
年
に
は
す
べ
て
の
同
志
社
人
の
中
で

考
え
て
い
け
る
、
大
き
な
事
業
に
な
れ
ば
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
今
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、
目
指
す
方
向
の
共
有
は
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年
は
１
年
目
の

成
果
報
告
会
と
い
う
こ
と
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
し
、
海
外
企
業
に
勤
め
て
日
本
の
ブ
ラ
ン
チ

に
い
れ
ば
、
同
志
社
へ
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
に

来
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
一
緒
に
、

世
界
的
に
同
志
社
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
ス

タ
ン
ス
が
望
ま
し
い
。
こ
の
共
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
次
の
同
志
社
の

学
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
る
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
皆
で
新
た
な
視
野
、
地
平
線
を
広
げ
ら
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

千
田　

今
の
学
生
は
考
え
る
力
が
低
下
し
、
バ

ー
チ
ャ
ル
に
生
き
て
い
る
。
非
常
に
受
動
的
で

あ
る
。
も
っ
と
問
題
意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
な

教
育
が
必
要
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
原
発
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
な
ど
、
こ
ち
ら
か
ら
問
題
提
起

を
し
て
自
分
で
考
え
て
も
ら
う
。
将
来
自
分
が

ど
う
い
う
技
術
者
に
な
る
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
思
い
描
け
て
い
な
い
学
生
に
言
い
た
い
の

は
、
自
己
実
現
を
し
て
、
社
会
の
中
で
ど
う
自

分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

野
口　

今
の
日
本
の
教
育
課
程
や
受
験
シ
ス
テ

ム
で
は
、
高
校
生
は
早
く
か
ら
理
系
か
文
系
か

と
い
う
選
択
を
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
大
学
に
入
れ

ば
そ
の
ま
ま
文
系
か
理
系
か
と
い
う
道
に
し
か

行
け
ま
せ
ん
。
実
際
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
が

あ
る
が
数
学
が
苦
手
だ
か
ら
文
系
を
受
験
す
る
、

の
が
開
か
れ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

今
ま
で
２
つ
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ひ
も
解
い
て
い
こ
う
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
学
生
お
よ
び
学
内
教
職
員
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
嶋　

学
生
が
「
考
え
抜
く
」
と
い
う
環
境
は
、

い
ま
非
常
に
悪
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
我
々
も

何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
学
生
に
も
、

そ
の
こ
と
を
意
識
し
た
方
が
い
い
と
言
い
た
い
。

そ
の
た
め
の
論
理
的
思
考
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

学
生
も
良
心
に
従
い
、
考
え
抜
い
て
、
自
分
の

行
動
を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

新
関　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
経
済
学
研
究
科
の
競
争
力
ア
ッ
プ
を
狙

っ
て
は
い
ま
す
が
、
ひ
い
て
は
同
志
社
大
学
全

体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
競
争
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
全
教
職
員
が
同
じ

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
だ
と
い
う
目
的
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

松
川　

あ
る
留
学
生
か
ら
帰
国
後
に
、
な
ぜ
私

た
ち
に
は
同
窓
会
か
ら
お
呼
び
が
か
か
ら
な
い

の
か
、
私
た
ち
も
同
志
社
の
卒
業
生
な
の
に
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
自
身
の
考
え
を
改
め

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
自
分
は
同

志
社
人
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
帰

国
後
に
就
職
し
て
か
ら
も
同
志
社
の
話
を
し
ま



　

２
０
１
６
年
７
月
か
ら
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
事
業
を
実
施
し
、
聡
恵
館
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
と
併
設
し
て
食
堂
棟
（
恵
愛
館
）
を
２
０

１
８
年
３
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
恵
愛
館
は
１
９
８
７
年
に
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
（
現
在
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）
北
側
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
１
階
に
食
堂
や
購
買
部
、
２

階
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
や
課
外
活
動
施
設
な
ど
が

配
置
さ
れ
、
看
護
学
部
関
連
棟
「
蒼
苑
館
」
建
設

に
向
け
て
２
０
１
４
年
１
月
に
解
体
工
事
が
始
ま

る
ま
で
の
約
27
年
間
、
課
外
活
動
施
設
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
恵
愛
館
は
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
南
側
に

建
て
ら
れ
、
ウ
ィ
ン
ク
ル
ム
の
庭
と
一
体
化
し
た

食
堂
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
開
放
的
な
ガ
ラ
ス
や

既
存
の
建
物
と
調
和
す
る
レ
ン
ガ
、
自
然
の
風
合

い
の
あ
る
木
造
屋
根
が
特
徴
的
な
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
屋
内
と
テ
ラ
ス
席
を
合
わ
せ
て
約
２
３

０
席
設
け
ら
れ
、
周
辺
の
樹
木
や
草
花
に
よ
り
華

や
か
さ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
名
称
は
、
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙

一
16
章
23
〜
24
節
「
主
イ
エ
ス
の
恵
み
が
、
あ
な

た
が
た
と
共
に
あ
る
よ
う
に
。
わ
た
し
の
愛
が
、

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
、
あ
な
た
が
た
一

同
と
共
に
あ
る
よ
う
に
。」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

恵愛館
（同志社女子大学 ）

建物案内
恵no.25
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新
島
は
１
８
６
４
年
（
元
治
元
）
７
月
17
日
（
陰
暦
６
月
14
日
）、

鎖
国
令
を
犯
し
て
箱
館
（
函
館
）
か
ら
密
出
国
を
果
た
す
が
、
そ

の
際
彼
を
助
け
た
一
人
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｔ
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー

（
１
８
２
７
〜
１
８
９
７
）
で
あ
っ
た
。
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
は
、
長

崎
の
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
会
社
所
有
の
ベ
ル
リ
ン
号
の
ア
メ

リ
カ
人
船
長
で
あ
る
。
新
島
が
上
海
で
下
船
し
た
後
も
、
ボ
ス
ト

ン
の
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
商
会
所
属
の
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
へ
の
乗
り
換
え
を
斡
旋
す
る
な
ど
、
新
島
の
ア
メ

リ
カ
渡
航
を
支
援
し
た
。
後
に
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
は
、
密
出
国
を
助

け
た
こ
と
に
よ
り
解
雇
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
新
島
は
、

１
８
６
４
年
（
元
治
元
）
10
月
13
日
（
陰
暦
９
月
13
日
）
の
航
海

日
記
に
「
嗚
呼
、
予
、
先
甲
比
丹
〔
著
者
注
：
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船

長
の
こ
と
〕
を
し
て
不
幸
に
陥
ら
し
む
る
は
実
に
笑
止
千
万
之
事

な
り
。
然
し
過
去
〔
の
〕
事
如
何
と
も
し
難
し
、
他
年
学
成
の
後

彼
に
仕
へ
、
万
方
其
恩
を
報
せ
ば
、
恐
ら
く
ハ
少
し
く
予
罪
を
償

ふ
に
至
ら
ん
」（『
新
島
襄
全
集
』
５
巻
49
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
は
１
８
６
５
年
８
月
24
日
に
、
ボ
ス

ト
ン
到
着
後
も
ワ
イ
ル
ド･

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
足
止
め
さ
れ
て
い

た
新
島
を
訪
ね
、
そ
の
無
事
を
喜
ん
で
い
る
。
新
島
も
、
セ
イ
ヴ

ォ
リ
ー
に
恩
義
を
感
じ
て
お
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
イ
ラ

ム
を
訪
れ
て
船
長
と
面
会
し
、
ま
た
帰
国
後
も
手
紙
な
ど
の
や
り

取
り
を
行
っ
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
家
の
家
族
聖
書
は
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
のLIPPIN

C
O
T
T
, G
R
A
M
BO
&
C
o.

か
ら
１
８
５

１
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
間

に
家
族
の
結
婚
や
誕
生
、
死
亡
の
年
月
日
を
記
載
す
る
ペ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、誕
生
を
記
載
す
る
ペ
ー
ジ
に
は
日
本
語
で「
日

本
江
戸　

新
島
約
瑟
」、
英
語
で
‶Joseph N

ee-Sim
a w
as 

born in Y
edo, Japan, 14th, Jan. 1844.

"
と
の
署
名
が
あ
る
。

生
年
月
日
に
誤
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
正
し
く
は
陰
暦
で

は
１
８
４
３
年
１
月
14
日
、
陽
暦
で
は
１
８
４
３
年
２
月
12
日
）、

新
島
直
筆
の
署
名
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、「
約
瑟
」
は
新

島
が
留
学
中
で
あ
る
１
８
６
９
年
（
明
治
２
）
５
月
27
日
頃
か
ら

‶Joseph

"
の
漢
字
表
記
と
し
て
用
い
た
名
前
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
資
料
は
２
０
０
８
年
（
平
成
20
）
11
月
５
日
に
同
志

社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
寄
贈
者
の
ア
ー
サ
ー
・

Ｇ
・
ブ
リ
ガ
ム
氏
は
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
の
曾
孫
に
し
て
同
志
社
女

子
大
学
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
人
物
で
あ
る
。
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
家

と
新
島
、
そ
し
て
同
志
社
と
の
奇
し
き
縁
を
感
じ
さ
せ
る
資
料
で

あ
る
。

 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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こ
の
度
、
第
14
回
日
本
学
術
振
興
会

賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
一
緒
に
研

究
を
進
め
て
き
た
多
く
の
学
生
の
皆
さ

ん
、
ま
た
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

か
ら
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た

の
も
、
学
科
の
先
生
方
か
ら
の
ご
推
薦

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ご
自
身
も
多
忙

を
極
め
て
お
ら
れ
る
中
、
学
科
の
先
生

方
か
ら
は
様
々
な
場
面
で
お
声
が
け
や

励
ま
し
を
日
頃
か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
こ
と
を
機

に
、
自
分
よ
り
も
若
い
方
や
学
生
の
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る

よ
う
、
私
自
身
も
よ
り
心
が
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
は
自
分
か

ら
取
り
に
い
か
な
い
と
、
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
私
自
身
、
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
周
囲
の
方
か
ら
の
お
導

き
や
支
え
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
や
夢

が
叶
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

研
究
室
の
学
生
の
皆
さ
ん
や
卒
業
し
て

活
躍
中
の
若
手
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た
ち
の
努
力

や
成
果
を
認
め
て
も
ら
っ
た
ん
だ
と
、

自
信
を
持
っ
て
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
何
か

の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
は
こ
の
２
月
に
、
日
本
学
士

院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
博
士
時
代
の
恩

師
の
渡
辺
好
章
先
生
、
ま
た
修
士
時
代

の
恩
師
で
も
あ
る
松
川
真
美
先
生
も
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
両
先
生
方

に
見
て
い
た
だ

け
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で

す
。
壇
上
に
は

秋
篠
宮
同
妃
両

殿
下
が
ご
臨
席

さ
れ
、
初
め
て

の
雰
囲
気
に
と

て
も
緊
張
し
た

こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
授
賞

式
の
後
の
記
念
茶
会
で
は
、
受
賞
者
は

そ
れ
ぞ
れ
両
殿
下
と
お
話
す
る
時
間
を

頂
き
ま
し
た
。
秋
篠
宮
様
か
ら
は
コ
ウ

モ
リ
の
い
く
つ
か
の
学
術
名
を
お
聞
き

し
、
そ
の
お
詳
し
さ
に
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
紀
子
様
か
ら
は
、
皇
居
内
で
悠

仁
様
と
ご
一
緒
に
コ
ウ
モ
リ
を
観
察
さ

れ
た
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

緊
張
と
嬉
し
さ
が
交
わ
る
、
と
て
も

大
き
な
一
日
で
し
た
。
頂
い
た
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学生命医科学部教授　飛
ひ

龍
りゅう

志
し

津
づ

子
こ

日本学術振興会賞
受賞に寄せて

授賞式にて生命医科学部　渡辺好章先生と
（日本学士院）



同
志
社　

ナ
ウ

同志社
   ナウ

同志社
   ナウ

53 52

北
京
の
発
表
会
に
参
加
し
た
。
そ
こ
で

共
演
の
田
氏
に
出
会
っ
た
。
尺
八
は

１
０
０
０
年
以
上
前
に
も
と
も
と
中
国

か
ら
雅
楽
と
と
も
に
日
本
に
渡
っ
た
楽

器
だ
が
、
中
国
で
は
そ
の
当
時
の
笛
を

吹
か
な
く
な
っ
た
。
田
氏
は
そ
の
笛
を

研
究
し
再
現
し
た
革
命
家
で
あ
る
。
彼

と
の
出
会
い
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
さ

ら
に
尺
八
の
歴
史
、
国
際
的
の
繋
が
り

の
大
切
さ
に
関
心
を
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
。
尺
八
師
範
と
し
て
今
後
も
同
志

社
と
ア
ー
モ
ス
ト
、
日
本
と
中
国
、
い

ろ
ん
な
繋
が
り
に
貢
献
を
し
た
い
と
思

う
。
本
業
で
あ
る
英
語
を
教
え
る
こ
と

も
同
じ
く
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
道
を

作
る
こ
と
だ
。
尺
八
、
音
楽
の
本
当
の

魅
力
も
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

最
近
20
年
間
弱
の
期
間
を
経
て
、
尺

八
師
範
に
昇
格
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩

み
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　
「
な
ぜ
尺
八
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
」

と
よ
く
聞
か
れ
る
。
答
え
は
簡
単
。
音

色
が
綺
麗
で
、
出
せ
る
音
が
無
限
に
あ

り
そ
う
だ
か
ら
。
体
に
合
わ
せ
て
無
数

の
音
を
発
す
る
ア
ナ
ロ
グ
な
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
の
よ
う
に
感
じ
る
。
音
楽
と
い

う
の
は
人
間
の
心
の
喜
び
、
悲
し
み
を

表
す
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
尺
八
も
も
ち

ろ
ん
そ
う
で
、
宇
宙
を
想
像
さ
せ
る
よ

う
な
音
も
あ
る
。
尺
八
表
現
の
豊
か
さ

は
本
当
に
魅
力
的
で
あ
る
。
そ
し
て
私

に
と
っ
て
人
と
人
を
繋
げ
る
パ
ワ
ー
も

あ
る
。

　

勤
め
先
の
同
志
社
高
校
に
も
縁
が
あ

る
。
20
年
間
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

倉
橋
容
堂
先
生
は
同
志
社
高
校
68
年
卒

で
あ
る
（
私
の
雅
号
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
霜

堂
（
そ
う
ど
う
）
と
い
う
が
、
霜
堂
は

先
生
の
堂
を
私
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

Frost

と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
）。
数

十
年
間
プ
ロ
音
楽
家
と
し
て
活
動
に
専

念
し
て
い
る
。
彼
の
も
と
で
三
味
線
、

琴
と
組
ん
で
演
奏
す
る
地
歌
も
す
る
し
、

民
謡
も
、
お
寺
で
お
経
の
代
わ
り
に
演

奏
さ
れ
て
い
た
神
秘
的
な
本
曲
と
い
う

種
類
の
音
楽
も
や
っ
て
い
る
。
も
う
一

つ
の
同
志
社
と
の
縁
は
、
２
０
１
４
年

の
夏
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
演
奏
を
す

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
だ
。
私
は
も
と

も
と
ア
ー
モ
ス
ト
の
街
の
出
身
で
、
久

し
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
時
に
、
日
本
で

の
人
生
や
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
幼
な
じ
み

が
働
い
て
い
る
縁
も
あ
っ
て
、
向
こ
う

の
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主
催
で
演
奏
を
開
い
た
。

ア
ー
モ
ス
ト
と
同
志
社
と
の
繋
が
り
を

祝
う
日
本
庭
園
の
「
友
志
園
」
に
隣
接

し
た
、
新
島
先
生
の
写
真
が
飾
ら
れ
て

い
る
部
屋
の
近
く
で
数
十
人
の
前
で
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
元
の
人
や

学
生
に
日
本
の
音
を
聞
い
て
い
た
だ
け

て
、
い
ろ
ん
な
質

問
も
受
け
て
嬉
し

か
っ
た
。

　

最
後
に
一
番
最

近
の
活
動
を
紹
介

し
た
い
。
６
月
に

日
中
伝
統
芸
を
研

究
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
に
招
待
さ
れ

尺八、国境を越えて

中学校・高等学校教諭　Gabriel Frost JOHNSON
　

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
魂
の
慰
め
が
可
能

か
？

　

馬
鹿
げ
た
ジ
ョ
ー
ク
の
よ
う
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
平
田
オ

リ
ザ
氏
の
手
に
か
か
る
と
、
そ
れ
は
一

定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
問
い
と
し

て
響
い
て
く
る
。
６
月
13
日
、
新
島
記

念
講
堂
に
て
開
催
し
た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

演
劇
《
さ
よ
う
な
ら
》
は
、
こ
れ
か
ら

死
に
ゆ
こ
う
と
す
る
人
の
魂
や
、
既
に

死
ん
で
し
ま
っ
た
人
の
魂
を
、
詩
の
朗

読
に
よ
っ
て
慰
め
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

貢
献
が
描
か
れ
た
演
劇
作
品
で
あ
る
。

と
り
わ
け
舞
台
後
半
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

と
配
送
業
者
の
や
り
と
り
は
圧
巻
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
双
葉
町
に
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
、
新

た
な
任
務
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
暗
示

さ
れ
る
。
人
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
海
岸
で
、
未
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
死
者
（
行
方
不
明
者
）
に
対
し
て

詩
を
朗
読
す
る
の
だ
。
数
少
な
い
言
葉

の
や
り
と
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
そ
の
光
景
を
現
場
で
見
て
い
る
か

の
ご
と
く
わ
た
し
た
ち
の
想
像
性
が
引

き
出
さ
れ
、
強
烈
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
が
、
微
か
な
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
と
と
も
に
去
来
す
る
、
い
ま
だ
に
余

韻
の
残
る
見
事
な
舞
台
で
あ
っ
た
。

　

女
子
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
は
、

メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
へ
と
名
称
を
変
更

し
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
年
度
か
ら
創

造
性
の
涵
養
に
関
わ
る
科
目
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
演
劇
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
系
の
科
目
を
新
設
。
ま
た
必
修

科
目
の
「
メ
デ
ィ
ア
創
造
基
礎
演
習
」

で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を

探
求
す
る
ハ
ッ
カ
ソ
ン
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
準
備
中
で
あ
る
。
今
回
の
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
演
劇
《
さ
よ
う
な
ら
》
は
、
こ

れ
ら
新
科
目
の
内
容
と
連
動
し
つ
つ
、

学
び
へ
と
繋
が
る
刺
激
を
得
る
た
め
に

企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
演
劇

表
現
に
お
け
る
創
造
性
、
と
り
わ
け
平

田
オ
リ
ザ
氏
に
お
け
る
脚
本
や
演
出
の

創
造
性
に
触
れ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は

劇
に
お
い
て
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
の
存
在
に
つ

い
て
、
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
人
間
と
の
関
係
性
や
社
会
に
お
け

る
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

《
さ
よ
う
な
ら
》
は
こ
う
し
た
意
図
に

的
確
に
応
え
て
く
れ
る
作
品
で
あ
り
、

創
造
性
の
涵
養
と
と
も
に
根
源
的
な
問

い
を
も
た
ら
す
極
め
て
良
質
な
刺
激
剤

で
あ
っ
た
。

女子大学学芸学部教授　森
もり

公
こう

一
いち

メディア創造学科名称変更記念公演

平田オリザ作・演出 アンドロイ
ド演劇《さようなら》について

「さようなら」：言葉を交わすアンドロイドと女性
 撮影：辻彩音

「アフタートーク」：公演後のアフタートーク（平
田オリザ氏と森公一） 撮影：清水久美

北京の発表会での演奏

倉橋容堂先生と



同
志
社　

ナ
ウ

同志社
   ナウ

同志社
   ナウ

55 54

　

２
０
１
８
年
３
月
26
日
〜
28
日
、
静

岡
県
掛
川
市
つ
ま
恋
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会

に
お
い
て
、
本
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
田
原
紗
莉
さ
ん
が
準
優
勝
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
で
き
る
の
は
、
そ

の
年
度
の
11
月
ま
で
の
試
合
で
出
し
た

得
点
か
ら
選
ば
れ
た
上
位
25
名
の
シ
ー

ド
選
手
と
、
各
都
道
府
県
の
代
表
選
手

の
み
で
、
団
体
戦
・
個
人
戦
両
方
で
チ

ャ
ン
ス
の
あ
る
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
以

上
に
出
場
す
る
の
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
田
原
さ
ん
は
、
夏
の
試
合
で

の
点
数
に
よ
り
23
番
目
の
シ
ー
ド
選
手

と
し
て
こ
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
抜
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
る
前
、

高
校
に
進
学
し
て
か
ら
初
め
て
の
全
国

大
会
で
あ
っ
た
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、

個
人
戦
で
は
５
位
に
入
賞
し
な
が
ら
も
、

団
体
戦
で
は
独
特
の
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
敗
退
す

る
と
い
う
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
敗
れ
た
直
後
か
ら
自
分
に
は
何

が
足
り
な
い
の
か
、
ど
ん
な
場
面
で
も

高
得
点
を
出
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
自
ら
考
え
、

工
夫
し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
、
１
日
目

の
予
選
は
上
位
の
多
く
が
２
年
生
で
占

め
ら
れ
る
中
、（
当
時
）
１
年
生
な
が

ら
安
定
し
て
高
得
点
を
出
し
続
け
、
予

選
を
10
位
で
突
破
し
ま
し
た
。
２
日
目

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
、
持
ち
前

の
集
中
力
で
接
戦
を
制
し
て
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
勝
ち
進
み
、
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
を
終
え
て
多
く
の
人
が
準
優

勝
を
祝
福
す
る
中
、
泣
き
崩
れ
る
田
原

さ
ん
か
ら
最
初
に
出
た
言
葉
は
「
悔
し

い
」
で
し
た
。
田
原
さ
ん
は
ま
だ
満
足

し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
団
体
戦
で
優
勝
し
て
昨
夏
の
雪

辱
を
果
た
す
た
め
、「
次
は
勝
つ
」
と

い
う
気
持
ち
を
胸
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

一
丸
と
な
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
２
月
５
日
（
月
）
５
・

６
時
間
目
に
近
畿
税
理
士
会
主
催
の
特

別
授
業
「
租
税
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
講
師
の
阿
乘
栄
美
先
生
（
税

理
士
）
よ
り
、
税
金
の
基
本
的
な
仕
組

み
と
税
金
の
種
類
（
飛
鳥
時
代
に
は
１
，

５
０
０
も
あ
っ
た
が
、現
在
は
50
ほ
ど
）、

歳
入
・
歳
出
の
割
合
等
に
関
す
る
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
税
の
集

め
方
と
使
い
方
は
議
会
で
決
め
ら
れ
る

の
で
、
有
権
者
が

そ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
考
え
た
う
え

で
投
票
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と

い
う
話
の
あ
と
、

３
つ
の
模
擬
政
党

の
公
約
を
聞
い
て

互
い
に
議
論
し
た

り
、
候
補
者
に
質

問
し
た
り
し
て
投

票
先
を
決
め
る
模

擬
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
授
業

に
は
高
校
３
年
生
約
３
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
秋
の
国
政

選
挙
で
投
票
を
済
ま
せ
た
生
徒
も
い
ま

し
た
の
で
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
投
票
の

結
果
、「
消
費
税
増
税
分
は
大
学
ま
で

の
授
業
料
無
償
化
や
子
育
て
支
援
に
充

て
る
」
と
し
た
「
充
実
党
」
が
圧
倒
的

多
数
で
支
持
さ
れ
ま
し
た
。

　

亜
乘
先
生
の
ま
と
め
の
あ
と
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
近
畿
税
理
士
会
の

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い

る
歌
舞
伎
俳
優
片
岡
愛
之
助
さ
ん
が
登

壇
さ
れ
、
生
徒
か
ら
の
質
問
を
受
け
な

が
ら
租
税
教
室
の
感
想
や
税
に
関
す
る

考
え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
た
ほ
か
、
近
畿
税
理
士
会
の
広

報
誌『
近
畿
税
理
士
界
』６
４
８
号（
４

月
10
日
付
）
で
、
生
徒
３
名
の
感
想
文

と
と
も
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国高等学校アーチェリー
選抜大会準優勝

女子中学校・高等学校教諭　山
やま

田
だ

慎
しん

吾
ご

近畿税理士会主催の「租税教
室」に片岡愛之助さんが来校

香里中学校・高等学校教頭　藤
ふじ

井
い

宏
ひろ

樹
き
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１
．
賛
美
歌
の
イ
メ
ー
ジ

　
「
賛
美
歌
」
と
い
う
言
葉
で
何
を
連
想
し
ま

す
か
、
と
学
生
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
た
い
て
い

は
「
荘
厳
」「
神
聖
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮

か
べ
る
ら
し
い
。「
真
面
目
す
ぎ
て
少
々
つ
ま

ら
な
い
」
と
答
え
た
学
生
さ
ん
も
い
た
。
し
か

し
、
私
は
こ
こ
で
言
い
た
い
の
で
あ
る
。「
ポ

ッ
プ
な
賛
美
歌
も
あ
る
ん
で
す
よ
」。

２
．「
い
ま
ど
き
」
の
礼
拝

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
こ
の
「
ポ
ッ

プ
な
賛
美
歌
」
を
用
い
た
礼
拝
で
あ
る
。
賛
美

歌
に
対
し
て
大
方
の
人
が
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
イ
メ
ー
ジ
を
裏
切
る
こ
の
「
ポ
ッ
プ
な
賛
美

歌
」
で
あ
る
が
、
実
は
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
全

体
の
潮
流
か
ら
見
る
と
、
傍
流
ど
こ
ろ
か
今
で

は
む
し
ろ
「
本
流
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
興
隆
ぶ

り
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
「
メ

イ
ン
ラ
イ
ン
教
会
」（
主
流
派
教
会
）
と
呼
ば

れ
る
伝
統
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
に
お

い
て
は
あ
ま
り
礼
拝
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
こ
う
し
た
賛
美
歌
も
、
一
般
に
「
エ
バ
ン
ジ

ェ
リ
カ
ル
」
と
称
さ
れ
る
保
守
派
の
教
会
、
と

り
わ
け
「
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
」
の
教
会
の
礼
拝

で
は
、
ほ
ぼ
「
排
他
的
」
に
歌
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
や
電
子

オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
「
伝
統
的
」
な
演
奏
機
材
は

背
後
に
下
が
り
、
礼
拝
堂
前
部
の
説
教
壇
の
周

り
に
は
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ
よ
ろ

し
く
ピ
ア
ノ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ド
ラ
ム
、
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
、
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
な
ど
が
所
狭
し
と

に
起
源
を
持
つ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
体
験
は
多

く
の
若
者
を
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
か

ら
目
覚
め
さ
せ
た
。
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に

飽
き
足
ら
な
く
な
っ
た
彼
ら
が
新
し
い
キ
リ
ス

ト
教
共
同
体
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
「
ジ
ー
ザ

ス
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
賛
美
歌
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

当
時
流
行
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
乗
せ
る
と
い
う
「
ジ
ー
ザ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」（「
ジ
ー
ザ
ス
・
ロ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
た
）

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
１
９
８
０
年
代
に
入

り
る
と
、
音
楽
性
に
お
い
て
も
、
そ
の
制
作
過
程
、

販
売
方
法
に
お
い
て
も
、
格
段
に
洗
練
さ
れ
た

C
C

M
( C

ontenporary C
hristian M

usic)

へ

と
成
長
し
て
く
の
で
あ
る
。

５
．
‶In G

od W
e Trust

"（「
我
神
を
信
ず
」）

　

例
え
ば
、
見
た
目
や
演
奏
ス
タ
イ
ル
、
曲
調

は
全
く
の
「
メ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
な
の
だ

が
、
そ
の
歌
詞
は
純
然
た
る
キ
リ
ス
ト
教
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
80
年
代
に
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
を
中
心
に
活
躍
し
た
「
ス
ト
ラ
イ

パ
ー
」
の
‶In G

od W
e Trust

"（「
我
神
を
信

ず
」）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曲
を
聴
い
て
い
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の

「
ポ
ッ
プ
な
賛

美
歌
」
の
幅
の

広
に
驚
か
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

６
．A

m
y G
rant

　

Styper

ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
明
確
に
ポ

ッ
プ
路
線
で
神
様
を
賛
美
す
る
道
を
進
ん
で
き

た
代
表
格
はA

m
y G

rant

だ
。
１
９
８
２
年

に
は
ア
ル
バ
ム
‶Age to A

ge

"が
キ
リ
ス
ト
教

関
係
の
楽
曲
と
し
て
は
異
例
の
１
０
０
万
枚
を

売
り
上
げ
、
注
目
を
集
め
た
。
後
に
こ
の
ア
ル

バ
ム
は
「
プ
ラ
チ
ナ
デ
ィ
ス
ク
」
と
な
る
の
で

あ
る
。

７
．「
賛
美
歌
は
昔
か
ら
ポ
ッ
プ
だ
っ
た
？
」

　

こ
う
し
た
「
ポ
ッ
プ
な
賛
美
歌
」
が
今
、
世

界
中
で
若
者
の
心
を
掴
ん
で
い
る
こ
と
を
、（
私

も
含
め
て
）
伝
統
的
な
教
会
が
「
非
伝
統
的
」

と
理
由
で
無
視
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
が
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼
拝
音
楽
は
い
つ
で
も
「
ポ

ッ
プ
」
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
基
本
的

に
「
同
時
代
性
」
や

「
大
衆
性
」
を
も
っ

て
い
た
は
ず
な
の
で

あ
る
。
バ
ッ
ハ
し
か

り
、
マ
ル
チ
ン
・
ル

タ
ー
し
か
り
、
ア
イ

ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
し
か
り
な
の
で
あ
る
。
皆
、

そ
の
時
代
時
代
で
、
人
気
の
あ
っ
た
音
楽
ス
タ

イ
ル
や
メ
ロ
デ
ィ
を
採
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
賛

美
歌
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
賛
美
歌
が
単
に
「
荘
厳
」「
神
聖
」
で
あ

る
必
要
は
な
い
は
ず
だ
。
私
た
ち
が
生
き
る
こ

の
時
代
の
音
楽
性
を
取
り
入
れ
た
「
ポ
ッ
プ
な

賛
美
歌
」
も
ま
た
、
今
の
時
代
の
礼
拝
で
歌
わ

れ
て
い
い
は
ず
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
今
日
も
ギ
タ
ー
片
手
に
私
の
「
ポ

ッ
プ
な
賛
美
歌
」
の
研
究
は
続
く
の
で
あ
る
。

並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
「
メ
イ

ン
ラ
イ
ン
教
会
」
に
お
い
て
そ
の
礼
拝
参
加
者

の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ

ら
の
教
会
に
は
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

３
．「
ポ
ッ
プ
な
賛
美
歌
」

　

そ
こ
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
「
ポ
ッ
プ
な
賛
美

歌
」
で
あ
る
が
、
実
は
さ
ほ
ど
み
な
さ
ん
か
ら

遠
く
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
１
９

６
０
年
代
か
ら
日
本
で
流
行
し
た
「
フ
ォ
ー
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」。
少
し
時
期
を
重
ね
な
が
ら

や
っ
て
き
た
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
や
「
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ク
」、「
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
」。
最
近

の
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」
や
「
ラ
ッ
プ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
日
常
的
に
耳
に

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
種
々
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
。

聴
い
た
感
じ
は
あ
の
手
の
音
楽
だ
と
思
っ
て
い

た
だ
い
て
構
わ
な
い
。
た
だ
、
い
わ
ゆ
る
「
世

俗
」
の
音
楽
と
は
決
定
的
に
「
歌
詞
」
が
違
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
を
聴
い

て
い
る
限
り
で
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
ひ
と

た
び
歌
詞
に
目
を
や
る
と
そ
れ
ら
の
曲
が
「
賛

美
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
「
一
目
瞭
然
」
と
な
る
、

と
い
う
具
合
な
の
で
あ
る
。

４
．
ジ
ー
ザ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

こ
れ
ら
の
「
ポ
ッ
プ
な
賛
美
歌
」
は
主
に
１

９
６
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
で
若
者
を

中
心
と
し
た
あ
る
種
の
信
仰
復
興
運
動
で
あ
る

「
ジ
ー
ザ
ス
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
か
ら
生
ま
れ

た
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ー
ザ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

関
せき

谷
や

 直
なお

人
と

（大学神学部教授）

賛美歌だって時には
ポップなのである

In God We Trust

「金がものを言う」って言われているけど
もし本当だったら何て言うんだろ
毎日毎日アノ４文字をみている

お金持ち、貧乏人
でも天国はちゃんと正しい選択をする人
達のもの
お金なんかを信用しちゃいけないよ
だめになっちゃうよ（何度も何度も）

神を信じなさい
彼をこそ私たちは信じなきゃ
（彼だけがただ一つの道）
神を信じなさい
彼のひとりを受け入れなきゃ
（明日じゃ遅すぎるよ、今日イエスを受け
入れよう！）

Age to Age

肩には車輪
誰かさんの身勝手な利益のために
何の余地もなく
人は働き
鉄の玉と鎖のように怒りを背負う
灼熱の太陽はすぐに沈み
そこには自由の歌が
一日の終わりに彼らの歌を聞いた
聖なる人に捧げるその歌は

導いてください
導いてください
あなたのもとへ通じる
川の流れへと
導いてください
導いてください
用意されているはずの救済と
安楽を求めて──お導きを
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企
業
経
営
を
会
計
か
ら
検
討
す
る
必
要
性

　
「
私
の
専
門
分
野
は
管
理
会
計
で
す
！
」
と

説
明
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
研
究
領
域
な
の
か
、

な
か
な
か
見
当
が
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
私
が

所
属
す
る
商
学
部
に
お
い
て
も
、「
管
理
会
計

で
は
ど
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
か
？
」
と
い

う
こ
と
を
学
生
か
ら
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
私
は
、「
お
お
ま
か
に
管
理

会
計
は
、
会
計
の
視
点
か
ら
企
業
経
営
を
検
討

す
る
学
問
領
域
で
す
。」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
は
存
続
す
る
た
め
に
、
継
続
的
に
利
益

を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
利
益
は
、
企
業
に

入
っ
て
く
る
お
金
で
あ
る
収
益
か
ら
、
収
益
を

出
す
た
め
に
企
業
が
使
っ
た
お
金
で
あ
る
費
用

を
差
し
引
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
収

益
が
費
用
を
上
回
れ
ば
利
益
が
出
て
、
資
本
が

企
業
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
収
益
と
費
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
た
と
え
多
く
の
お
客
さ
ん
が
製
品

を
購
入
し
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
商
品
を
製
造

し
、
販
売
す
る
の
に
か
か
る
費
用
が
そ
れ
以
上

に
か
か
っ
て
し
ま
え
ば
利
益
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
製
品
の
材
料
を
安
い
も

の
に
変
え
て
製
造
に
か
か
る
費
用
を
下
げ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
客
さ
ん
が
製
品
を

買
わ
な
く
な
れ
ば
、
収
益
が
上
が
ら
ず
、
利
益

し
利
益
の
計
画
値
を
部
門
ご
と
に
設
定
し
、
計

画
値
を
達
成
す
る
よ
う
に
従
業
員
に
も
と
め
ま

す
。
特
に
規
模
の
大
き
い
経
営
者
層
は
、
一
人

ひ
と
り
の
従
業
員
の
活
動
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
各
部
署
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
割
り
当
て
た
収
益
、
費
用
、
利
益
の

実
績
値
の
趨
勢
を
見
な
が
ら
経
営
判
断
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
計
数
値
が
一
人
歩
き
す
る
危
険
性

　

収
益
、
費
用
、
利
益
と
い
っ
た
会
計
数
値
を

把
握
し
て
経
営
判
断
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
会
計
数
値
の
み
で
意
思
決
定
す
る
こ
と
は

危
険
で
す
。
そ
れ
は
会
計
数
値
を
み
て
も
、
そ

の
背
後
に
あ
る
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ず
、
実
態
に
即
さ
な
い
意
思
決
定

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
と
え

赤
字
を
出
し
て
い
る
店
舗
に
改
善
す
る
余
地
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
会
計
数
値
だ
け
で
み
る
と

企
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
閉
店
と
い
う

判
断
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
思

決
定
を
続
け
る
と
、
店
舗
を
建
て
て
は
す
ぐ
撤

退
す
る
こ
と
と
な
り
、
か
え
っ
て
企
業
の
利
益

を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
計
数
値
の
み
に
基
づ
い
て
指
示
を

出
し
て
も
具
体
的
な
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
営
業
部
門
に
お
い
て
、
部
下
が
（
収
益

で
あ
る
）
売
上
高
の
今
期
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
１
０
０
０
万
円
不
足
し
て
お
り
、
ど
の

よ
う
に
達
成
す
る
か
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
し

ま
す
。
こ
の
時
上
司
が
会
計
数
値
だ
け
を
み
て

「
と
り
あ
え
ず
売
上
高
を
１
０
０
０
万
円
増
や

し
な
さ
い
。」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
も
、

さ
ら
に
部
下
を
追
い
込
む
だ
け
で
、
収
益
は
向

上
し
ま
せ
ん
。
こ
の
局
面
で
必
要
な
こ
と
は
、

１
０
０
０
万
円
売
上
高
を
増
や
す
た
め
に
、
ど

の
顧
客
に
焦
点
を
当
て
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
部

下
と
と
も
に
考
え
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
で
あ
る
は
ず
で
す
。

会
計
数
値
を
う
ま
く
活
用
す
る
に
は

　

会
計
数
値
は
、
経
営
活
動
の
結
果
を
示
す
と

い
う
利
点
が
あ
る
も
の
の
、
企
業
内
の
活
動
を

見
え
に
く
く
す
る
、
具
体
的
な
改
善
策
を
示
さ

な
い
と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

会
計
数
値
を
う
ま
く
活
用
す
る
に
は
、
企
業

が
行
っ
て
い
る
活
動
や
企
業
外
部
に
存
在
す
る

重
要
な
情
報
と
結
び
つ
け
て
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
管
理
会
計
分
野
に
お
い
て
、
会
計
数

値
と
会
計
数
値
以
外
の
情
報
を
統
合
す
る
バ
ラ

ン
ス
ト
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
と
い
う
枠
組
み
が
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
現
在
、
バ
ラ
ン
ス

ト
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
関
す
る
研
究
か
ら
派
生

し
て
、
わ
が
国
企
業
に
お
い
て
会
計
数
値
以
外

に
重
視
さ
れ
て
い
る
情
報
と
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
ど
の
よ

う
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
査

し
て
お
り
、
会
計
数
値
と
そ
れ
ら
の
情
報
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
模

索
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
管
理
会
計
は
と
て
も
実
践
的
な

学
問
で
す
。
し
か
し
管
理
会
計
に
関
す
る
教
科

書
の
多
く
で
は
、
基
礎
的
な
内
容
の
理
解
に
焦

点
を
当
て
て
い
る
た
め
に
、
会
計
数
値
を
計
算

す
る
技
術
が
主
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
そ
の
ま
ま
受
講
生
が
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う

と
、
会
計
数
値
の
み
に
よ
る
管
理
に
疑
問
を
抱

か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
危
惧
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
講
義
に
お
い
て
は
、
計

算
技
術
の
習
得
よ
り
も
、
現
実
の
企
業
で
何
が

起
き
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
事
例
な
ど
を
用

い
て
受
講
生
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
受
講
生
が

会
計
数
値
を
う
ま
く
活
用
し
て
、
冷
静
に
経
営

判
断
が
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
企
業
活

動
が
利
益
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
注
視
し
な

け
れ
ば
、
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
（
す
な
わ
ち
赤
字
）

と
な
り
、
企
業
か
ら
資
本
が
流
出
し
、
企
業
の

存
続
が
危
う
く
な
り
ま
す
。

　

企
業
の
規
模
が
比
較
的
小
さ
な
段
階
で
す
と
、

経
営
者
は
お
金
の
流
れ
を
直
接
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
ん
だ
ん
規

模
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
と
、
お
金
の
流
れ

を
把
握
で
き
な
く
な
り
、
本
当
に
儲
か
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
企
業
の
規
模
が
大
き
く
な
り
ま
す
と
、

従
業
員
の
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
業
務
が
分

業
化
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
従
業
員
の
業
務
が

ど
の
よ
う
に
企
業
の
利
益
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
の
か
が
不
明
瞭
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

各
業
務
が
利
益
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か

が
見
え
な
く
な
る
と
、
例
え
ば
、
工
場
に
お
い

て
、
品
質
を
向
上
す
る
と
い
う
目
的
で
必
要
以

上
に
設
備
投
資
を
お
こ
な
っ
た
り
、
営
業
担
当

者
が
よ
り
多
く
の
製
品
を
販
売
す
る
た
め
に
お

客
さ
ん
に
対
し
て
大
幅
な
値
引
き
を
実
行
し
た

り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
大
多
数

の
企
業
は
、
管
理
会
計
の
代
表
的
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
予
算
管
理
を
採
用
し
、
毎
年
、
目
標
利

益
額
を
達
成
す
る
た
め
に
、
収
益
、
費
用
な
い

河
かわ

合
い

 隆
たか

治
はる

（大学商学部准教授）

会計の視点から
企業経営を検討する
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マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
は

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
と
い
う
金
属
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。G

oogle

に
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」

と
打
ち
込
む
とw

ikipedia

を
除
く
最
初
の
９

件
は
、
栄
養
素
ミ
ネ
ラ
ル
と
し
て
の
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
に
関
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
酸
化
物
で
あ
る
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
便
秘
薬
と
し
て
知
ら
れ
、
最
近
は
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
も
な
っ
て
お
り
、
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
ど
う
も
世
間
で
は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
は
体
内
に
取
り
込
む
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
金
属
の
研
究
者
で
あ
る
私

に
と
っ
て
は
、
愛
す
べ
き
立
派
な
構
造
材
料
の

一
つ
で
す
。

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
実
用
金
属
材
料
中
最
も

低
密
度
で
あ
り
、
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
な
ど
に
使

わ
れ
る
鉄
鋼
材
料
の
１
／
４
、
新
幹
線
の
ボ
デ

ィ
に
使
わ
れ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
２
／
３

の
重
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
モ
バ
イ
ル
情
報
機
器
の
筐
体
に
広

く
使
わ
れ
、
私
達
の
持
ち
運
ぶ
機
器
の
軽
量
化

に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
軽
い
、

と
い
う
こ
と
は
我
々
の
身
近
な
生
活
を
便
利
に

の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
作
製
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、
以
下
の
３
つ
の
手
順
で
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
を
作
製
し
ま
し
た
。
①
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

を
他
の
合
金
元
素
と
一
緒
に
炉
の
中
で
溶
か
し
、

そ
れ
を
鋳
込
む
（
溶
け
た
金
属
を
型
に
入
れ
て

固
め
る
）。
②
鋳
込
ん
だ
金
属
を
フ
ラ
イ
ス
盤

で
形
を
整
え
、
プ
レ
ス
で
板
状
に
押
し
出
す
。

③
押
し
出
し
た
板
を
さ
ら
に
切
断
、
形
を
整
え
、

圧
延
機
を
用
い
て
薄
い
板
状
（
１
㎜
程
度
）
に

加
工
す
る
。
ど
の
手
順
も
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
自
分
に
は
な
じ
み
が
薄
く
、

し
か
も
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
変
形
し
に
く
い
の
で
、

圧
延
機
で
板
を
作
る
際
に
よ
く
割
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
計
算
機
の
中
で
原
子
や
電
子
の
挙
動

を
解
析
し
て
い
た
私
は
、
現
実
の
世
界
で
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
と
向
き
合
い
、
彼
ら
の
扱
い
に
く

さ
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
実
際
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
を
実
験

的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
得
意
分
野

で
あ
っ
た
モ
デ
ル
化
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
ど
う
す
れ
ば
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
も
っ
と
よ
く
で
き
る
か
」
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
が
変
形
し
に
く
い
理
由
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が

腐
食
し
や
す
い
理
由
な
ど
様
々
な
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
に
関
す
る
勉
強
を
し
、
仮
説
を
立
て
、
そ
れ

を
検
証
し
て
い
く
作
業
に
没
頭
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
作
業
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
た
く
さ

ん
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
短
所
・
扱
い
に
く
さ
こ

そ
が
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
魅
力
で
は
な
い
か
、

と
思
い
始
め
た
の
で
す
（
そ
う
思
い
込
む
し
か

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
）。
軽

い
と
い
う
素
晴
ら
し
い
長
所
を
有
し
な
が
ら
、

多
く
の
短
所
を
持
つ
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
愛
お
し

く
思
い
、
何
と
か
世
の
中
で
た
く
さ
ん
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
同
志
社
大
学
に
移
っ

て
か
ら
も
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
研
究
し
続
け
て
い

ま
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
手
入
れ

　

そ
の
軽
さ
で
私
達
の
暮
ら
し
を
便
利
に
し
て

く
れ
て
い
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
た
く
さ
ん
の

「
手
入
れ
」
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
加

工
し
や
す
く
、
壊
れ
に
く
く
す
る
た
め
の
合
金

設
計
、
組
織
制
御
の
た
め
の
加
工
熱
処
理
、
錆

び
を
防
ぐ
た
め
の
表
面
処
理
や
塗
装
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
手
間
を
か
け

て
、
手
入
れ
を
し
て
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
世
の
中

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
、
素
晴
ら
し
い

た
く
さ
ん
の
長
所
を
有
し
な
が
ら
も
未
熟
な
子

ど
も
を
、
み
ん
な
で
育
て
て
い
る
よ
う
な
感
覚

で
す
。
素
晴
ら
し
い
長
所
が
あ
れ
ば
、
多
少
の

短
所
が
あ
っ
て
も
周
り
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
。
今
ま
で
の
画

一
的
な
、
工
業
的
な
教
育
か
ら
、
個
人
に
焦
点

を
当
て
た
、
多
様
性
の
富
ん
だ
教
育
へ
の
遷
移

は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
「
手
入
れ
」
に
よ
り
実

現
で
き
る
こ
と
を
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
示
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
人
は
、
昔
か
ら
モ
ノ
を
「
手
入

れ
」
し
て
使
っ
て
き
ま
し
た
。
服
が
破
れ
れ
ば

繕
い
、
器
が
割
れ
れ
ば
継
ぎ
、
何
か
が
壊
れ
た

時
に
手
を
入
れ
、
ま
た
は
壊
れ
る
前
に
手
を
入

れ
て
、
手
を
か
け
て
モ
ノ
を
大
切
に
使
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
手
入
れ
に
価
値
を
感

じ
、
そ
の
侘
び
寂
び
の
美
を
日
本
人
は
感
じ
て

き
た
の
で
す
。「
手
入
れ
」
す
る
こ
と
で
使
わ

れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
こ
の
日
本
人
と
し
て

の
精
神
性
を
私
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
研
究
す
る
こ
と
で
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
「
手
入
れ
」

し
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
上
記
の
よ
う
な

こ
と
を
感
じ
、
実
は
自
分
が
手
入
れ
さ
れ
て
き

た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
手

入
れ
し
な
が
ら
手
入
れ
さ
れ
、
研
究
・
教
育
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
動
車
、
新
幹
線
、
航

空
機
に
適
用
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
燃
費
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
）
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
、
大
型
輸
送
機
器
の
一
部
の
部
品
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
ボ
デ
ィ
な
ど
の
大
型
構
造

部
材
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
非
常
に
手
の

か
か
る
金
属
で
あ
る
た
め
で
す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
は
、
金
属
の
中
で
も
変
形
し
に
く
く
、
製
品

の
形
に
加
工
す
る
の
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
非
常
に
錆
び
や
す
い
の
で
、
製
品
と
し

て
使
う
と
き
は
表
面
処
理
や
塗
装
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
実
用
金
属
材
料

中
最
も
軽
い
、
と
い
う
長
所
を
有
し
な
が
ら
、

非
常
に
多
く
の
短
所
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の

で
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
私

　

私
が
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研
究
を
始
め
た
の
は
、

前
職
の
研
究
所
に
入
所
し
て
す
ぐ
の
こ
と
で
し

た
。
私
は
、
博
士
課
程
で
は
分
子
動
力
学
法
と

第
一
原
理
計
算
（
と
言
っ
て
も
密
度
汎
関
数
法
）

を
用
い
て
金
属
の
原
子
・
電
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
研
究

所
で
最
初
に
行
っ
た
こ
と
は
、
評
価
す
る
た
め

湯
ゆ

浅
あさ

 元
もと

仁
ひろ

（大学理工学部助教）

手のかかる　マグネシウムを
手入れする
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私
は
ド
イ
ツ
語
教
員
で
も
あ
り
、
ド
イ
ツ

文
学
・
思
想
の
研
究
者
で
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
一
般
の
ド
イ
ツ
文
学
者
と
は
違
う
領

域
、「
翻
訳
の
思
想
（
史
）」
を
主
な
研
究
分
野

と
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
翻
訳
研
究　

Translation Studies

」
と
い
う
便
利
な
名
前

が
発
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
翻
訳
と
い
う
の
は
外
国
語
が
読
め

な
い
人
た
ち
の
た
め
の
、
一
時
し
の
ぎ
の
、
便

法
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
立
場
か
ら
す
る
と
、
翻
訳
は
同
じ
こ
と
を
二

度
、
し
か
も
原
作
よ
り
劣
化
さ
せ
て
言
う
た
め

の
「
必
要
悪
」
の
ひ
と
つ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
「
翻
訳
研
究
」

　

し
か
し
翻
訳
と
い
う
現
象
を
と
ら
え
る
に
は

別
の
観
点
も
あ
り
ま
す
。「
翻
訳
」
を
、
異
文

化
を
受
け
入
れ
る
際
の
特
殊
な
仕
組
み
と
捉
え

る
観
点
で
す
。
日
本
の
明
治
維
新
期
の
よ
う
に
、

異
邦
の
文
物
が
一
挙
に
移
入
さ
れ
た
場
合
、
日

本
人
は
そ
れ
ら
の
異
質
さ
を
ど
う
処
理
し
た
の

か
、
つ
ま
り
ど
う
翻
訳
し
た
の
か
、
と
い
う
観

点
か
ら
翻
訳
を
考
え
直
し
て
み
る
の
で
す
。

　

こ
の
分
野
の
大
先
達
、
故
柳
父
章（
や
な
ぶ
・

あ
き
ら
）
先
生
に
は
「
カ
セ
ッ
ト
効
果
」
と
い

う
術
語
が
あ
り
ま
す
。「
カ
セ
ッ
ト
」
と
は
「
宝

私
の
「
翻
訳
研
究
」

　

私
は
柳
父
先
生
の
よ
う
な
日
本
語
の
「
翻
訳

語
成
立
事
情
」
を
考
察
す
る
方
向
に
は
向
か
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ル
タ
ー
以
来
、
ド
イ
ツ
に
は

異
邦
の
文
物
の
ド
イ
ツ
語
へ
の
移
植
に
よ
り
文

化
を
形
成
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
ド
イ
ツ
の
翻
訳
論
考
察
を
通
じ

て
近
代
ド
イ
ツ
精
神
史
を
描
く
」
こ
と
が
私
の

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
二
冊
の
書

籍
を
成
果
と
し
て
世
に
送
り
出
せ
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
系
翻
訳
論
の
集
成
『
思
想
と
し
て
の
翻
訳
』

（
２
０
０
８
年　

白
水
社
）
と
翻
訳
論
の
内
的

な
関
連
を
考
察
し
た
『
翻
訳
の
思
想
史
』（
２

０
１
１
年　

晃
洋
書
房
）
で
す
。
た
だ
し
私
自

身
が
文
学
や
思
想
の
研
究
者
で
あ
る
た
め
、
世

俗
文
書
の
翻
訳
論
ば
か
り
が
対
象
で
し
た
。

　

し
か
し
聖
書
翻
訳
者
ル
タ
ー
に
は
、
ド
イ
ツ

の
文
人
、
思
想
家
が
言
及
す
る
有
名
な
「
翻
訳

者
の
手
紙
」
が
あ
り
ま
す
。
ル
タ
ー
は
新
約
聖

書
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
出
版
し
た
際
、
原
典
に
は

な
い
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
非
難
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
三
章
二

八
節
の
こ
と
で
す
。「
人
が
義
と
さ
れ
る
の
は

律
法
の
行
い
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
信
仰
に
よ

る
」
と
い
う
部
分
に
「
た
だ
〜
の
みallein

」

と
い
う
語
を
加
え
、「
た
だ
信
仰
に
よ
る
の
み
」

と
ル
タ
ー
は
訳
し
ま
す
。
確
か
に
ギ
リ
シ
ア
語

原
文
に
も
、
ラ
テ
ン
語
聖
書
に
も
そ
の
よ
う
な

単
語
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
ル
タ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
は
存
在
し
な
い
言
葉
を
付
け
加
え
た
の
で

し
た
。
ル
タ
ー
は
「
人
が
一
方
を
肯
定
し
他
方

を
否
定
す
る
二
つ
の
事
柄
を
述
べ
よ
う
と
す
る

場
合
」
に
は
、
ド
イ
ツ
語
で
は
「
た
だ
〜
の
み
」

を
用
い
る
の
が
普
通
な
の
だ
と
抗
弁
し
、
ド
イ

ツ
語
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
引
き
合
い
に
出
し
ま
す
。

し
か
し
手
紙
を
読
み
進
め
る
と
ル
タ
ー
の
意
図

は
別
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ル
タ
ー
は

パ
ウ
ロ
が
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
に
関
し
て
述

べ
た
部
分
を
引
用
し
、「
た
だ
こ
の
信
仰
の
み
が
、

す
べ
て
の
行
い
を
抜
き
に
し
て
、
こ
の
死
と
復

活
を
と
ら
え
る
」
と
述
べ
ま
す
。
ル
タ
ー
の
訳

語
選
択
は
、
ド
イ
ツ
語
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で

は
な
く
、
信
仰
と
い
う
強
固
な
思
想
ゆ
え
な
の

で
す
。
ま
る
で
自
分
の
翻
訳
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
以

上
に
信
仰
の
真
実
を
伝
え
る
の
だ
、
と
言
わ
ん

ば
か
り
で
す
。

　
「
七
十
人
訳
聖
書
」
と
よ
ば
れ
る
伝
説
的
な

翻
訳
聖
書
も
、
旧
教
が
ル
タ
ー
を
批
判
す
る
根

拠
と
し
た
ラ
テ
ン
語
訳
聖
書
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

以
上
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
（
加
藤
哲
平
『
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
の
聖
書
翻

訳
』
２
０
１
８　

教
文
館
に
よ
る
）。
翻
訳
が

信
仰
と
い
う
場
に
登
場
す
る
や
い
な
や
、
そ
れ

が
言
語
上
の
変
換
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

教
養
科
目
「
比
較
言
語
文
化
論
」

　

翻
訳
に
は
翻
訳
者
の
思
想
、
翻
訳
す
る
文
化

の
思
想
が
反
映
さ
れ
ま
す
。
文
学
作
品
な
ど
の

世
俗
文
書
で
は
そ
の
反
映
は
目
立
た
ち
ま
せ
ん

が
、
宗
教
文
書
で
は
こ
の
思
想
の
存
在
が
際
立

ち
ま
す
。
む
し
ろ
こ
う
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
欧
世
界
の
翻
訳
の
思
想
の
お
お
も
と
に
あ
る

の
は
聖
書
翻
訳
の
思
想
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
世

俗
文
書
の
翻
訳
思
想
に
反
映
さ
れ
て
い
る
、
と
。

　

ド
イ
ツ
語
授
業
を
し
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
を

考
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
私
の
在
職
最
終

年
に
な
り
ま
す
。
何
よ
り
幸
運
に
思
え
る
の
は
、

こ
の
最
終
年
に
京
田
辺
校
地
で
、
教
養
講
義
科

目
「
比
較
言
語
文
化
論
」
を
聖
書
学
者
、
宮
田

玲
さ
ん
と
共
同
で
運
営
で
き
た
こ
と
で
す
。
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
聖
書
と
翻
訳
」
で
し
た
。
日

本
の
聖
書
翻
訳
の
文
化
的
な
意
義
や
問
題
点
な

ど
引
き
続
き
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
し

て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
掲
げ
る
本
学

に
は
う
っ
て
つ
け
の
教
養
科
目
と
申
せ
ま
し
ょ

う
。

石
箱
」
の
こ
と
で
、
中
に
何
が
入
っ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
、
だ
が
と
て
も
魅
力
的
に
見
え
る

翻
訳
語
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
作

家
ゲ
ー
テ
の
翻
訳
に
は
こ
ん
な
訳
語
が
出
て
き

ま
す
。
と
あ
る
劇
団
の
座
長
が
回
顧
し
て
曰
く
、

か
つ
て
の
ド
イ
ツ
演
劇
界
で
は
「
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
風
の
馬
鹿
げ
た
台
詞
回
し
」
が
支
配
的

だ
っ
た
、
と
。「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
風
」
と
は
、

し
か
し
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
古
代
地
中
海

世
界
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
な
ら
、
ギ
リ
シ
ア

語
風
の
台
詞
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
エ
ジ
プ

ト
風
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
判
然
と
し
な
い
の
で
す

が
、
中
身
が
わ
か
ら
な
い
分
だ
け
異
国
情
緒
は

感
じ
ら
れ
ま
す
。
実
は
こ
れ
、
文
学
史
的
に
は

バ
ロ
ッ
ク
時
代
（
一
七
世
紀
）
の
詩
形
「
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ー
ナ
ー
」
の
こ
と
で
、
か
つ
て
は

盛
ん
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
「
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ラ
ン
」
を
模
し
た
詩
形
で
す
が
、

冗
長
さ
が
嫌
わ
れ
ド
イ
ツ
で
は
使
わ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ゲ
ー
テ
翻
訳
の
場
合
、
翻
訳
者
が
異

国
情
緒
の
再
現
を
優
先
し
た
た
め
、
思
い
も
よ

ら
ず
「
カ
セ
ッ
ト
効
果
」
に
頼
っ
た
翻
訳
を
し

ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

三
み

ッ
つ

木
き

 道
みち

夫
お

（大学グローバル・コミュニケーション学部教授）

翻訳の思想、思想の翻訳
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奇
妙
な
現
象
と
の
出
会
い

　

わ
た
し
は
「
食
品
物
性
学
」
と
い
う
研
究
室

で
教
育
・
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、

「
か
た
い
」「
ね
ば
り
が
あ
る
」
と
い
っ
た
食
品

の
物
理
的
側
面
を
調
べ
、
お
い
し
さ
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
研
究
室
で
す
。

１
９
９
０
年
代
半
ば
に
着
任
後
の
数
年
間
は
、

「
小
麦
粉
を
使
わ
ず
に
、
小
麦
粉
麺
と
同
様
の

物
理
的
性
質
を
持
つ
麺
を
開
発
す
る
」
な
ど
、

既
定
路
線
の
研
究
を
学
生
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
と
き
、
同
僚
の
先
生
か
ら
「
澱

粉
に
ア
ル
カ
リ
を
加
え
る
と
、
室
温
で
も
糊
（
の

り
）
に
な
る
ら
し
い
。
加
工
食
品
に
使
え
る
結

着
剤
に
な
ら
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
ま

ず
はN

aO
H

溶
液
を
加
え
た
澱
粉
分
散
液
の

粘
度
が
等
温
で
ど
の
よ
う
に
時
間
変
化
す
る
か

（
速
度
過
程
）
を
調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
通

常
の
熱
水
糊
化
で
示
さ
れ
る
凸
型
粘
度
―
時
間

デ
ー
タ
と
異
な
り
、
凹
か
ら
凸
型
へ
移
行
す
る

Ｓ
字
型
粘
度
―
時
間
デ
ー
タ
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
予
想
外
の
現
象
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

元
々
、
理
論
物
理
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
わ
た

し
は
、
加
工
食
品
へ
の
応
用
よ
り
も
、
純
粋
に

こ
の
奇
妙
な
現
象
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

実
験
デ
ー
タ
群
を
包
括
的
に
分
類
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
指
数
の
値
が
、
糊
化
中
の
分
散
液
に

お
け
る
「
糊
化
部
と
未
糊
化
部
の
協
同
性
」
や

「
糊
化
部
の
孤
立
性
」
の
程
度
と
対
応
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

非
一
様
速
度
解
析

　

化
学
反
応
を
扱
う
速
度
論
で
は
、
通
常
、
速

度
定
数
は
反
応
中
、
一
定
と
仮
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
澱
粉
粒
内
部
は
硬
い
結
晶
相
や
柔
ら

か
い
非
晶
相
が
交
代
的
に
現
れ
る
複
雑
な
多
層

構
造
を
な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

水
や
イ
オ
ン
が
侵
入
し
て
、
内
部
を
破
壊
し
続

け
る
糊
化
進
行
に
お
い
て
、
速
度
定
数
の
一
様

性
が
保
証
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
実
験

デ
ー
タ
を
眺
め
る
と
、
速
度
定
数
が
大
き
く
な

っ
た
り
、
小
さ
く
な
っ
た
り
す
る
兆
候
が
見
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
速
度
定
数
の
段
階
的
変
化
を

許
容
す
る
新
し
い
解
析
手
続
き
を
考
案
し
、
デ

ー
タ
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
澱
粉
糊
化

に
お
け
る
速
度
定
数
の
非
一
様
な
進
化
過
程
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
へ

　

こ
の
よ
う
な
実
験
お
よ
び
理
論
研
究
を
通
し

て
感
じ
る
面
白
さ
は
、
澱
粉
分
散
液
の
粘
度
と

い
う
巨
視
的
な
観
測
量
し
か
扱
っ
て
な
い
の
に
、

そ
の
時
間
変
化
を
丹
念
に
調
べ
、
理
論
的
に
解

析
・
考
察
す
る
と
、
澱
粉
の
内
部
構
造
の
複
雑

さ
や
イ
オ
ン
と
の
相
互
作
用
、
複
合
体
形
成
、

糊
化
部
と
未
糊
化
部
の
協
同
性
や
孤
立
性
と
い

っ
た
、
微
視
的
な
側
面
が
姿
を
現
す
こ
と
で
す
。

澱
粉
ワ
ー
ル
ド
の
豊
か
さ
、
奥
深
さ
を
示
し
て

い
ま
す
。

学
生
の
教
育
：
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
発
想

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
で
は
、
理
論
的
側
面
を

私
が
押
し
進
め
、
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
実
験
を

実
行
し
ま
す
。
学
生
に
デ
ー
タ
解
析
を
実
行
さ

せ
る
場
合
も
あ
り
、
彼
女
ら
は
立
派
な
共
同
研

究
者
で
す
。
そ
の
実
力
を
担
保
す
る
た
め
に
、

生
活
科
学
概
論
（「
情
報
処
理
と
レ
ポ
ー
ト
」）、

数
学
と
物
理
、
情
報
処
理
、
食
品
物
性
学
、
食

品
加
工
・
物
性
学
実
験
、
食
物
英
書
講
読
と
い

っ
た
、
わ
た
し
が
担
当
す
る
（
全
学
年
に
わ
た

る
）
全
授
業
内
容
を
互
い
に
リ
ン
ク
さ
せ
、
文

理
両
面
、
理
論
・
実
践
両
面
で
鍛
え
上
げ
ま
す
。

個
々
の
科
目
教
育
は
学
生
が
消
化
で
き
る
範
囲

に
留
め
つ
つ
、
全
体
と
し
て
は
高
い
も
の
を
目

指
し
ま
す
。

　

講
義
科
目
で
は
、
授
業
が
一
方
通
行
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ク
リ
ッ
カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
実
験
科
目
で
は
少
数
の
レ
ポ
ー
ト
を
徹
底

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
評
価
で
は
「
言
葉
と

論
理
」
を
す
べ
て
の
面
で
重
視
し
ま
す
。
他
方
、

実
験
科
目
の
加
工
食
品
の
製
造
に
お
い
て
は
、

結
果
に
責
任
を
持
た
せ
、
厳
し
く
試
食
評
価
す

る
も
の
の
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
学
生

の
自
主
的
な
判
断
や
自
由
な
思
考
に
委
ね
ま
す
。

パ
ン
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
微
生
物

利
用
お
よ
び
脂
質
性
冷
蔵
食
品
に
属
し
ま
す
が
、

こ
ち
ら
が
提
示
す
る
特
定
の
課
題
に
沿
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
２
０

１
８
年
度
春
学
期
前
半
ク
ラ
ス
の
課
題
の
一
つ

は
「
サ
ッ
カ
ー
・
ロ
シ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
便

乗
商
品
と
し
て
の
パ
ン
」
で
し
た
。
今
回
の
出

場
国
に
ち
な
ん
だ
「
お
い
し
い
、
売
れ
そ
う
な
」

パ
ン
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
必
然
的
に
各

国
の
（
食
）
文
化
を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
「
男
性
消
費
者
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
で
す
。
こ
れ

は
女
子
大
生
に
と
っ
て
、
意
外
に
難
し
い
課
題

だ
っ
た
よ
う
で
、
明
ら
か
に
男
性
の
好
み
を
誤

解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
商
品
が
続
出
し
ま
し

た
。
標
準
的
な
製
造
法
だ
け
が
実
験
テ
キ
ス
ト

に
記
載
さ
れ
、
自
分
の
目
的
に
応
じ
て
ア
レ
ン

ジ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
自
分
た

ち
で
試
行
錯
誤
し
、
考
え
抜
く
プ
ロ
セ
ス
が
貴

重
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
己
完
結
で
き
る
可
能
性

　

物
理
学
の
世
界
で
は
、
少
数
の
未
解
明
現
象

に
多
く
の
理
論
屋
が
挑
み
、
激
し
い
競
争
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
。
自
然
に
、「
実
験
」
と
「
理
論
」、

「
現
象
論
」
と
「
本
質
論
」
と
専
門
分
化
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
現
象
は
自
分
の
研
究
室
で
見

つ
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
の
現
象
と
の
出

会
い
を
「
実
験
に
よ
る
現
象
の
発
見
か
ら
そ
の

理
論
的
解
明
ま
で
を
自
己
完
結
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
」
と
新
鮮
な
気
持
ち
で
捉
え

ま
し
た
。

べ
き
乗
則
型
モ
デ
ル

　

ま
ず
、
こ
の
Ｓ
字
型
の
粘
度
―
時
間
デ
ー
タ

系
列
を
記
述
で
き
る
数
学
的
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
従
来
の
速
度
モ
デ
ル

は
、
凸
型
の
粘
度
―
時
間
曲
線
し
か
与
え
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
モ
デ
ル
に
現
れ
る
粘
度
変
数
を

全
部
、
逆
数
に
し
た
と
こ
ろ
、
典
型
的
な
Ｓ
字

型
粘
度
―
時
間
曲
線
が
導
か
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
験
で
得
ら
れ
る
Ｓ
字
型
粘
度
―
時
間
デ

ー
タ
は
糊
化
の
条
件
（
温
度
や
ア
ル
カ
リ
濃
度

な
ど
）
に
よ
っ
て
、
凹
部
と
凸
部
の
バ
ラ
ン
ス

が
微
妙
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
逆
数
型

を
一
般
化
し
て
、
べ
き
乗
型
に
し
た
と
こ
ろ
、

べ
き
指
数
の
値
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

山
やま

本
もと

 寿
ひさし
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は
じ
め
に

　

小
学
生
の
頃
か
ら
、
暇
が
あ
れ
ば
図
書
館
や

本
屋
に
通
い
、
寝
食
を
惜
し
ん
で
本
を
読
ん
で

い
る
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。
読
書
は
、
一
人

で
黙
々
と
活
字
を
追
う
個
人
的
な
活
動
で
あ
り

な
が
ら
、
時
間
や
空
間
を
超
え
て
著
者
と
対
話

す
る
、
一
人
で
は
な
し
え
な
い
活
動
で
も
あ
り

ま
す
。
広
い
世
界
の
ど
こ
か
で
、
ま
た
長
い
歴

史
の
中
で
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る

人
が
い
る
と
知
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
喜
び
と
励
ま
し
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
を
選
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
私
が
感
じ

た
読
書
の
楽
し
さ
を
、
ま
だ
そ
れ
を
知
ら
な
い

生
徒
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

は
口
で
言
う
程
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
試
行

錯
誤
の
日
々
で
す
が
、
今
回
は
、
本
校
の
図
書
・

情
報
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
っ
て
い
る
様
々
な
読

書
推
進
活
動
の
中
か
ら
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
何
か
面
白
い
本
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　

学
校
図
書
館
で
司
書
教
諭
と
し
て
働
い
て
い

る
と
、
よ
く
尋
ね
ら
れ
る
質
問
で
あ
り
、
ま
た

答
え
る
の
が
難
し
い
質
問
で
も
あ
り
ま
す
。
私

こ
と
が
難
し
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
生
徒
と
本
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
を
用
意
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
先
述
し
た
突
発
的
な
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
月
一
回
発
行
す
る

広
報
紙
に
よ
る
新
着
図
書
案
内
や
、
季
節
・
学

校
行
事
に
合
わ
せ
た
展
示
、
教
職
員
に
よ
る
読

書
会
な
ど
、
生
徒
と
本
を
つ
な
ぐ
い
く
つ
か
の

取
り
組
み
に
加
え
て
、
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
す
。

知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
本
を
紹
介
し
あ
う

ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
発
表
者
が
読
ん
で
面
白
い
と

思
っ
た
本
を
一
人
５
分
で
紹
介
し
、
３
分
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
参
加
者
が
そ
の
中

か
ら
読
み
た
い
と
思
っ
た
本
を
投
票
し
て
「
チ

ャ
ン
プ
本
」
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
原

型
は
大
学
院
の
研
究
室
の
勉
強
会
で
し
た
が
、

そ
の
後
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に
変
化
し
、
今

で
は
図
書
館
や
学
校
、
書
店
な
ど
で
も
多
く
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
２
０
１
４
年

度
に
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催
で
放
課
後
を

利
用
し
２
回
、
ま
た
２
０
１
８
年
度
は
教
職
員

研
修
会
に
て
１
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
授

業
や
図
書
館
、
行
事
な
ど
様
々
な
形
で
開
催
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
「
人
を
通
し
て
本
を
知

る
。
本
を
通
し
て
人
を
知
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
い
ま
す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

教
育
効
果
と
し
て
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を

５
分
に
ま
と
め
る
構
成
力
や
語
彙
力
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
本
質
は

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本

を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
自
分

の
好
き
な
本
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
あ

る
面
を
紹
介
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本

の
紹
介
に
現
れ
る
発
表
者
の
新
た
な
面
を
知
る

こ
と
も
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
醍
醐
味
で
す
。
本

を
紹
介
す
る
人
へ
の
興
味
が
紹
介
さ
れ
た
本
に

つ
な
が
っ
た
り
、
紹
介
さ
れ
た
本
へ
の
興
味
が

紹
介
し
た
人
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

人
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通
じ
て
新
た
な
世
界

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
本

を
よ
く
読
む
生
徒
に
も
読
ま
な
い
生
徒
に
も
、

本
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
仕
掛
け
と
し
て
、

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通
じ
て
人

の
新
し
い
面
を
知
る
こ
と
で
、
本
だ
け
で
な
く

人
間
関
係
で
も
、
新
し
い
世
界
へ
の
広
が
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

教
育
現
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
は
、
自
発
的
な
参
加
で
は
な
く
強
制
力
を
持

っ
て
し
ま
う
た
め
、
自
分
が
読
ん
で
面
白
い
と

思
っ
た
本
を
選
ぶ
本
来
の
形
を
歪
め
て
し
ま
う

恐
れ
も
あ
り
、
批
判
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本

校
で
お
こ
な
っ
て
き
た
他
の
読
書
推
進
の
取
り

組
み
同
様
、
既
に
図
書
館
に
深
く
親
し
み
幅
広

く
本
を
読
ん
で
い
る
生
徒
の
集
ま
る
場
と
な
っ

て
、
図
書
館
や
読
書
か
ら
遠
い
生
徒
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
努
力
し
な
い
理
由
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
人
工
知
能
と
共
存

す
る
社
会
に
お
い
て
、
人
に
求
め
ら
れ
る
の
は

思
考
力
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
養
う
の

に
読
書
は
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
で
し
ょ
う
。

全
て
の
生
徒
が
読
書
を
第
一
の
趣
味
と
す
る
の

が
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
女
た
ち
の
数

あ
る
楽
し
み
の
一
つ
に
読
書
が
入
っ
て
い
れ
ば

い
い
、
本
を
読
む
こ
と
に
恐
れ
や
嫌
悪
を
抱
か

な
い
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
、
そ
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
読
ん
で
面
白
か
っ
た
本
は
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
質
問
者
に
と
っ
て
面
白
い
か
ど

う
か
、
不
安
に
思
い
な
が
ら
い
く
つ
か
の
タ
イ

ト
ル
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
反
応
は
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
さ
ら
に
詳
し
く
内
容
や
感
想
、
ど
こ
が
面

白
か
っ
た
の
か
を
聞
か
れ
た
り
、
そ
の
本
が
今

借
り
ら
れ
る
か
尋
ね
ら
れ
た
り
す
る
と
、
少
し

ほ
っ
と
す
る
自
分
が
い
ま
す
。
後
日
、
そ
の
本

を
読
ん
だ
感
想
を
伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
さ
ら

に
嬉
し
く
な
り
、
ま
た
本
の
話
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
、
と
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
は
「
読
書
離
れ
」「
活
字
離
れ
」

と
し
ば
し
ば
騒
が
れ
ま
す
。
本
校
で
も
貸
出
冊

数
を
見
る
と
、
90
年
代
は
１
年
に
２
万
冊
を
超

え
て
い
た
も
の
が
、
こ
こ
数
年
は
１
万
冊
程
度

で
じ
り
じ
り
と
下
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

を
た
く
さ
ん
借
り
る
生
徒
の
中
で
も
、
何
度
も

同
じ
本
を
繰
り
返
し
借
り
て
い
た
り
、
小
中
学

生
対
象
の
も
の
か
ら
一
般
文
芸
へ
な
か
な
か
移

行
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
幅
広
く
読
み
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
お
気
に
入
り
の
本
が
あ
る
の
は
よ
い
こ

と
で
す
が
、
や
は
り
新
し
い
世
界
へ
、
よ
り
広

い
世
界
へ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
う
の
が
心

情
で
す
。
し
か
し
、
未
知
の
も
の
に
手
を
出
す

加
か

藤
とう

 美
み

穗
ほ

子
こ

（女子中学校・高等学校司書教諭）

人と本をつなぐ
ビブリオバトル



同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

　

２
０
１
８
年
度
よ
り
全
学
共
通
教
養
教
育
科
目
の
新
た
な
科
目
区
分
と

し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
中
期
行
動
計
画
（
改
訂
版
）
に
掲

げ
ら
れ
た
「
京
都
科
目
」
の
具
体
化
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
の
京
都

移
転
も
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
文
化
庁
の

京
都
移
転
が
決
ま
り
、先
行
し
て
「
地
域
文
化
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

移
転
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
文
化
庁
と
大
学

が
共
同
で
文
化
政
策
研
究
を
行
な
う
新
た
な
試
み
と
し
て
、
同
志
社
大
学

の
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
に
係
る
評
価
と
今
後
の
在
り
方
」
研
究
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
21
世
紀
に
入
る
と
、
文
化
・
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を

活
か
し
た
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
、

２
０
０
４
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
、
文
化
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
」
の

実
現
に
向
け
、「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
国
際
的
動
向
に
応
じ
て
文
化
庁
も
ま
た
、
文
化
・
芸
術
の
持
つ
創
造

性
を
地
域
振
興
、
観
光
、
産
業
振
興
に
領
域
横
断
的
に
活
用
し
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
と
位
置

文
化
の
発
展
」の
ク
ラ
ス
で
は
、池
坊
の
先
生
の
引
率
で
六
角
堂
を
訪
れ
、

華
道
の
発
生
と
歴
史
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
実
作
の
授
業
で
生
け
花
に
自

分
の
想
い
を
託
す
こ
と
を
学
び
ま
す
。「
現
代
町
家
論
」の
ク
ラ
ス
で
は
、

京
都
市
内
や
京
田
辺
市
内
の
町
家
を
見
学
し
て
、
居
住
空
間
を
理
解
し
、

活
用
状
況
を
調
査
し
、
京
町
家
本
来
の
居
住
文
化
を
継
承
す
る
た
め
の
企

画
提
案
を
ま
と
め
ま
す
。「
京
都
の
茶
文
化
」
の
ク
ラ
ス
で
は
、
茶
畑
な

ど
茶
文
化
関
連
施
設
を
訪
れ
、
学
際
的
、
国
際
的
視
点
か
ら
茶
文
化
を
理

解
し
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
魅
力
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
ま
た
、
お
点

前
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
熟
練
者
と
初
心
者
の
脳
波
の

違
い
を
調
べ
る
と
い
っ
た
、
文
理
融
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
な
さ
れ
ま
す
。

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
伝
統
産
業
と
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
伝
統

産
業
の
海
外
展
開
や
ハ
イ
テ
ク
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
る
西
陣
織
の
老
舗
（
株
）
細
尾
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
・
工
房

見
学
、
細
尾
社
長
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
招
聘
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、

文
化
ビ
ジ
ネ
ス
の
日
本
経
済
に
お
け
る
役
割
、
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

引
き
起
こ
す
要
件
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
論
」、「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
み
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
政
策
・
表
象
・
受
容
・
創
造
」、「
現
代
日
本
映
画
」
な
ど
の

ク
ラ
ス
を
展
開
し
て
い
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
科
目
」
で
は
、
ア
ニ
メ
聖

地
巡
礼
や
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
観
光

潮
流
の
変
化
、
様
々
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
現
代
日
本
映
画
の
海
外
で
の

受
容
状
況
、
市
場
規
模
、
発
信
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

　
「
京
都
科
目
」
お
よ
び
留
学
生
と
の
共
修
科
目
を
と
お
し
て
日
本
の
文

化
・
伝
統
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
必
要
な
感

性
、
洞
察
力
、
実
践
知
を
身
に
つ
け
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
科
目
」
で
新

た
な
メ
デ
ィ
ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
芸
術
・
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
の
ち
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
」

に
お
い
て
、
文
化
と
経
済
を
融
合
し
た
創
造
経
済
、
芸
術
・
文
化
が
牽
引

す
る
持
続
可
能
な
経
済
発
展
に
基
づ
く
創
造
都
市
形
成
の
最
新
動
向
と
政

策
課
題
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
有
数
の
創
造

都
市
・
京
都
で
長
ら
く
知
事
を
務
め
ら
れ
た
山
田
啓
二
氏
も
講
師
と
し
て

こ
の
科
目
の
一
部
を
ご
担
当
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
の
学
び
を
通
じ
て
、
日
本
に
新
た

な
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
人
物
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

づ
け
支
援
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
は
、
こ
の

文
化
庁
の
創
造
都
市
政
策
を
参
照
し
つ
つ
、
本
学
の
創
造
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
、
京
都
と
茶
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
研
究
成
果
を
取
り
込
ん
だ
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
は
、
芸
術
・
文
化
に
牽
引
さ
れ
た

経
済
・
産
業
を
基
に
創
造
都
市
を
生
み
出
す
政
策
に
つ
い
て
考
察
す
る「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
」、
京
都
の
伝
統
・
文
化
へ
の
感
性
を

磨
き
、
そ
れ
を
産
業
振
興
、
ま
ち
づ
 く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に

結
び
つ
け
る
方
法
を
思
考
す
る
「
京
都
科
目
」、
現
代
日
本
文
化
の
魅
力

と
可
能
性
を
よ
り
効
果
的
に
海
外
に
発
信
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
創
造
の
あ
り

方
を
探
求
す
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
科
目
」、
日
本
の
伝
統
、
文
化
に
つ

い
て
、
留
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
科
目
か
ら
成
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ス
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
科
目
の
多
く
は
、
理
論
や
知
識
を
教
授
す
る
だ
け
で
な
く
、

伝
統
・
文
化
・
芸
術
の
担
い
手
の
実
践
知
を
扱
う
た
め
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
の
招
聘
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
実
習
な
ど
多
様
な
授
業
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
京
都
科
目
」
の
「
華
道
か
ら
見
る
京
都
の
伝
統

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
と
創
造
都
市

大
学
全
学
共
通
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

髙た
か

木ぎ

繁し
げ

光み
つ

京都の伝統産業に触れるフィールドワーク
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻（
修
士
課
程
）開
設

「
同
志
社
ら
し
い
看
護
学
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
」

女
子
大
学
看
護
学
部
教
授　

岡お
か

山や
ま

寧や
す

子こ 

　

新
島
襄
は
、
新
し
い
世
の
中
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
人
を
養
成
し
た
い
と

い
う
理
想
の
も
と
、
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
、
同
志
社
病
院
・
京
都
看

病
婦
学
校
で
の
診
療
と
看
護
教
育
を
開
始
し
た
。
新
島
の
死
後
、
学
校
は

同
志
社
の
手
を
離
れ
た
が
、
医
師
佐
伯
理
一
郎
に
よ
り
引
き
継
が
れ
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
看
護
の
新
制
度
に
な
る
ま
で
続
い
た
。
そ
う
し
た
足

跡
を
経
て
、
看
護
学
部
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
女
子
大
学
６
番

目
の
学
部
と
し
て
開
設
、
今
年
４
年
目
を
迎
え
た
。
看
護
学
部
で
は
、
新

島
の
医
療
・
看
護
に
対
す
る
志
を
受
け
つ
ぎ
、「
同
志
社
ら
し
い
看
護
学

教
育
と
は
何
か
」
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
質
の
高
い
看
護
職
者
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、
今
、
保
健
医
療
福
祉
分
野
の
最
前
線
で
活
動
す
る
看
護
職
者
に

は
、
現
代
の
多
様
化
し
た
看
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
、
理
論
に
基
づ
い

た
専
門
的
な
知
識
と
技
術
、
態
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、

高
度
実
践
力
を
持
つ
看
護
職
者
の
み
な
ら
ず
看
護
学
の
教
育
研
究
者
の
育

成
が
何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
対
応

し
、
本
学
の
看
護
学
教
育
の
未
来
を
展
望
す
る
た
め
に
、
学
部
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
を
は
か
り
つ
つ
、
看
護
の
指
導
的
役
割
を
担
え
る
人
材
育
成

と
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
統
合
で
き
る
看
護
実
践
力
と
は
、
両
方
の
視
点
を
相
互

補
完
的
に
取
り
入
れ
て
調
和
さ
せ
、
質
の
高
い
看
護
実
践
の
実
現
を
導
く

力
の
こ
と
で
あ
る
。

「
看
護
学
研
究
分
野
」
と
「
助
産
学
実
践
分
野
」
が

教
育
研
究
の
柱

　

教
育
研
究
の
柱
を
「
看
護
学
研
究
分
野
」
と
「
助
産
学
実
践
分
野
」
の

２
分
野
と
し
て
、
修
業
年
限
は
２
年
、
入
学
定
員
は
各
分
野
３
名
の
計
６

名
、
学
位
は
修
士
（
看
護
学
）
で
あ
る
。

　
「
看
護
学
研
究
分
野
」
は
、
さ
ら
に
成
人
看
護
学
と
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル

ス
を
含
む
「
臨
床
看
護
学
領
域
」
と
高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
と
公
衆
衛
生

看
護
学
を
含
む
「
広
域
看
護
学
領
域
」
で
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
で

は
、
個
人
、
家
族
、
地
域
、
環
境
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
健
康
と
疾
病

の
連
続
性
に
着
目
し
た
健
康
増
進
・
維
持
・
回
復
、
さ
ら
に
は
出
生
か
ら

死
に
至
る
ま
で
、
エ
イ
ジ
ン
グ
と
と
も
に
変
化
す
る
人
々
の
健
康
生
活
に

向
け
て
の
支
援
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
担
え
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
「
助
産
学
実
践
分
野
」
で
は
、
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
医
療
環
境
の
大

き
な
変
化
に
対
応
で
き
、
他
の
専
門
職
種
と
の
協
働
な
ど
高
度
な
専
門
職

と
し
て
、
創
造
的
な
助
産
活
動
が
で
き
る
助
産
師
を
育
成
す
る
。
助
産
師

国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
部
教
育
で
は
看
護
師
（
必
修
）
と
保
健
師
（
選
択
）
の
国
家
試
験
受

験
資
格
を
得
る
教
育
課
程
と
な
っ
て
い
る
が
、
助
産
師
教
育
は
学
部
開
設

準
備
段
階
か
ら
、
大
学
院
で
の
教
育
を
考
え
て
き
た
。
と
い
う
の
も
、
近

年
の
少
子
化
や
周
産
期
医
療
・
生
殖
科
学
・
母
子
保
健
等
を
取
り
巻
く
深

刻
な
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
現
状
に
応
え
う
る
、
高
度
で
幅
広
い
助

産
実
践
力
を
有
す
る
助
産
師
を
修
士
課
程
に
お
い
て
じ
っ
く
り
育
成
し
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

新
島
は
、か
つ
て「
病
人
の
苦
痛
を
救
う
」「
熟
練
し
た
看
護
力
を
も
つ
」

「
病
人
の
心
を
慰
め
る
」
こ
と
の
で
き
る
看
護
職
育
成
を
京
都
看
病
婦
学

校
設
立
の
目
的
と
し
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
、
こ
の
３
点
は
、
ま
さ
に
エ
ビ

デ
ン
ス
と
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
統
合
し
た
看
護
実
践
力
育
成
の
必
要
性
を
示
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
学
部
教
育
の
み
な
ら
ず
、
看
護
学
研
究
科
で

の
教
育
研
究
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
真
実
の
「
愛
心
」
を
持
っ
た
、
同
志

社
ら
し
い
看
護
学
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

を
目
指
す
大
学
院
看
護
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
設
置
に
向
け
て
準
備
を

す
す
め
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
４
月
に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
と
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
統
合
で
き
る

看
護
実
践
力
の
育
成

　

看
護
学
研
究
科
で
は
、
理
論
と
方
法
論
に
基
づ
い
た
教
育
研
究
力
、
エ

ビ
デ
ン
ス
と
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
統
合
で
き
る
看
護
実
践
力
を
備
え
、
看
護
現

象
を
探
究
し
、
健
康
と
福
祉
の
向
上
そ
し
て
看
護
学
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
医
療
者
の
経
験
知
や
慣
習

に
頼
る
の
だ
け
で
は
な
く
、
客
観
的
に
実
証
さ
れ
た
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
医
療
を
行
う
「EBM

:Evidence-based m
edicine

、エ
ビ
デ
ン
ス
」

と
、
患
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
病
気
に
な
っ
た
理
由
や
経
緯
、
生
活
背

景
や
考
え
方
、
価
値
観
な
ど
の
「
語
り
」
か
ら
患
者
の
抱
え
て
い
る
課
題

を
全
人
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「N

BM
:N
arrative-based m

edicine

、

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
を
統
合
で
き
る
看
護
実
践
力
を
備
え
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
看
護
実
践
力
と
は
、
専
門
的
判
断
を

含
む
知
識
、
技
術
、
価
値
観
お
よ
び
態
度
の
総
体
で
あ
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス

看護学研究科
看護学専攻
（修士課程）

看護学
研究分野

助産学
実践分野

臨床看護学
研究分野

広域看護学
研究分野

成人看護学

ウイメンズ
ヘルス

高齢者
在宅看護学

公衆衛生
看護学

看護学研究科の分野・領域

授業風景
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

１　

は
じ
め
に

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
て
モ
ノ
づ
く
り
や
科
学
技
術
に
関
す
る
授
業
交
流
を
中

心
に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
本
格
的
に
は
２
０
１
３
年
１
月
よ

り
始
め
、
２
０
１
８
年
５
月
現
在
、
交
流
を
持
っ
た
学
校
の
国
は
ア
ジ
ア

に
限
れ
ば
７
か
国
を
越
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
教
師
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
自
前
で
構
築
し
、
国
境
を
越
え
て
教
材
研
究
、
教

材
開
発
を
し
た
い
と
思
っ
て
始
め
た
こ
の
取
り
組
で
あ
っ

た
。
交
流
の
形
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
で
は
「A

sia 
ST
EA
M
 C
am
p

」
と
い
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
上

が
っ
た
。
本
稿
は
、「A

sia ST
EA
M
 C
am
p

」
を
中
心

に
現
時
点
で
の
活
動
履
歴
を
中
間
ま
と
め
と
し
て
残
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

２　

A
sia STEA

M
 C
am
p

　

２
０
１
７
年
７
月
29
日
、
30
日
に
、
同
志
社
中
学
校
に

て
ア
ジ
アST

EA
M

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
た
。
創
造
的
な

教
材
づ
く
り
で
有
名
な
（
株
）
ア
ー
テ
ッ
ク
、
香
港
の

W
IN
ST
A
R
S

、
教
育
玩
具
「LittleBits

」
の
販
売
を
行

作
し
た
。
小
さ
な
飛
行
機
で
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
「
自
重
」
と
い
う
難

題
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
巨
大
な
翼
も
胴
体
も
そ
れ
自
身
の

重
さ
で
垂
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
補
強
し
て
強
く
す
れ
ば
強
度
を
だ
せ
る

も
の
の
そ
の
分
重
く
な
る
。
よ
り
軽
く
必
要
最
低
限
の
強
度
を
持
た
せ
る

工
夫
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ア
を
英
語
で
相
談
し
あ
っ
て
、

手
を
動
か
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
何
度
も
失
敗
を
重

ね
る
ト
ラ
イ
ア
ル
&
エ
ラ
ー
で
ど
う
に
か
完
成
に
持
ち
込
む
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
障
害
物
（
火
災
発
生
の
ビ
ル
と
し
て
）

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
が
ら
、
救
援
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。
コ
ー
ス
を
自

律
走
行
す
る
精
度
、
速
さ
が
勝
負
の
分
か
れ
目
と
な
る
。
瞬
間
の
ひ
ら
め

き
、
改
良
に
む
け
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
、
こ
れ

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
英
語
を
ベ
ー
ス
に
身
振
り
手
振
り
、

実
物
も
使
い
な
が
ら
共
同
制
作
し
て
い
く
体
験
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

国
境
を
越
え
課
題
を
共
同
で
既
に
現
実
社
会
で
は
、
ア
ジ
ア
の
国
の
会

社
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
協
同
で
商
品
開
発
し

て
い
る
も
の
づ
く
り
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。「
国
境
を
越
え
て
、
と
も

に
知
識
や
知
恵
を
シ
ェ
ア
し
、
一
緒
に
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

目
の
前
の
課
題
に
対
し
て
解
決
し
よ
う
と
挑
戦
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
」、

「
そ
ん
な
原
体
験
を
次
世
代
の
子
ど
も
達
を
共
有
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
い

う
願
い
が
、
国
際ST

EA
M
 PR
O
JEC
T

、

ア
ジ
ア
も
の
づ
く
り
授
業PR
O
JEC
T

の

原
点
で
あ
る
。
こ
のC
am
p

に
参
加
し
た

日
本
人
の
生
徒
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
い
る
。

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
環
境

も
文
化
的
に
も
違
う
人
と
つ
な
が
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
な
が
ら
も
、
よ
り
性
能
の
高

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
た
い
、
よ
り
遠
く
ま
で
飛
ぶ
飛
行
機
を
作
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
一
緒
で
し
た
。
頑
張
っ
て
伝
え
た
こ
と
が
相
手
に
伝
わ

っ
て
わ
か
っ
て
く
れ
た
と
き
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。」（
S
）

３　

世
界
に
広
が
るA

sia STEA
M
 C
am
p

　

同
志
社
中
学
校
で
開
催
し
て
い
るA

sia ST
EA
M
 C
am
p

の
強
力
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
るW

innie

氏
（W

instar

代
表
）
の
紹
介
を
通
じ
て
、

香
港
小
中
高
を
10
校
以
上
視
察
し
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
構
築
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
香
港
の
年
１
回
の
大
き
な
教
育
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「Learning &
 T
eaching EX

PO
2017

」
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
よ
り
講

演
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
。「
創
造
教
室
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
、W

innie

氏
と
と
も
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

‶ST
EM
  Education in Japan-Success story of D

oshisha 
junior high school-

"

　
「
幼
児
教
育
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
（
図
14
）

　

‶Early C
hildhood Education in Japan

"（
図
15
）

　

筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
教
師
や
生
徒
、
学
校
に
関
わ

る
教
材
会
社
、
保
護
者
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
、
教
育
に
お
け
る
共
通
の
課

題
を
認
識
す
る
機
会
を
幸
運
に
も
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

香
港
の
方
々
と
強
力
に
つ
な
が
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て

香
港
に
か
ぎ
ら
ず
、
韓
国
や
台
湾
で
もA

sia ST
EA
M
 C
am
p

を
開
催
し

た
い
と
徐
々
に
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

参
考

・  

拙
稿
「
技
術
教
育
を
中
心
に
し
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
〜
ア

ジ
アST

EM
 

キ
ャ
ン
プ
の
立
ち
上
げ
に
む
け
て
〜
」 ﹇
平
成
29

（
２
０
１
７
）
６
月
刊
行
﹈　

日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀
要　

第
53
号

・  

拙
稿
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
国
境
を
超
え
た
教
材
開
発
と
授
業
交
流

の
実
施
モ
デ
ル
の
提
案
」 ﹇
平
成
26
（
２
０
１
４
）
６
月
刊
行
﹈　

日
本

私
学
教
育
研
究
所
紀
要　

第
50
号

っ
て
い
るK

O
R
G

（
株
）
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
教
育
活
動
が
盛
ん
な
香
港
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
の
小

中
学
生
、
日
本
か
ら
は
青
翔
開
智
中
学
校
（
鳥
取
）、
同
志
社
中
学
校
（
京

都
）
の
生
徒
が
集
ま
り
、
国
際
的
な
チ
ー
ム
（
多
国
籍
）
を
基
本
に
し
て
、

ハ
ン
ズ
オ
ン
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
当
日
の
公
用
語
は
英
語
で
、

M
C
も
ル
ー
ル
説
明
も
す
べ
て
英
語
で
進
め
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
場
面

も
あ
っ
た
が
、
終
盤
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
然
に
と
れ
て
い
た
。

　

表
彰
、
記
念
写
真
撮
影
全
て
の
活
動
は
、
異
国
の
者
同
士
の
チ
ー
ム
で

行
っ
た
。
必
然
的
に
使
用
言
語
は
英
語
で
あ
る
。
飛
行
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
飛
行
機
の
教
材
（
ア
ー
テ
ッ
ク
の
テ
キ
ス
ト
が
、
か
な
り
深
く
学

べ
る
教
材
）
を
用
い
て

原
理
を
学
ん
だ
後
、
20

セ
ン
チ
程
度
の
小
さ
な

飛
行
機
製
作
で
、
基
本

と
な
る
作
業
を
学
び
、

最
後
に
各
チ
ー
ム
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
設
計
を
施

し
た
80
セ
ン
チ
を
超
え

る
飛
行
機
を
設
計
し
製

同
志
社
中
学
校　

沼ぬ
ま

田た

和か
ず

也や

国
境
も
立
場
も
越
え
て
世
界
と
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜Asia STEAM
 Cam

p

〜

香港の教育イベント
Learning Teaching EXPO

◆◇キャンプのスケジュール◆◇
１日目　巨大飛行機プロジェクト
　　　　未来のアジアンハウス（図１）
２日目　ロボットコンテスト（roboSTEAM）
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

国
語
の
体
験
授
業

│
平
安
貴
族
の
雅
な
遊
び「
貝
合
わ
せ
」を
体
験
し
よ
う
│

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

中な
か

條じ
ょ
う

あ
さ
子こ

は
じ
め
に

　

貝
合
わ
せ
と
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
娯
楽
の
一
つ
で
、
た
く
さ
ん
の
ハ
マ

グ
リ
の
貝
殻
を
並
べ
、
模
様
を
見
て
対
に
な
る
も
の
を
探
す
と
い
う
遊
び
で

あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
は
必
ず
対
に
な
る
貝
殻
と
し
か
合
わ
な
い
た
め
、
貝
殻
を

合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
対
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
対
の
貝
殻
に
は
、

同
じ
絵
が
描
か
れ
た
り
、
和
歌
の
上
の
句
・
下
の
句
が
書
か
れ
た
り
す
る
。

　

国
語
科
で
は
昨
年
、
平
安
時
代
の
遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
で
生
徒
が
古

典
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
貝
合
わ
せ
を
購

入
し
た
。
し
か
し
、
日
本
画
家
の
手
に
よ
る
貝
合
わ
せ
は
高
価
で
、
一
ク

ラ
ス
の
生
徒
全
員
が
一
斉
に
体
験
で
き
る
よ
う
な
量
は
到
底
購
入
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
を
入
手
し
て
自
分
で
貝
合
わ

せ
を
製
作
し
、
貴
重
な
美
術
品
と
し
て
見
せ
る
だ
け
の
教
材
で
は
な
く
、

実
際
に
触
れ
て
遊
ん
で
体
験
で
き
る
教
材
を
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
た
。

授
業
準
備

　

貝
合
わ
せ
の
材
料
と
な
る
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
は
、
碁
石
店
か
ら
碁
石
原

じ
え
て
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
貝
合
わ
せ
を
体
験
す
る
。
ル
ー
ル

は
、
授
業
時
間
内
で
ゲ
ー
ム
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
多
少
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
た
。

　

机
の
上
に
十
二
対
の
貝
殻
の
片
方
を
、
伏
せ
て
円
形
に
な
る
よ
う
に
並

べ
る
。
残
っ
た
片
方
は
ま
と
め
て
袋
に
入
れ
、
一
人
ず
つ
袋
か
ら
一
つ
貝

殻
を
出
し
て
円
形
の
真
ん
中
に
置
き
、
対
に
な
る
貝
殻
を
当
て
る
。
当
た

れ
ば
そ
の
貝
は
自
分
の
も
の
と
な
り
、
外
れ
れ
ば
次
の
人
が
挑
戦
す
る
。

見
当
を
つ
け
た
貝
殻
を
表
に
し
て
、
中
の
和
歌
や
文
字
が
対
応
し
て
い
れ

ば
正
解
で
あ
る
。
和
歌
や
文
字
で
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、
貝
殻
を
合
わ

せ
て
み
れ
ば
、
対
か
ど
う
か
が
わ
か
る
。
全
て
の
貝
を
取
り
終
わ
れ
ば
ゲ

ー
ム
が
終
了
し
、
一
番
多
く
取
っ
た
人
の
勝
ち
と
な
る
。

　

貝
の
模
様
を
見
て
対
と
な
る
貝
殻
を
探
す
の
だ
が
、
色
合
い
や
大
き
さ

の
細
か
い
違
い
に
気
付
い
て
次
々
に
正
解
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
違
い
が

全
く
見
分
け
ら
れ
ず
苦
戦
す
る
生
徒
も
い
た
。
小
学
生
に
は
な
か
な
か
難

し
か
っ
た
よ
う
で
、
十
二
対
を
全
て
取
り
終
え
る
の
に
十
分
近
く
か
か
っ

た
。
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
終
了
す
れ
ば
、
席
を
移
動
し
て
、
一
回
目
と

は
違
う
中
身
の
貝
合
わ
せ
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
、
時
間
内
に
三
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
。
ハ
マ
グ
リ
が
予
想
よ
り
大
き
く
て
重
い
こ
と
に
驚
い
て
い

る
生
徒
や
、
百
人
一
首
を
覚
え
て
い
て
知
っ
て
い
る
歌
に
出
会
っ
て
喜
ん

で
い
る
生
徒
、
殻
の
模
様
を
見
分
け
る
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
生
徒
な
ど
、
皆

思
い
思
い
に
貝
合
わ
せ
と
い
う
遊
び
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

第
一
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
貝
合
わ
せ
の
ほ
か
に
、
古
典

の
遊
び
を
体
験
す
る
授
業
と
し
て
、
雅
楽
器
を
吹
く
と
い
う
体
験
授
業
も

行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
本
来
は
高
校
三
年
生
の
三
学
期
の
授
業
と
し
て

行
わ
れ
た
内
容
を
、
小
学
生
向
け
に
構
成
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
法

や
単
語
を
覚
え
て
古
文
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
古
典

の
遊
び
を
実
体
験
し
て
日
本
の
文
化
を
体
で
知
る
こ
と
も
、
教
養
を
高
め
、

大
学
で
の
学
び
へ
と
通
じ
る
学
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
か
ら
生
ま
れ
た
授
業
で
あ
る
。
今
回
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
小
学

生
を
対
象
に
実
施
し
て
み
て
、
古
典
を
最
初
に
学
習
す
る
と
き
の
導
入
と

し
て
、
古
典
の
遊
び
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
た
。
遊
び
の
体

験
は
、
難
解
な
も
の
と
し
て
生
徒
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
古
典
を
、
抵
抗

感
な
く
受
け
入
れ
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
と
思
う
。
国
語
科
で
は
、

貝
合
わ
せ
や
雅
楽
器
の
ほ
か
に
、
平
安
貴
族
の
装
束
も
所
有
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
教
材
を
利
用
し
て
当
時
の
生
活
や
文
化
を
実
際
に
味
わ
う
こ
と

で
、
生
徒
の
古
典
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

料
の
ハ
マ
グ
リ
を
取
り
寄
せ
た
り
、
鮮
魚
市
場
で
生
の
貝
を
買
っ
て
き
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
工
芸
品
製
作
用
の
貝
殻
を
購
入
し
た
り
し
て
収

集
し
た
。
ま
た
、
ハ
マ
グ
リ
料
理
専
門
店
か
ら
調
理
に
使
わ
れ
た
後
の
貝

殻
を
無
料
で
譲
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
も
助
け
ら
れ
た
。
集
め
た
貝
殻
を
、

漂
白
し
て
薄
皮
を
剥
が
し
、
布
で
磨
い
て
乾
か
し
て
か
ら
、
殻
の
内
側
を

絵
の
具
で
金
色
に
塗
る
。
対
と
な
る
貝
殻
に
は
、
百
人
一
首
の
上
の
句
・

下
の
句
の
ほ
か
、
十
二
支
の
漢
字
と
読
み
、
十
二
ヶ
月
の
異
名
と
月
、
旧

国
名
と
現
在
の
都
道
府
県
、
古
典
文
学
の
作
品
名
と
作
者
名
な
ど
の
組
み

合
わ
せ
を
書
き
、
貝
合
わ
せ
と
い
う
遊
び
を
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、
古

典
の
知
識
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
も
意

図
し
た
。
貝
合
わ
せ
は
、
十
二
対
を
一
セ
ッ
ト
と
し
、
四
人
を
一
グ
ル
ー

プ
と
し
て
ク
ラ
ス
全
員
が
一
斉
に
体
験
で
き
る
量
を
用
意
し
た
。

授
業
の
流
れ

　

ま
ず
初
め
に
、
貝
合
わ
せ
と
い
う
遊
び
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
た
、

貝
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
ハ
マ
グ
リ
が
か
つ
て
の
日
本
人
に

と
っ
て
身
近
な
食
材
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま（写真２）体験授業の様子

（写真１）貝合わせ（百人一首）
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

１
．
研
修
の
目
的

　

２
０
１
８
年
３
月
、
中
学
１
年
生
対
象
の
国
内
研
修
「
ス
プ
リ
ン
グ 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

キ
ャ
ン
プ
」
を
新
た
に
実
施
し
、
28
名
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
の

実
感
」、
様
々
な
国
籍
の
講
師
陣
と
の
交
流
に
よ
る
「
異
文
化
理
解
」、
英

語
漬
け
の
環
境
の
中
で
の
「
英
語
発
信
力
の
育
成
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

２
．
研
修
の
内
容
に
つ
い
て

　

研
修
地
の
あ
う
る
京
北
（
京
都
府
立
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
は
学
校
か

ら
バ
ス
で
一
時
間
程
の
自
然
豊
か
な
山
の
中
に
あ
り
、
学
習
に
適
し
た
落

ち
着
い
た
環
境
で
す
。
研
修
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
３
名
の
講
師
と
一
緒
に
、
ゲ
ー

ム
や
歌
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
み
、
冒
頭
か
ら
英
語
漬
け
の
環
境
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
１
ク
ラ
ス
９
〜
10
名
の
少
人
数
で
、
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行

　

講
師
の
出
身
国
紹
介
で
は
、
授
業
の
度
に
講
師
が
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
し
、

生
徒
達
は
３
名
全
て
の
講
師
の
授
業
を
受
け
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
講
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
に
関
連
す
る
も
の
を
数
多
く
準
備
し

て
お
り
、
生
徒
達
は
視
覚
的
に
も
楽
し
み
な
が
ら
、
歴
史
や
地
理
、
伝
統

文
化
や
特
産
品
な
ど
、
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
地
域

の
英
語
に
触
れ
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
と
て
も
い
い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
全
ク
ラ
ス
合
同
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー

ム
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
機
会
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
食
事
の
時
間
も
講
師
陣
と
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
集
大
成
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
発
表
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
中
で
３
〜
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
４
つ
の
テ
ー
マ
「
①
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
」、「
②
講
師
の
先
生
の
紹
介
」、「
③
日
本
の
文
化
紹
介
」、

「
④
日
常
生
活
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
か
ら
自
由
に
選
択
し
ま
し
た
。

発
表
の
中
に
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
中
で
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
講
師

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
く
工
夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
発
表
に
向
け
て
取
り
組
む
中
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
協
力
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
、
講
師
陣
に
よ
る
全
体
へ
の
講
評
の
後
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
、
コ
メ
ン
ト
と
共
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
陣
と
生

徒
の
間
で
良
い
関
係
が
築
け
て
お
り
、
人
と
人
の
繋
が
り
が
感
じ
ら
れ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
研
修
を
終
え
て

　

２
泊
３
日
の
研
修
の
中
で
、
初
め
は
緊
張
が
感
じ
ら
れ
た
生
徒
達
も
、

徐
々
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
生
徒
達
に
と
っ
て
英
語
漬
け
の
環
境

は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
、
純
粋
に
楽
し
み
、
ま
た
、
熱
心
に
学
ぶ

姿
勢
が
見
ら
れ
、
充
実
し
た
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
を
通
し
て
英
語

の
技
能
面
だ
け
で
な
く
、
英
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し
、
ま
た
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
た
と
手
応
え
を
感

じ
る
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
が
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
中
で
視

野
を
広
げ
、
物
事
を
多
角
的
に
見
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
、
そ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ス
ニ
ン
グ
力
、
表
現
力
や
発
音
の
正

確
さ
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

様
々
な
角
度
か
ら
授
業
が
構
成
さ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
し
て
の
英
語
力
を
高
め
て
い

き
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
授

業
で
は
、
日
常
生
活
や
海
外
生
活

の
一
場
面
を
想
定
し
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
会
話
練
習
を
し
ま

し
た
。
決
し
て
受
け
身
に
な
る
こ

と
な
く
、
英
語
で
で
き
る
限
り
た

く
さ
ん
発
言
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
ク
ラ
ス
の
前
で
発
表
す
る
機

会
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
講
師
陣

か
ら
き
め
細
か
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
得
な
が
ら
、
生
徒
達
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

吉よ
し

永な
が　

真ま
こ
と

同
志
社
女
子
中
学
校
の「
ス
プ
リ
ン
グ 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

キ
ャ
ン
プ
」

―
視
野
を
広
げ
、
物
事
を
多
角
的
に
見
る
力
を
求
め
て
―

講師の出身国紹介
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

 　

 

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）の
授
業

に
お
け
る
本
校
の
学
び

国
際
中
学
・
高
等
学
校
教
諭　

坂さ
か

下し
た

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

　

帖ち
ょ
う

佐さ

香か

織お
り

　

本
校
は
、
２
０
１
５
年
度
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、「
環
境
先
進
国

に
学
び
、
世
界
に
提
言
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
私
た
ち
が
担
当
し
て
い
る
２
０
１
６
年
度
入
学
生
の
２
年
あ
ま
り

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「G
lobal U

nderstanding Skills B
asic

」：

高
校
１
年
生
必
修
科
目

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
や
課
題
発
見
の

方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
ま
ず
はSD

G
s

な
ど
を
用
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
中
で
、
環
境
問

題
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。
環
境
経
済
学
、
政
策
学
、
京
都
や
ド
イ
ツ
で

の
環
境
政
策
や
環
境
対
策
の
事
例
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
学

び
を
進
め
、
最
終
的
に
は
身
近
な
問
題
と
し
て
学
校
の
廃
棄
物
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
問
題
解
決
を
目
指
し
ま
し
た
。
特
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
本
校
は
、
教
員
も
生
徒
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

取
り
組
む
な
か
で
、
互
い
の
個
性
や

得
意
分
野
を
理
解
し
、
ク
ラ
ス
の
雰

囲
気
が
ど
ん
ど
ん
良
い
も
の
に
な
っ

て
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
都
市

や
地
域
の
サ
イ
ズ
と
そ
れ
に
応
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
着
目
し
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
ア
ム

ト
村
、
ブ
ラ
イ
ト
ナ
ウ
村
や
ロ
ラ
ン

島
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
な
ど
で
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
領
事
館
、
村
長
、

市
会
議
員
、
洋
上
風
力
発
電
機
製
造
の
三
菱V
estas

社
の
方
々
な
ど
か

ら
お
話
を
伺
い
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「G
lobal U

nderstanding Skills II

」：

高
校
３
年
生
選
択
科
目

　

３
年
生
で
は
、
自
分
た
ち
の
意
見
の
発
信
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
き

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
意

見
を
述
べ
、
グ
ル
ー
プ
で
は
自
己
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
の
改
善
案
と
し
て
、
廃
棄
物
問
題
に
着
目
し
、
食
堂
に
レ
フ
ィ
ル

容
器
を
提
案
し
よ
う
と
、
市
場
分
析
、
企
画
・
広
報
、
交
渉
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
政
策
に
つ
い
て
の
提
言
を
段
階
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、

京
田
辺
市
、
京
都
市
、O

EC
D

の

職
員
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
い
て
、

学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。

授
業
を
担
当
し
て

　

授
業
自
体
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
重

視
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
見
え

て
き
た
世
界
は
、
生
徒
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

問
題
解
決
に
向
け
て
ま
だ
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
答
え
の
な
い
問
題
に
対
し
て
、
知
的
好

奇
心
を
持
ち
、
自
分
の
力
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
姿
が
強
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

大
人
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
解
決
し
て
い
な
い
問
題
に
対
し
て
高
校

生
が
提
言
を
行
う
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
生
徒
た
ち
は
、

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
私
た
ち
教
員

は
、「
社
会
の
問
題
の
複
雑
さ
」「
そ
れ
を
分
析
し
、
動
か
し
て
い
く
強
い

力
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
感
じ
取
り
、
将
来
の
社
会
を
動
か
し
て
い
け
る

人
材
と
し
て
、
生
徒
達
が
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

個
性
的
な
生
徒
た
ち
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
は
、
聞
い
て
い
て
こ
ち
ら
も
興

味
深
い
も
の
が
多
く
、「
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
が
本
当
に
世
界
を
変
え

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
員
も
、
ま
さ

に
自
分
た
ち
が
高
校
時
代
に
受
け
た
か
っ
た
授
業
を
作
り
上
げ
て
い
る
プ

ロ
セ
ス
の
途
上
で
す
。

「G
lobal U

nderstanding Skills I

」：

高
校
２
年
生
選
択
科
目

　

最
終
的
な
目
的
で
あ
る
政
策
提
言
に
向
け
て
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
重
視
し

た
講
座
で
す
。
３
月
に
は
、
８
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ

ー
ク
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
講
当
初
、
生
徒
た
ち
の
興
味
、
意
欲
、
学
習
歴
も
多
様
で
あ
り
、
前

例
の
な
い
取
り
組
み
は
多
難
を
極
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、「
東
京
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
の
解
決
」
を
テ
ー
マ
に
、
論
理
的
な
問
題
解
決
の
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
ド
イ
ツ
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
書
籍
を

読
み
、
グ
ル
ー
プ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

で
情
報
を
共
有
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
を
行

い
、
集
大
成
と
し
て
リ
サ
ー
チ
ブ
ッ
ク
「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
高
校
生
が
調
べ
た
ド
イ

ツ
流
環
境
理
想
図
」
を
完
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ

り
、
分
析
力
、
思
考
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、D

W
C
LA
10

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
達
が
課
題
に

リサーチブックの作成

ホテルビクトリアの太陽光発電パネル（フ
ライブルク）
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特
別
寄
稿

81 80

人
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
新
島
が
二
條
家
邸
（
現

同
志
社
女
子
部
今
出
川
校
地
）
を
購
入
す
る
時

も
、
同
家
近
隣
に
住
む
材
木
商
（
堀
本
利
慶
）

に
購
入
し
て
も
ら
っ
た
（『
新
島
襄
全
集
』
一
、

三
〇
八
頁
。
以
下
、
①
三
〇
八
。『
同
志
社
九

十
年
小
史
』
三
六
頁
）。

　

中
井
屋
敷
の
場
合
、
助す
け

っ
人と

は
不
明
で
あ
る
。

あ
る
い
は
京
都
府
顧
問
で
同
志
社
発
起
人
の
山

本
覚か
く

馬ま

か
。
そ
の
後
、
同
志
社
が
一
条
家
の
所

有
地
（
現
室
町
校
地
）
を
購
入
す
る
際
に
も
、

山
本
家
出
入
り
の
大
工
を
名
義
人
に
仕
立
て
た

（
同
前
、
三
六
頁
）。

奈
良
・
大
神
神
社
の
神
官

　

中
井
屋
敷
は
、
家
康
に
仕
え
た
中
井
正
清

（
主も
ん

水ど

、
一
五
六
五
〜
一
六
一
九
）
の
名
に
由

中
井
屋
敷
を
借
家

　

百
四
十
三
年
前
、
同
志
社
は
ど
こ
で
始
ま
っ

た
の
か
。
今
出
川
校
地
？　

正
解
は
、
寺
町
校

地
。
詳
し
く
は
寺
町
通
り
丸
太
町
上あ
が

ル
松
蔭
町

十
八
番
地
「
中
井
屋
敷
」
で
あ
る
。

　

同
じ
寺
町
で
も
、新
島
襄
の
最
初
の
借
家（
新

烏か
ら

丸す
ま

頭
か
し
ら

町
。
現
京
都
府
立
鴨お
う

沂き

高
校
東
）
で

は
な
い
。
一
八
七
五
年
十
一
月
二
十
九
日
の
朝

八
時
に
、
新
島
の
私
宅
で
祈
祷
会
は
開
か
れ
た

も
の
の
、
入
学
式
で
は
な
い
。
出
席
し
た
学
生

六
人
は
、「
そ
の
後
、
全
員
が
〔
近
く
4

4

の4

〕
校4

舎4

の
方
に
移
動
し
」、
二
人
を
加
え
た
八
人
で

授
業
が
始
ま
っ
た
（
Ｊ
・
Ｍ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著
・

北
垣
宗
治
訳
『
宣
教
の
勇
者　

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の

生
涯
』
一
八
一
頁
。
傍
点
と
〔　

〕
は
本
井
）。

　

こ
の
「
校
舎
」
が
、
中
井
屋
敷
で
あ
る
。
翌

年
九
月
に
自
前
の
校
地
（
薩
摩
藩
邸
跡
地
）
に

校
舎
を
新
築
し
、引
っ
越
す
ま
で
の「
仮
校
舎
」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
不
明
点
が
い
く
つ

も
残
る
。

　

た
と
え
ば
、
校
舎
借
用
交
渉
。
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
抵
抗
勢
力
が
日
本
最
強
の
古
都
だ
け
に
、

当
然
、「
町
内
の
反
対
」
に
遭
遇
し
た
（『
同
志

社
九
十
年
小
史
』
三
六
頁
）。
交
渉
に
は
代
理

陵
部
な
ど
が
所
蔵
す
る
。

　

今
年
は
正
清
の
四
百
回
忌
に
当
た
る
の
で
、

四
月
二
十
一
日
に
長
香
寺
（
京
都
市
高
倉
松
原

下さ
が

ル
）
で
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

　

中
井
屋
敷
で
仮
開
校

4

4

4

し
た
同
志
社（
英
学
校
）

は
、
翌
年
に
は
本
開
校

4

4

4

の
た
め
に
相
国
寺
前
に

移
る
。
の
で
、
こ
の
屋
敷
と
の
縁
は
い
っ
た
ん

途
切
れ
る
。
移
転
理
由
と
し
て
、
新
島
は
「
こ

れ
で
は
あ
ま
り
に
不
便
に
な
り
ま
し
た
の
で
」

と
述
懐
す
る
（
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著
・
北

垣
宗
治
訳
『
新
島
襄
の
生
涯
』
七
六
頁
）。

　

が
、
ま
も
な
く
繋
が
り
は
復
活
す
る
。
転
出

二
年
後
に
新
島
は
、
中
井
屋
敷
を
今
度
は
借
用

で
は
な
く
て
購
入
し
、
今
の
「
新
島
旧
邸
」
を

建
て
る
。
つ
ま
り
、
新
島
旧
邸
と
新
島
会
館
が

並
び
立
つ
現
在
地
は
、
学
園
発
祥
地
で
あ
る
と

共
に
、
新
島
夫
妻
が
共
に
暮
ら
し
た
記
念
す
べ

き
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
。

慶
應
義
塾
の
京
都
分
校

　

新
島
旧
邸
の
く
ぐ
り
戸
を
入
っ
た
所
に
、
日

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
謂い
わ

れ
（
私
の
作
文
）
を
記

す
案
内
版
が
立
つ
。
隣
接
す
る
新
島
会
館
の
門

の
あ
た
り
に
も
、「
同
志
社
発
祥
の
地
」
碑
が

欲
し
い
。

来
す
る
。
正
清
は
、
奈

良
（
法
隆
寺
西
の
西に
し

里さ
と

）
出
身
の
棟
梁
で
、

中
井
家
初
代
当
主
。
彼

以
前
は
巨こ

勢せ

氏
と
称
し
、

奈
良
県
桜
井
市
三み

輪わ

の

三
輪
神
社（
大お
お

神み
わ

神
社
）

神
職
だ
っ
た
。
正
清
は

家
康
か
ら
の
信
頼
が
篤

く
、
初
代
京
都
大だ
い

工く

頭が
し
らと
し
て
江
戸
城
を
始

め
、
浅
草
・
増
上
寺
、

日
光
東
照
宮
、
名
古
屋

城
、
さ
ら
に
は
二
条
城

や
伏
見
城
な
ど
の
建
築

に
も
携
わ
っ
た
。
さ
な

が
ら
江
戸
時
代
の
ス
ー

パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
る
。

　

同
家
に
伝
わ
る
書
類

や
絵
図
は
「
中
井
家
文も
ん

書じ
ょ

」
と
総
称
さ
れ
、
重

文
も
含
ま
れ
る
。
現
在
、

京
大
や
京
都
学
・
歴
彩

館
（
旧
京
都
府
立
総
合

資
料
館
）、
宮
内
庁
書

特 別 寄 稿

最初の校舎「中井屋敷」の謎
─143年前の同志社寺町校地─

本
もと

井
い

 康
やす

博
ひろ

（元大学神学部教授）

同志社最古の学生集合写真（1876年、中井屋敷にて、『同志社校友同窓会報』1926年11月15日）

中井正清の肖像画（部分）
（谷直樹『中井家大工支配の研究』

思文閣出版、1992年）
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社
側
で
も
掴つ

か

ん
で
い
る
（
青
山
霞か

村そ
ん

『
山
本
覚

馬
伝
』
改
訂
増
補
版
、
一
五
九
頁
）。

　

つ
ま
り
、
丹
羽
は
い
わ
ば
「
覚
馬
派
」
の
ひ

と
り
で
、同
志
社
と
も
間
接
的
な
関
係
を
有
す
る
。

初
期
学
生
の
回
想

　

さ
て
、
仮
校
舎
時
代
の
同
志
社
学
生
は
、
延

べ
で
も
三
十
人
程
に
過
ぎ
な
い
。
最
初
の
八
人

の
ひ
と
り
、
本
間
重し
げ

慶よ
し

（
後
に
牧
師
）
は
、「
寺

町
よ
り
相
し
ょ
う

国こ
く

寺じ

畔
へ
」
と
題
し
て
当
時
（
五
十

二
年
前
）
を
こ
う
回
想
す
る
。

　
「
寺
町
時
代
の
同
志
社
英4

学
校
校
舎

4

4

4

4

は
、
高

松
家
現
住
の
大
部
分
を
新
島
先
生
が
借
受
け
ら

れ
し
も
の
に
て
、
表
門
を
入
れ
ば
正
面
に
大
玄

関
あ
り
。
之こ
れ

に
次つ
い

で
奥
の
教
室
と
台
処
及
勝
手

先
あ
り
。
之
は
高
松
家
の
使
用
す
る
も
の
。

　

此こ
の

玄
関
に
並
び
て
小
玄
関
あ
り
。
之
は
同
志

社
の
借
受
け
居お

る
一
部
に
し
て
、
即
ち
本
校
の

受
付
兼
昇
降
口
な
り
。

　

茲こ
こ

に
須
田
〔
明
忠
〕
又
は
渡
邊
君
の
扣ひ
か

へ
居お

ら
れ
し
を
見
受
け
た
り
。
之
に
続つ
い

で
十
二
畳
大

の
広
間
と
八
畳
の
二
室
あ
り
。
之
は
本
校
の
使

用
す
る
講
堂
、
即
ち
教
室
に
し
て
、〔
中
略
〕。

　

又
、
此
教
室
に
次
で
奥
に
大
小
の
教
室
と
、

其そ
の

二
階
の
三
、
四
室
は
悉
く
生
徒
の
寄
宿
舎
に

七
四
年
二
月
で
あ
っ
た
。
が
、
七
か
月
後
の
九

月
に
は
閉
塾
さ
れ
た
。
奇
し
く
も
同
志
社
開
校

一
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。
も
し
も
義
塾
が
存

続
し
て
お
れ
ば
、
は
た
し
て
知
事
は
同
志
社
開

校
を
「
希
望
」
し
た
だ
ろ
う
か
。
立
ち
消
え
た

慶
応
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
外
国

人
に
よ
る
洋
学
教
授
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
知
事
顧
問
の
覚
馬
は
、
新
た
な
私
学
を
誘

致
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

丹
羽
圭
介

　

慶
應
の
京
都
校
は
、
入
学
者
の
確
保
が
見
込

め
ず
に
廃
校
さ
れ
た
。最
後
に
残
っ
た
学
生（
丹

羽
圭
介
）
は
本
校
（
三み

田た

）
に
引
き
取
ら
れ
た
。

入
学
は
一
八
七
四
年
、
卒
業
は
三
年
後
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
同
志
社
開
校
の
前
後
で
あ
る
。

　

丹
羽
は
、
少
年
時
代
に
覚
馬
か
ら
法
学
の
指

導
を
受
け
て
い
た
の
で
、
開
校
が
早
け
れ
ば
同

志
社
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
慶
応
を
出
た
後
、

一
八
七
九
年
に
京
都
府
議
会
が
開
か
れ
て
、
覚

馬
が
初
代
議
長
に
な
っ
た
の
で
、
取
り
立
て
ら

れ
て
議
会
事
務
長
と
な
り
、
眼
と
脚
が
不
自
由

な
覚
馬
の
手
足
と
な
っ
て
恩
師
を
支
え
た
（
三み

田た

商
業
研
究
会
編『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』

一
五
〇
頁
）。
こ
の
事
実
は
、
も
ち
ろ
ん
同
志

　

京
都
府
庁
の
正
門
（
南
門
）
脇
に
は
「
京
都

慶
應
義
塾
跡
」
碑
が
あ
り
、
福
沢
諭
吉
の
筆
で

「
独
立
自
尊
」
と
刻
む
。
裏
面
に
は
、「
当
時
の

京
都
府
知
事
槇
村
正
直
の
希
望
に
依
り
福
澤
諭

吉
先
生
之こ
れ

を
設
立
し
」
と
あ
る
。

　

同
志
社
の
記
念
碑
は
、
こ
れ
ほ
ど
立
派
で
な

く
と
も
十
分
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
義
塾
跡
碑
の
碑
文
に
「
明
治
七

年
」
と
あ
る
通
り
、
京
都
分
校
の
開
校
は
一
八

屋
敷
の
半
分
を
借
用

　

本
間
の
回
想
に
は
借
り
た
の
は
「
大
部
分
」

と
あ
っ
た
が
、
伝
承
で
は
屋
敷
の
半
分
で
あ
る
。

見
取
り
図
（
次
々
頁
）
を
見
て
も
、
屋
敷
の
敷

地
は
相
当
広
く
、
中
央
に
母
屋
と
並
ん
で
付
属

屋
が
、
さ
ら
に
北
面
と
西
面
に
は
か
な
り
大
き

な
長
屋
風
の
建
物
が
立
つ
。
同
志
社
は
こ
の
う

ち
、
付
属
屋
と
長
屋
一
棟
を
借
り
た
。

　

部
屋
数
は
ど
う
か
。
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス

は
日
記
に
十
六
と
明
記
す
る
。「
十
一
月
十
八
日
、

私
た
ち
が
学
校
用
に
借
り
た
寺
町
〔
通
り
〕
に

面
し
た
家
屋
に
は
、
よ
く
光
の
入
る
十
六
の
部

家
故
に
耶
蘇
で
も
借
家
で
き
た
、

と
の
思
い
込
み
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
現
実
に
は
同
志
社
は
中

井
屋
敷
を
高
松
家
と
シ
ェ
ア

4

4

4

し

た
の
で
あ
る
。『
同
志
社
九
十

年
小
史
』（
三
六
頁
）
も
、「
当

時
、
高
松
卿き
ょ
うの
仮
寓
を
借
用
」

し
た
と
断
定
す
る
。「
仮
寓
」

故
に
、
本
間
が
言
う
よ
う
に
、

玄
関
も
使
い
分
け
た
。
大
玄
関

が
高
松
家
、
小
玄
関
が
同
志
社

で
あ
る
。

　

そ
う
な
ら
ば
、
周
知
の
表
札
「
官
許
同
志
社

英
学
校
」
が
掛
け
ら
れ
た
の
は
、
後
者
の
柱
で

あ
ろ
う
。
寺
町
通
り
に
面
す
る
表
門（
長
屋
門
）

に
掛
け
る
こ
と
は
、「
誇
大
広
告
」
め
く
。

　

さ
ら
に
高
松
家
以
外
に
も
人
が
住
ん
で
い
た

形
跡
が
あ
る
。
同
志
社
開
校
一
か
月
前
の
新
聞

報
道
（
仏
教
系
新
聞
が
同
志
社
創
立
を
最
初
に

報
じ
た
）
に
は
、
近
く
「
中
井
の
村
に
て
」
開

校
予
定
、
と
あ
る
（
拙
著
『
京
都
の
キ
リ
ス
ト

教
』
六
一
頁
）。「
村
」
と
あ
る
以
上
、
ほ
か
に

も
居
住
者
が
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
志
社
は
、

そ
う
し
た
共
同
体
へ
後
か
ら
割
り
込
ん
だ
異
教

的
「
余よ

所そ

者も
の

」
で
あ
っ
た
。　

使
は
れ
た
」（『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
一
九

二
七
年
三
月
十
五
日
、〔　

〕
は
本
井
）。

高
松
家
と
同
居

　

こ
の
回
想
で
注
目
す
べ
き
は
、
借
り
た
の
は

屋
敷
全
体
で
は
な
く
、「
大
部
分
」（
後
述
）
で

あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
「
高
松
家
現
住
」
と
あ

る
点
で
あ
る
。
屋
敷
に
は
居
住
人
が
い
た
の
で

あ
る
。
同
志
社
が
開
校
し
た
お
り
の
家
主
は
、

元
公
家
の
高
松
保や
す

実ざ
ね

で
あ
っ
た
の
で
、
仮
校
舎

は
厳
密
に
言
え
ば「
高
松
屋
敷（
旧
中
井
屋
敷
）

の
一
部
」
で
あ
る
。
屋
敷
の
所
有
者
が
い
つ
中

井
か
ら
高
松
へ
代
わ
っ
た
の
か
、
不
詳
で
あ
る
。

　

以
前
、
家
主
「
現
住
」
の
事
実
を
見
落
と
し

て
、「
明
治
維
新
の
頃
、
こ
こ
〔
中
井
屋
敷
〕

に
住
ん
で
い
た
高
松
保
実
と
い
う
お
公
家
さ
ん

が
、
東
京
に
転
じ
ま
し
た
の
で
、
空
き
家
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
を
幸
い
と
ば
か
り
、
同
家
の
半

分
を
同
志
社
が
開
校
時
に
仮
校
舎
と
し
て
借
家

し
ま
し
た
」と
誤
記
し
て
し
ま
っ
た（
拙
著『
自

己
発
見
の
ピ
ル
グ
リ
ム

│
新
島
襄
を
語
る
・

別
巻
（
五
）

│
』
二
一
〇
頁
）。

　

明
治
維
新
後
、
大
半
の
公
家
は
明
治
天
皇
の

東
京
転
出
に
伴
っ
て
京
都
を
去
っ
た
の
で
、
高

松
家
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
即
断
し
た
り
、
空
き 大神神社（奈良県桜井市、2016年１月１日撮影）

中井正清の墓（長香寺、2018年７月11日）
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屋
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
屋
に
は
タ

タ
ミ
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
お
り
、〔
家
賃
は
〕

月
十
四
ド
ル
だ
」（『
宣
教
の
勇
者　

デ
イ
ヴ
ィ

ス
の
生
涯
』
一
七
七
頁
）。

　

十
六
の
和
室
は
、
間
取
り
図
か
ら
も
特
定
で

き
な
い
。
間
取
り
不
明
の
二
階
は
ひ
と
ま
ず
置

く
と
し
て
も
、
十
六
は
屋
敷
全
体
の
部
屋
数
に

し
て
は
少
な
す
ぎ
る
し
、
逆
に
付
属
屋
と
長
屋

だ
け
で
は
多
す
ぎ
る
。
一
方
、ミ
ッ
シ
ョ
ン（
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
）
の
公
式
報
告
は
、「
建

物
が
一
棟
、
借
家
さ
れ
、
一
八
七
五
年
十
一
月

二
十
九
日
に
学
校
が
開
校
さ
れ
た
」
と
記
す
ば

か
り
で
あ
る（『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
』五
六
頁
）。

　
「
一
棟
」
と
い
う
文
言
は
、
中
井
屋
敷
の
建

物
が
複
数
だ
け
に
、
誤
解
を
生
み
や
す
い
。

　

ま
た
、
仮
校
舎
は
「
広
く
は
あ
っ
た
が
、
荒

れ
た
屋
敷
」（
吉
田
曠こ
う

二じ

『
新
島
襄

│
自
由

へ
の
戦
略

│
』
一
四
三
頁
）
と
も
伝
わ
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
借
り
た
柳
原
邸
か
ら
類
推
す
れ

ば
、
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
実
際
、
柳
原
邸
は

八
年
も
の
間
、
締
め
切
ら
れ
て
い
た
の
で
屋
内

は
あ
ち
こ
ち
が
腐
食
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
と
て

も
人
が
住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
、
と
デ
イ

ヴ
ィ
ス
は
証
言
す
る
。
だ
が
、
中
井
屋
敷
は
完

全
に
無
人
の
空
き
家
で
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、

そ
こ
ま
で
酷
く
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ち
な
み
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
「
そ
の
一
部
」

を
借
り
た
柳
原
邸
は
、
全
体
で
「
百
の
部
屋
と

三
百
五
十
の
戸
〔
ふ
す
ま
？
〕
や
窓
を
誇
る
こ

の
荒
廃
し
た
公
家
屋
敷
」
で
、
家
賃
も
た
っ
た

月
額
六
ド
ル
（
中
井
屋
敷
は
十
四
ド
ル
！
）
で

あ
っ
た
と
い
う
（『
宣
教
の
勇
者　

デ
イ
ヴ
ィ

ス
の
生
涯
』
一
七
六
〜
一
七
七
頁
）。

　

部
屋
数
は
、
あ
き
ら
か
に
誇
張
で
あ
ろ
う
。

校
舎
と
寄
宿
舎
を
兼
ね
る

　

さ
て
、
中
井
屋
敷
で
教
室
に
使
わ
れ
た
の
は
、

二
階
建
て
の
一
階
部
分
で
、
二
階
（
間
取
り
図

は
な
い
）
の
三
、
四
室
は
寮
室
に
充
て
ら
れ
た
。

通
学
生
は
元も
と

良ら

勇
次
郎
（
柳
原
邸
に
デ
イ
ヴ
ィ

ス
一
家
と
住
み
込
む
。
後
の
帝
大
教
授
）
く
ら

い
で
、
ほ
と
ん
ど
が
寄
宿
生
だ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
最
初
の
入
学
生
八
人
は
、
デ
イ

ヴ
ィ
ス
の
証
言
（『
新
島
襄
の
生
涯
』
六
六
頁
）

や
ら
、
学
生
の
回
顧
（
拙
著
『
徳
富
蘇
峰
の
師

友
た
ち
』
一
六
頁
）
か
ら
見
て
も
、
元
良
を
除

く
七
人
す
べ
て
が
寄
宿
生
で
あ
る
。
寺
町
校
地

時
代
の
唯
一
の
写
真
（
六
一
頁
参
照
）
に
本
間

が
つ
け
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、「
寺
町
時
代
の

寄
宿
生
」で
あ
っ
た（『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』

一
九
二
六
年
十
一
月
十
五
日
）。

　

す
な
わ
ち
、
当
初
の
同
志
社
は
寄
宿
舎
学
校

（a boarding school

）
で
あ
っ
た
。
中
井
屋

敷
は
、「
当
分
の
間
の
仮
校
舎
兼
寄
宿
舎

4

4

4

4

と
し

て
」利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る（『
同
志
社
百
年
史
』

通
史
編
一
、
八
六
頁
。
傍
点
は
本
井
）。

　

ち
な
み
に
、
同
書
に
は
「
華
族
高
松
保
実
の

邸
宅
」（
八
六
頁
）
と
は
あ
る
も
の
の
、
中
井

屋
敷
の
名
は
出
な
い
。

　

本
間
の
回
想
は
ま
だ
続
く
。「
寺
町
通
に
面

し
た
方
は
、
黒
塗
の
左
右
に
観
音
開
き
の
門
を

有
す
る
門
長
屋
に
し
て
、
其
長
さ
は
十
間け
ん

あ
り

し
と
覚
ゆ
。〔
新
島
〕
先
生
は
之
を
賄
人
の
居

室
と
炊
事
場
、
及
学
生
の
食
堂
に
区
分
し
て
、

改
修
せ
ら
れ
居
た
。
生
徒
は
勿も
ち

論ろ
ん

、
賄
ま
か
な
い

食
を

食
す
る
者
多
数
な
り
し
も
、
自
炊
も
許
さ
れ
て

居
た
故
、
中
に
は
自
炊
の
連
中
も
見
受
け
た
」。

　

同
志
社
が
借
り
た
屋
敷
西
側
（
寺
町
通
り
沿

い
）
の
長
屋
は
、
食
堂
や
ら
炊
事
場
、
賄
人
居

室
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、

最
初
の
入
学
生
の
ひ
と
り
、
中
島
力
造
（
後
の

帝
大
教
授
）
の
回
想
に
は
、記
憶
違
い
が
混
じ
る
。

　
「
寺
町
の
今
出
川
〔
を
下
が
っ
た
松
蔭
町
〕

と
云
ふ
処
で
、
元
京
都
府
の
知
事
を
し
て
居
っ

た
長
谷
氏
〔
事
実
誤
認
〕
の
家
を
借
り
て
、
同

志
社
と
云
ふ
も
の
が
出
来
た
。
少
数
の
人
を
塾

に
入
れ
て
、
表
の
長
屋
の
様
な
処
を
食
堂
に
し

て
、
一
番
広
い
部
屋
を
教
室
に
使
っ
た
。
そ
れ

は
明
治
八
年
か
〔
か
ら
〕
九
年
頃
と
覚
え
て
居

る
」（
同
志
社
社
史
資
料
室
編
『
創
設
期
の
同

志
社
』
三
一
頁
）。

八
重
の
回
想

　

中
井
屋
敷
借
用
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
新
島

八
重
の
発
言
が
参
考
に
な
る
。

　
「
学
校
〔
同
志
社
英
学
校
〕
の
は
じ
ま
っ
た
時
、

こ
こ
は
高
松
さ
ん
と
い
う
華
族
の
家
で
、
洛
陽

教
会
〔
現
在
も
新
島
旧
邸
南
側
に
隣
接
し
て
立

つ
〕
よ
り
ま
だ
下し
も

か
ら
長
屋
で
取
り
囲
ま
れ
て

い
て
、
そ
の
真
中
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
家
は

高
松
さ
ん
が
、
御
所
の
火
消
の
頭
か
し
ら
〔
大
工
頭
〕

で
あ
っ
た
中
井
主
人
〔
主も
ん

水ど

〕
と
い
う
人
か
ら

借
り
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
」。

　
「
借
り
て
い
た
」
は
「
買
い
受
け
て
、
居
住

し
て
い
た
」
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
高
松
は
自
分
が
使
っ
て
い
な
い
家
屋
や

部
屋
を
同
志
社
に
貸
す
こ
と
が
で
き
た
。
普
通

な
ら
耶
蘇
に
土
地
や
家
屋
敷
を
売
却
し
た
り
、

中井屋敷の見取り図
（同志社編『新島襄　その時代と生涯』晃洋書房、1993年）

火の見

「京都慶応義塾跡」碑（京都府庁内、2018年７月11日）
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十
五
坪
）
の
買
収
を
決
め
た
時
期
（
同
年
一
月

二
十
八
日
）
に
近
い
（
⑧
一
七
一
）。
一
月
と

い
う
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
旧
友
（
Ｊ
・
Ｍ
・
シ

ア
ー
ズ
）
か
ら
新
島
に
住
宅
建
築
資
金
が
送
ら

れ
て
き
た
二
か
月
後
（
⑧
一
六
九
）
で
あ
り
、

高
松
永
眠
の
八
か
月
前
で
あ
っ
た
。

　

屋
敷
購
入
の
交
渉
は
、
浜
岡
光こ
う

哲て
つ

（
京
都
政

財
界
の
大
物
で
、
の
ち
に
同
志
社
理
事
）
に
委

託
し
た
（
⑧
一
七
一
）。
例
に
よ
っ
て
、
新
島

単
独
で
は
、
購
入
は
無
理
で
あ
っ
た
。

　

新
島
は
す
ぐ
に
工
事
に
取
り
か
か
り
、
棟
上

げ
を
五
月
十
七
日
、
引
っ
越
し
を
九
月
七
日
に

行
な
っ
た
（
⑧
一
八
〇
）。
仮
に
高
松
が
最
期

ま
で
京
都
に
お
れ
ば
、
新
島
家
の
新
居
竣
工
を

自
分
の
目
で
見
届
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」（
二
〇
一
三
年
）

で
ブ
ー
ム
を
呼
ん
だ
新
島
旧
邸
で
あ
る
が
、
現

在
、
公
開
日
は
週
三
回
に
戻
さ
れ
、
し
か
も
屋

外
か
ら
の
見
学
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

屋
内
見
学
を
補
う
た
め
に
、案
内
ビ
デ
オ（
約

十
八
分
）
が
隣
接
す
る
新
島
会
館
別
館
ロ
ビ
ー

で
鑑
賞
で
き
る
。私
が
シ
ナ
リ
オ（
本
文
は
、『
自

己
発
見
の
ピ
ル
グ
リ
ム
』
に
収
録
）
を
作
成
し
、

案
内
役
と
し
て
出
演
も
し
て
い
る
の
で
、
旧
邸

内
部
の
説
明
は
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

ィ
ス
が
、
神
戸
に
戻
る
と
言
い
出
し
た
の
も
、

無
理
は
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
立
命
館
が
始
ま
っ
た
地
も

こ
こ
か
ら
近
い
。
同
じ
「
春
日
学
区
」
で
あ
る

の
は
、
な
ん
と
も
奇
遇
で
あ
る
。

中
井
屋
敷
を
買
収

　

高
松
（
一
八
一
八
年
生
ま
れ
）
が
亡
く
な
っ

た
時
期
（
一
八
七
八
年
九
月
二
十
四
日
）
も
興

味
深
い
。
新
島
が
中
井
屋
敷
の
敷
地
（
七
百
八

が
市
内
で
生
じ
た
（『
新
島
襄
の
生
涯
』
六
五

頁
）。
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が

宗
教
都
市
の
聖
な
る
古み
や
こ都
に
「
侵
入
」
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
危
機
感
を
抱
い
た
市
内
の

仏
教
勢
力
が
、
府
知
事
に
圧
力
を
か
け
た
の

で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
知
事
は
、
高
松
を
府
庁

に
呼
び
つ
け
て
、
賃
貸
契
約
を
取
り
消
す
よ

う
に
と
迫
っ
た
。

　

高
松
は
、
い
っ
た
ん
は
そ
れ
を
飲
む
。「
校

舎
用
に
借
り
た
建
物
の
持
ち
主
は
新
島
に
、
家

は
や
は
り
自
分
が
使
い
た
い
、
し
た
が
っ
て
わ

れ
わ
れ
〔
同
志
社
〕
に
貸
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
、
と
通
告
し
て
き
た
」
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
証

言
す
る
。

　

し
か
し
、「
知
事
と
の
間
に
聖
書
教
授
に
関

す
る
こ
の
と
り
き
め
が
で
き
た
の
ち
、
家
主
は

よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
に
家
を
貸
す
こ
と
に
き
め

た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
同
前
、
六
五
頁
）。

　

一
方
、
八
重
に
よ
れ
ば
、
高
松
側
に
は
む
げ

に
契
約
解
除
で
き
な
い
弱
み
が
あ
っ
た
。
家
計

逼
迫
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
知
事
の
横
ヤ
リ
は
功
を
奏

し
な
か
っ
た
。
新
島
は
、
校
内
で
は
聖
書
を
教

え
な
い
と
の
誓
約
書
を
知
事
に
提
出
し
て
、
事

な
き
を
得
た
も
の
の
、
こ
れ
を
知
っ
た
デ
イ
ヴ

の
歌
の
先
生
で
あ
っ
た
。
貧
乏
で
あ
っ
た
が
、

家
の
中
は
中
々
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
敷
地

は
今
の
洛
陽
教
会
か
ら
ま
だ
二
軒
程
南
が
境
界

で
、
真
中
に
井
戸
が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
大
工
の
統
領
の
中
井
主
水
と
い
ふ
人

が
〔
か
つ
て
〕
住
み
、
火
見
櫓
が
立
っ
て
を
っ

た
。
学
校
は
こ
の
家
の
屋
敷
〔
の
一
部
〕
を
借

り
て
始
め
た
も
の
で
あ
る
」（
青
山
霞
村
『
同

志
社
五
十
年
裏
面
史
』
四
一
頁
）。

　

当
時
の
学
生
の
ひ
と
り
、
堀
貞
一
（
後
に
牧

師
）
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
は
住
民
か
ら
「
火ひ

方か
た

屋

敷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
（『
徳
富
蘇
峰
の
師

友
た
ち
』
一
五
頁
）。

高
松
保
実

　

残
る
問
題
は
、
櫓
を
含
め
て
中
井
屋
敷
が
い

つ
取
り
壊
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
新
島
が
購
入
を

決
め
た
一
八
七
八
年
秋
の
時
点
で
は
、
屋
敷
は

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
つ
ま
り
、
新
島
が
購

入
し
た
の
は
更
地
な
の
か
、あ
る
い
は
上う
わ

物も
の（

古

家
）
つ
き
な
の
か
。
さ
ら
に
、
高
松
は
ど
の
時

点
で
こ
の
屋
敷
を
立
ち
退の

い
て
、
他よ

所そ

（
東

京
？
）
に
移
っ
た
の
か
。
謎
は
残
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
志
社
が
府
庁
か
ら
開
校
認

可
を
得
る
過
程
で
、「
非
常
に
不
穏
な
空
気
」

　

明
治
維
新
で
京
都

の
公
家
は
総
じ
て
窮

地
に
立
た
さ
れ
た
が
、

高
松
家
も
「
大
変
貧

乏
な
華
族
」
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
そ
の
高
松
か
ら
借
り
た
の
が
、
屋

敷
の
一
部
、
す
な
わ
ち
「
こ
の
家
と
長
屋
の
一

つ
」
だ
っ
た
と
八
重
も
証
言
す
る
。

　

さ
ら
に
、
賃
貸
契
約
を
高
松
と
取
り
交
わ
し

た
こ
と
も
判
明
す
る
。
文
面
か
ら
し
て
、
八
重

に
は
中
井
屋
敷
の
認
識
が
明
確
に
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
新
島
も
た
ぶ
ん
同
じ
で
あ
る
。
た

だ
し
、
中
井
家
が
奈
良
出
身
で
あ
る
と
は
、
夫

婦
と
も
に
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
火
方
屋
敷
」

　

と
こ
ろ
で
、
中
井
屋
敷
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、

火
の
見
櫓や
ぐ
らで

あ
っ
た
。
屋
敷
の
見
取
り
図
に
も
、

母
屋
の
西
南
隅
に
「
火
の
見
」（
〇
内
）
と
あ
る
。

こ
れ
を
見
た
人
に
は
そ
の
印
象
は
強
烈
で
、
八

重
も
中
井
を
「
御
所
の
火
消
の
頭
か
し
ら
」
と
誤
解
す

る
ほ
ど
で
あ
る
。
あ
る
同
志
社
史
に
も
櫓
が
登

場
す
る
。

　
「
同
志
社
の
始
め
て
開
か
れ
た
こ
の
屋
敷
は
、

華
族
高
松
氏
の
所
有
で
、
こ
の
華
族
は
国
風
社

賃
貸
し
た
り
す
る
市
民
は
京
都
で
は
ま
ず
い
な

い
。
高
松
は
例
外
で
あ
る
。
同
家
の
台
所
事
情

を
八
重
は
こ
う
暴
露
す
る
。

　
「
高
松
さ
ん
は
大
変
貧
乏
な
華
族
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
家
と
長
屋
の
一
つ
を
月
三
十

円
で
〔
同
志
社
に
〕
貸
し
て
く
れ
ま
し
て
、
家

賃
は
三
ケ
月
づ
つ
〔
ず
つ
〕
払
う
こ
と
に
し
て

居
り
ま
し
た
。

　

槇
村
〔
京
都
府
知
事
〕
さ
ん
は
こ
れ
を
聞
い

て
、
高
松
さ
ん
を
京
都
府
庁
へ
呼
び
出
し
、『
新

島
に
家
を
貸
す
な
』
と
言
い
つ
け
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
高
松
さ
ん
は
、
前
金
に
取
っ
た
三
ケ
月

分
の
家
賃
が
ど
う
し
て
も
返
せ
な
い
の
で
、
止

む
得
ず
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
三
ケ
月
ご
と
に
百
円
以
上
の
金

が
は
い
る
の
で
、
と
う
と
う
立た
ち

退の
き

を
要
求
さ
れ

る
こ
と
な
く
し
て
す
み
ま
し
た
。
百
円
と
言
え

ば
、
そ
の
頃
ず
い
ぶ
ん
大
金
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
」（
永
澤
嘉か

巳み

男お

編
『
新
島
八
重
子
回
想
録
』

六
〇
〜
六
一
頁
）。

高松保実の短冊
（同志社社史資料
センター蔵）

「立命館草創の地」碑（京都市上京区東三本木、2018年７月11日）
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１
．
び
わ
湖
疎
水
通
船
と
は

　

２
０
１
８
年
春
よ
り
、
大
津
〜
京
都
間
の
び

わ
湖
疎
水
に
お
い
て
、
観
光
船
の
運
航
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
び
わ
湖
疏
水
の
水

路
は
、
１
８
９
０
年
に
開
削
さ
れ
大
津
〜
京
都

へ
の
舟
運
と
水
力
発
電
の
利
用
、
水
利
の
利
用

の
た
め
に
長
年
に
わ
た
っ
て
多
い
に
活
躍
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
毎
日
２
０
０
万

立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、

水
道
用
水
、
灌
漑
用
水
、
防
火
用
水
、
工
業
用

水
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
他
、
蹴
上
周
辺
の

無
鄰
庵
や
瓢
亭
、
菊
水
、
何
有
荘
、
円
山
公
園

な
ど
の
庭
園
の
用
水
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
水
力
発
電
に
つ
い
て
も
、
３
箇
所
の
発
電

所
が
稼
働
し
て
お
り
、
現
役
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
琵
琶
湖
を
通
船
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
倣
い

「
び
わ
湖
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　

舟
運
に
つ
い
て
は
、
大
正
年
間
に
は
年
間
22

万
ト
ン
も
の
貨
物
が
行
き
来
し
て
い
た
が
、
鉄

道
や
自
動
車
の
発
達
に
伴
い
、
徐
々
に
そ
の
利

用
が
減
少
し
て
お
り
、
１
９
５
１
年
９
月
に
最

後
の
荷
を
運
ん
で
以
来
、
舟
運
は
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。

　

こ
の
疎
水
通
船
の
復
活
を
望
む
声
は
す
で
に

半
世
紀
以
上
も
連
綿
と
続
い
て
い
た
が
、
２
０

１
３
年
12
月
に
当
時
の
京
都
・
門
川
市
長
と
大

津
・
越
市
長
も
参
加
し
た
船
の
試
乗
会
が
実
施

さ
れ
、
び
わ
湖
疏
水
の
歴
史
的
意
義
の
再
評
価

と
ア
ピ
ー
ル
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
地

域
活
性
化
へ
の
寄
与
な
ど
を
目
的
と
し
て
、「
び

わ
湖
疏
水
船
下
り
実
行
委
員
会
」
が
翌
年
12
月

に
発
足
し
、
多
く
の
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
の

事
業
と
な
り
、
２
０
１
５
年
春
に
は
の
べ
16
日

間
の
試
行
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本

格
事
業
化
に
向
け
て
ガ
イ
ド
の
育
成
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
企
画
、
大
津
か
ら
京
都
の
下
り

だ
け
で
な
く
、
京
都
か
ら
大
津
へ
の
上
り
便
の

試
行
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年
春
に
本
格

的
な
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

　

春
と
秋
の
運
行
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
８

年
春
季
は
３
月
29
日
か
ら
５
月
28
日
ま
で
の
木

曜
か
ら
月
曜
ま
で
、
秋
期
は
10
月
６
日
か
ら
11

月
28
日
ま
で
の
運
行
（
運
休
日
は
10
月
と
11
月

で
異
な
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
料
金
は
通
常
期

（
平
日
）、
繁
忙
期
（
土
日
祝
）、
ト
ッ
プ
期
（
春

休
み
、
Ｇ
Ｗ
、
秋
の
Ｇ
Ｗ
）
で
異
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
大
津
〜
蹴
上
間
で
４
，０
０
０
円
、
５
，０

０
０
円
、
８
，０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

図
１
は
、
疎
水
通
船
の
概
略
地
図
で
あ
り
、

大
津
の
乗
船
場
か
ら
四
ノ
宮
を
経
て
蹴
上
ま
で

の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
び
わ
湖
疏
水
通
船
の
風
景

1
大
津
か
ら
四
ノ
宮
舟
溜

　

筆
者
は
２
０
１
７
年
11
月
20
日
に
試
験
運
行

に
同
乗
、
２
０
１
８
年
５
月
20
日
に
も
実
際
の

営
業
運
転
に
乗
船
し
て
い
る
。

　

疎
水
通
船
の
乗
り
場
は
、
京
阪
石
山
坂
本
本

線
の
三
井
寺
駅
に
近
い
北
国
橋
に
あ
る
大
津
閘

門
の
西
側
に
あ
り
、
12
人
乗
り
の
小
型
船
に
乗

り
込
む
。
11
月
は
夕
方
の
乗
船
と
な
り
か
な
り

寒
く
、
冬
の
時
期
に
運
行
さ
れ
な
い
事
情
も
納

得
で
き
た
。

　

び
わ
湖
の
取
水
口
か
ら
通
船
の
終
点
の
蹴
上

ま
で
の
第
一
疎
水
の
距
離
は
８
・
４
㎞
で
、
そ

の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
の
区
間
は
４
箇
所
あ
り
計
３
・

びわ湖疎水通船の復活びわ湖疎水通船の復活

青青
あおあお

木木
きき

　　真真
まま

美美
みみ

（大学商学部教授）（大学商学部教授）

９
㎞
で
あ
る
。
大
津
閘
門
の
先
の
船
着
場
か
ら

出
発
す
る
と
す
ぐ
に
第
１
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
な
ど
に
は
明
治
政
府
の

要
人
ら
の
筆
に
よ
る
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
、
第
一

ト
ン
ネ
ル
の
東
側
に
は
伊
藤
博
文
（
疎
水
開
通

時
に
は
初
代
枢
密
院
議
長
）
の
「
気
象
萬
千
」

四ノ宮乗船場

大津乗船場

京阪びわ湖
浜大津駅

鴨
川

京都地下鉄 東西線

JR東海道線
・湖西線

京阪　
京津線

平安神宮

南禅寺

本圀寺

毘沙門堂

三井寺

琵琶湖

第一トンネル

山科エリア

大津エリア

蹴上エリア 諸羽トンネル

蹴上インクライン

蹴上乗船場

JR
湖
西
線

山科駅

JR大津駅

第三トンネル

第二トンネル

図１　疎水通船のルート

写真１　乗船場から北国橋をのぞむ

写真３　  第一トンネル内　中央の明
るくなっているところが第
一シャフト下

写真２　  大津の乗船場から見た第１
トンネル入り口
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る
。

　

蹴
上
か
ら
南
禅
寺
の
舟
溜
は
勾
配
が
急
で
船

を
直
接
流
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

レ
ー
ル
を
引
い
て
船
を
台
車
に
載
せ
て
下
る
イ

ン
ク
ラ
イ
ン
の
設
備
が
あ
り
、
一
部
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。

　

実
は
疎
水
に
は
今
ま
で
船
で
た
ど
っ
て
き
た

第
一
疎
水
の
他
に
、
全
線
が
ト
ン
ネ
ル
の
第
二

疎
水
が
あ
り
、
蹴
上
で
合
流
し
水
の
量
が
一
挙

に
増
加
す
る
。
乗
船
場
か
ら
南
禅
寺
の
方
向
に

も
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
轟
音
を
立
て

て
流
れ
る
水
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
途
中
に
、
こ
の
疎
水
建
設
の
中
心
人
物
で

あ
っ
た
、
田
辺
朔
郎
の
像
が
あ
る
。
明
治
中
期

の
当
時
、
大
規
模
な
土
木
工
事
は
全
て
外
国
人

技
師
、
お
雇
い
外
国
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
疎
水
の
建
設
は
日
本
人
が
行
っ
た

最
初
の
大
規
模
な
土
木
工
事
で
あ
っ
た
。
そ
の

責
任
者
と
し
て
、
当
時
工
部
大
学
校
（
現
在
の

東
京
大
学
工
学
部
）
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
弱

冠
21
歳
の
田
邉
が
登
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
電

気
も
な
く
重
機
も
な
い
当
時
、
ほ
と
ん
ど
を
人

力
の
手
作
業
で
行
っ
た
先
人
の
苦
労
は
い
か
ば

か
り
か
、
と
察
せ
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
先
は
、
南
禅
寺
の
敷
地
内
に
レ

で
行
幸
さ
れ
る
と
い
う
計
画
が
あ
り
、
そ
の
出

迎
え
の
た
め
に
豪
華
な
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と

な
っ
た
。
建
築
の
設
計
は
、
京
都
国
立
博
物
館

な
ど
で
知
ら
れ
る
片
山
東
熊
で
あ
る
。

4
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
と
水
路
閣

　

蹴
上
で
下
船
し
て
も
、
疎
水
の
施
設
は
ま
だ

ま
だ
続
い
て
い
る
。
蹴
上
か
ら
は
流
れ
は
分
か

れ
て
、
鴨
川
・
高
瀬
川
の
方
向
に
向
か
う
水
路

と
、
南
禅
寺
水
路
閣
を
経
て
哲
学
の
道
を
北
上

し
松
ヶ
崎
浄
水
場
の
方
向
に
向
か
う
水
路
が
あ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
、
少
し
東
よ
り
の
第
10
号
橋

（
通
称
黒
谷
橋
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

第
三
ト
ン
ネ
ル
（
８
５
０
ｍ
）
を
抜
け
る
と

す
ぐ
に
蹴
上
の
乗
船
場
と
な
る
。
こ
の
乗
船
場

に
は
立
派
な
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が
あ
り
、「
御

所
水
道
ポ
ン
プ
室
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
京
都
御
所
に
防
火
用
水
を
送
る
た
め
の
施

設
で
、
京
都
御
所
の
建
物
よ
り
高
い
位
置
に
す

る
た
め
に
こ
こ
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。
内
部
に

は
ポ
ン
プ
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
大
正
天
皇
が
皇

太
子
の
時
期
に
疎
水
を
大
津
か
ら
京
都
ま
で
船

わ
せ
て
追
い
か
け
て
き
て
先
回
り
し
、
ま
る
で

道
案
内
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

3
第
二
ト
ン
ネ
ル
か
ら
蹴
上
の
乗
船
場

　

第
二
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
欄
干
が
鉄
製

に
な
っ
て
い
る
橋
が
目
に
入
る
が
、
１
９
０
３

年
に
建
造
さ
れ
た
日
本
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
で
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
橋
で
あ

る
。
橋
の
袂
に
は
石
碑
も
立
ち
、
第
11
号
橋
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
試
験
的
に
建

造
さ
れ
て
も
の
で
あ
っ
て
、
本
格
的
な
鉄
筋
コ

設
置
さ
れ
て
お
り
、
散
歩
を
し

て
い
る
方
も
多
い
。
四
ノ
宮
の

舟
溜
に
は
、
乗
船
場
も
設
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
乗
降
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
を

過
ぎ
る
と
す
ぐ
諸
羽
ト
ン
ネ
ル

（
５
２
０
ｍ
）
に
入
り
、
そ
れ

を
抜
け
る
と
見
所
が
満
載
の
エ

リ
ア
と
な
る
。
毘
沙
門
堂
に
つ

な
が
る
安
朱
橋
、
安
祥
寺
川
が

疎
水
を
ま
た
ぐ
立
体
交
差
と

な
っ
て
い
る
地
点
や
洛
東
高
校

へ
の
橋
を
過
ぎ
る
と
、
左
手
に

は
天
智
天
皇
の
山
科
陵
が
あ
り

地
下
鉄
駅
の
御
陵
は
こ
の
あ
た
り
で
あ
る
、
右

手
に
は
日
蓮
宗
の
本
圀
寺
が
あ
る
が
、
そ
の
参

道
の
正
嫡
橋
の
欄
干
は
朱
色
に
輝
や
い
て
い
る
。

　

更
に
進
む
と
、第
二
ト
ン
ネ
ル（
１
２
４
ｍ
）

の
入
り
口
と
な
る
。
こ
の
入
り
口
の
扁
額
は
、

明
治
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
大
臣
職
を
歴
任
し
た
井

上
馨
の
も
の
で
あ
り
、「
仁
以
山
悦
智
為
水
歓
」

（
仁
者
は
動
か
な
い
山
に
よ
ろ
こ
び
、
智
者
は

流
れ
行
く
水
に
よ
ろ
こ
ぶ
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

11
月
に
も
５
月
に
も
こ
の
あ
た
り
に
大
き
な

青
さ
ぎ
が
飛
ん
で
き
て
お
り
、
船
の
進
行
に
合

（
千
変
万
化
す
る
気
象
と
風
景
は
す
ば
ら
し
い

の
意
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
中
は
か
な
り
暗
く
、
照
明
は
あ

る
が
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

第
一
ト
ン
ネ
ル
は
２
・
４
㎞
あ
り
一
番
長
い

ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
工
事
の
際
も
た
い
へ
ん
時

間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
現
在
東
側
の
ト
ン
ネ

ル
口
か
ら
１
・
７
㎞
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
第
一

シ
ャ
フ
ト
と
い
っ
て
竪
穴
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
山
頂
か
ら
下
に
掘
り
進
ん
で
い
っ
た
名

残
で
、
現
在
で
も
穴
が
開
い
て
お
り
地
下
水
が

か
な
り
の
勢
い
で
落
下
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル

内
に
は
疎
水
の
建
設
を
主
導
し
た
当
時
の
京
都

府
知
事
北
垣
国
道
の
扁
額
も
あ
る
。

　

第
一
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
春
の
桜
や
秋

の
紅
葉
の
眺
め
が
美
し
い
、
四
ノ
宮
付
近
の
開

口
部
に
出
る
。
滋
賀
県
と
京
都
府
の
境
界
を
越

え
た
こ
こ
は
、
山
科
エ
リ
ア
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
湖

西
線
の
建
設
時
に
は
若
干
疎
水
の
経
路
を
変
更

し
た
部
分
で
も
あ
る
。

　

こ
の
あ
た
り
は
水
深
が
浅
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

操
船
に
は
注
意
が
必
要
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

2
四
ノ
宮
舟
溜
か
ら
第
第
二
ト
ン
ネ
ル

　

こ
の
あ
た
り
は
進
行
方
向
右
側
に
遊
歩
道
が

写真４　四ノ宮の舟溜　奥のほうが浅い

写真５　道案内（？）の青さぎ

写真６　御所水道ポンプ室

写真７　蹴上の水路とインクラインの始点

写真８　田辺朔郎像
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
建
設
期
間
中
に
ア
メ

リ
カ
を
視
察
し
た
田
邉
の
意
見
に
よ
り
発
電
施

設
も
備
え
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
後
の
産
業
振

興
や
市
電
の
発
達
な
ど
に
も
大
い
に
貢
献
し
た
。

　

さ
ら
に
完
成
後
も
、
電
力
需
要
の
増
大
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
、
第
二
疎
水
の
建
設
が
行

わ
れ
、
こ
れ
は
水
道
事
業
、
市
電
開
通
と
幹
線

道
路
の
拡
幅
と
あ
わ
せ
て
京
都
市
の
三
大
事
業

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
一
日
二
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
年
間
約

二
億
ト
ン
の
湖
水
が
京
都
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、

京
都
市
は
「
疎
水
感
謝
金
」
し
て
年
間
二
億
三

千
万
円
を
滋
賀
県
に
支
払
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
の
疎
水
竣
工
百
周
年
を
前
に
、

琵
琶
湖
疏
水
記
念
館
が
開
館
し
、
１
９
９
６
年

に
は
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
先

人
の
知
恵
と
決
断
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
現
在
も

な
お
京
都
市
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
疎
水
の

歴
史
的
な
意
味
と
今
日
に
お
け
る
役
割
に
つ
い

て
、
通
船
の
復
活
を
期
に
再
認
識
さ
れ
る
こ
と

が
切
に
望
ま
れ
よ
う
。

３
．  

疎
水
の
建
設
と

京
都
の
近
代
化

　

明
治
中
期
に
こ
う
し
た
大
規
模
な
土
木
工
事

が
京
都
で
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
天
皇
陛
下
の

東
京
へ
の
行
幸
に
よ
る
京
都
の
人
口
減
少
や
産

業
の
衰
退
が
あ
り
、そ
の
対
策
と
し
て
社
会
的
・

経
済
的
な
復
興
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

１
８
８
１
年
２
月
に
京
都
府
知
事
に
任
命
さ

れ
た
北
垣
国
道
は
、
び
わ
湖
の
豊
か
な
水
量
に

注
目
し
、
疎
水
の
開
削
に
よ
っ
て
び
わ
湖
と
宇

治
川
を
結
ぶ
舟
運
を
開
通
さ
せ
、

同
時
に
水
利
や
動
力
と
し
て
の

活
用
を
図
ろ
う
と
計
画
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
大
規
模
工
事

に
伴
う
巨
額
の
建
設
費
の
危
惧
、

び
わ
湖
の
水
利
に
つ
い
て
危
惧

す
る
滋
賀
県
や
大
阪
府
な
ど
の

反
対
、
な
ど
が
あ
り
、
よ
う
や

く
１
８
８
５
年
６
月
に
着
工
し
、

１
８
９
０
年
３
月
に
大
津
か
ら

鴨
川
合
流
点
ま
で
完
成
し
た
の

で
あ
る
。

　

当
初
は
水
利
と
水
車
に
利
用

に
よ
る
動
力
の
利
用
を
目
的
と

ン
ガ
造
り
の
橋
脚
が
そ
び
え
る
水
路
閣
と
な
る
。

　

こ
の
流
れ
が
、
哲
学
の
道
の
水
路
に
つ
な
が

り
、
若
王
子
神
社
の
前
を
南
か
ら
北
へ
と
流
れ

る
疎
水
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
現
在
疎
水
記
念
館
が
あ
る
仁
王
門
通

に
並
行
し
て
幅
の
広
い
疎
水
の
流
れ
が
あ
り
、

平
安
神
宮
の
鳥
居
の
前
を
過
ぎ
北
上
し
て
冷
泉

通
に
並
行
し
、
夷
川
発
電
所
に
い
た
る
。
さ
ら

に
鴨
川
へ
の
合
流
点
が
あ
り
、
伏
見
ま
で
の
鴨

川
運
河
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

写真９　南禅寺水路閣を上から眺める

写真10　南禅寺水路閣の橋脚



新
刊
紹
介

平凡社
820円（税抜）

一
神
教
と
は
何
か

│  

キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
た
め
に

小こ

原は
ら

克か
つ

博ひ
ろ（

大
学
神
学
部
教
授
）著

　

止
む
こ
と
の
な
い
テ
ロ
、
解
決
の

糸
口
が
見
え
な
い
難
民
問
題
、
エ
ル

サ
レ
ム
を
め
ぐ
る
騒
動
な
ど
を
、
ニ

ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
見
聞
き

す
る
と
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
っ
た
一
神
教
が
、

そ
れ
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ

ア
は
、
出
来
事
や
事
件
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
部
分
に
光
を
当
て
ま
す

が
、
一
神
教
社
会
の
日
常
や
そ
れ
を

支
え
る
思
想
や
論
理
に
つ
い
て
、
私

た
ち
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
人
口
の
過
半
数
を
一
神
教
徒

が
占
め
て
い
る
現
代
世
界
を
見
据
え

て
い
く
た
め
に
は
、
一
神
教
の
基
本

的
な
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
書

に
よ
っ
て
、
読
者
は
ニ
ュ
ー
ス
の
背

後
に
あ
る
一
神
教
の
歴
史
や
、
も
の

の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
神
教
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
膨

大
な
数
の
入
門
書
や
専
門
書
が
あ
り

ま
す
。
類
書
に
は
な
い
本
書
の
特
徴

は
、「
間
」を
見
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
神
教
相
互
の「
間
」、
一
神
教
と
現

実
社
会
と
の「
間
」、
一
神
教
と
日
本

社
会
と
の「
間
」で
す
。
本
書
で
は
、

日
本
社
会
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
一

神
教
批
判
そ
し
て
多
神
教
礼
賛
と
い

っ
た
言
説
に
潜
む
日
本
文
化
論
の
特

質
に
対
し
て
も
光
を
当
て
、
異
質
な

他
者
と
向
き
合
う
作
法
を
考
え
て
い

ま
す
。
日
本
が
自
己
満
足
的
・
排
他

的
で
は
な
い
仕
方
で
自
ら
の
価
値
観

や
伝
統
を
語
る
た
め
に
、
一
神
教
を

知
る
こ
と
は
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
本
書
に
お
い
て
、
同
志
社
の
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
未
来
の
形
を
考
え

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
も

で
き
る
は
ず
で
す
。 

著
者
よ
り

おうふう
12,000円（税抜）

竹
田
か
ら
く
り
の

研
究山や

ま

田だ

和か
ず

人ひ
と（

大
学
文
学
部
教
授
）著

　

本
書
は
、
著
者
の
二
十
五
年
余
に

わ
た
る
竹
田
か
ら
く
り
関
連
の
研
究

成
果
を
と
り
ま
と
め
た
著
作
で
す
。

　

竹
田
か
ら
く
り
は
、
江
戸
時
代
初

期
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
道
頓
堀
を

中
心
に
上
演
さ
れ
て
き
た
一
座
で
、

か
ら
く
り
と
子
供
芝
居
が
併
演
さ
れ
、

大
坂
に
行
っ
た
ら
竹
田
芝
居
を
見
る

べ
し
と
い
う
程
の
人
気
で
し
た
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
従
来
、
竹
田
か
ら
く

り
に
関
す
る
文
化
・
文
学
の
研
究
か

ら
の
ま
と
ま
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ほ

ぼ
皆
無
で
あ
り
、
演
目
や
演
技
、
構

造
・
興
行
実
態
な
ど
基
礎
的
な
研
究

も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

本
書
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初

期
に
至
る
竹
田
か
ら
く
り
の
実
態
に

迫
る
研
究
資
料
と
そ
れ
を
活
用
し
た

新
た
な
方
法
論
を
提
示
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
日
本
の
芸
能
・
演
劇
研
究

の
空
白
を
埋
め
る
唯
一
無
二
の
研
究

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
画

資
料
の
精
力
的
な
調
査
と
現
存
か
ら

く
り
の
詳
細
な
調
査
を
総
合
す
る
こ

と
で
竹
田
か
ら
く
り
の
動
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
手
法
は
独
創
的
で
あ

り
、
絵
画
資
料
の
徹
底
的
な
読
み
取

り
に
よ
っ
て
、
か
ら
く
り
の
動
態
を

推
定
し
て
い
く
方
法
も
前
例
の
な
い

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

竹
田
か
ら
く
り
が
人
形
浄
瑠
璃
の

舞
台
演
出
や
他
ジ
ャ
ン
ル
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
か
ら
く

り
文
化
史
と
も
称
す
べ
き
太
く
大
き

な
潮
流
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
実

証
的
に
示
し
得
た
功
績
た
り
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
に
対
し
て
、
本
年

度
第
五
十
回
日
本
演
劇
学
会
河
竹
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介
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新
刊
紹
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NTT出版
2,500円（税抜）

憲
法
で
読
む
ア
メ
リ
カ

現
代
史阿あ

川が
わ

尚な
お

之ゆ
き（
大
学
法
学
部　

特
別
客
員
教
授
）著

　

就
任
以
来
物
議
を
か
も
し
続
け
る

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ
が
、

歴
史
的
な
功
績
を
す
で
に
一
つ
残
し

て
い
る
。
合
衆
国
最
高
裁
判
事
の
任

命
で
あ
る
。

　

合
衆
国
憲
法
は
最
高
裁
を
ふ
く
む

連
邦
裁
判
所
の
任
命
権
を
大
統
領
に

与
え
た
。
た
だ
し
上
院
の
同
意
を
必

要
と
す
る
。
ま
た
判
事
の
任
期
は
終

身
な
の
で
、
辞
任
か
死
去
が
な
い
か

ぎ
り
任
命
の
機
会
は
な
い
。
２
０
１

６
年
に
死
去
し
た
ス
カ
リ
ア
最
高
裁

判
事
の
後
任
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
就
任
早
々
ゴ
ー
サ
ッ
チ
判
事

を
任
命
し
た
。
本
年
７
月
に
は
ケ
ネ

デ
ィ
ー
判
事
が
引
退
し
、
大
統
領
は

キ
ャ
バ
ノ
ー
連
邦
控
訴
裁
判
事
を
後

任
に
指
名
し
た
。
上
院
で
の
審
理
を

経
て
、
お
そ
ら
く
中
間
選
挙
ま
で
に

新
判
事
が
任
命
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
最

高
裁
の
保
守
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

最
高
裁
は
人
種
差
別
、
同
性
婚
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を
二
分
す
る
問

題
に
つ
い
て
憲
法
上
の
判
断
を
示
し

て
き
た
。
判
決
の
方
向
性
は
９
人
の

判
事
の
構
成
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

そ
こ
で
大
統
領
は
自
分
に
近
い
憲
法

思
想
を
も
つ
人
物
を
任
命
し
よ
う
と

す
る
。
大
統
領
は
任
期
が
終
わ
れ
ば

退
任
す
る
が
、
新
判
事
は
何
十
年
も

そ
の
地
位
に
留
ま
る
例
が
多
い
。
影

響
は
長
く
残
る
。
た
だ
し
憲
法
が
独

立
を
保
証
す
る
最
高
裁
判
事
は
、
自

分
を
任
命
し
た
大
統
領
の
期
待
に
反

す
る
判
決
を
下
す
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

議
会
上
院
が
大
統
領
の
指
名
し
た
候

補
に
強
く
反
対
し
て
、
任
命
を
阻
止

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

本
書
は
最
高
裁
判
事
の
任
命
、
そ

の
憲
法
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
議
会
、

大
統
領
、
最
高
裁
の
三
権
が
協
調
と

対
立
を
繰
り
返
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ

現
代
史
の
一
側
面
を
、
レ
ー
ガ
ン
政

権
発
足
に
遡
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ

る
。

 

著
者
よ
り

信山社
7,600円（税抜）

人
権
条
約
の
解
釈
と

適
用坂さ

か

元も
と

茂し
げ

樹き
（
大
学
法
学
部
教
授
）著

　

人
権
条
約
は
、
他
の
条
約
と
異
な

り
、
条
約
の
履
行
状
況
を
締
約
国
が

報
告
す
る
国
家
報
告
審
査
と
条
約
の

履
行
を
監
視
す
る
監
視
機
関
が
存
在

す
る
の
を
特
徴
と
す
る
。
ま
た
、
日

本
は
未
だ
批
准
し
て
い
な
い
が
、
国

際
人
権
規
約
に
は
個
人
通
報
制
度
が

あ
り
、
締
約
国
の
国
内
裁
判
所
の
規

約
の
条
文
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
場

合
は
、
個
人
が
当
該
締
約
国
を
相
手

取
っ
て
、
監
視
機
関
に
訴
え
る
制
度

も
存
在
す
る
。
そ
の
際
、
監
視
機
関

は
規
約
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る

「
見
解
」を
出
す
。
た
だ
し
、
見
解
に

は
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た「
見
解
」の
蓄
積
に
基
づ
く

各
条
文
の
注
釈
と
し
て
の
性
格
を
も

つ「
一
般
的
意
見
」が
採
択
さ
れ
る
。

　

日
本
の
人
権
訴
訟
に
お
い
て
は
、

見
解
や
一
般
的
意
見
が
、
当
該
条
文

に
関
す
る
関
係
条
文
の
権
威
あ
る
解

釈
と
し
て
、
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る

が
、
日
本
の
司
法
は
こ
う
し
た
見
解

や
一
般
的
意
見
が
法
的
拘
束
力
を
も

た
な
い
勧
告
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

条
文
解
釈
と
し
て
採
用
し
な
い
傾
向

が
あ
る
。
他
方
で
、
国
際
司
法
裁
判

所
は
、
監
視
機
関
の
解
釈
に
相
当
な

重
み
を
与
え
る
べ
き
だ
と
し
て
、
そ

の
解
釈
に
権
威
性
を
与
え
て
い
る
。

本
書
は
、
な
ぜ
に
こ
う
し
た
相
違
が

生
ず
る
の
か
を
、
国
際
人
権
規
約
の

自
由
権
規
約
委
員
会
に
よ
る
解
釈
実

践
と
日
本
の
国
内
裁
判
所
の
解
釈
実

践
の
比
較
を
通
し
て
行
う
。

　

筆
者
は
、
国
連
人
権
理
事
会
諮
問

委
員
会
委
員
な
ど
国
際
人
権
の
実
務

経
験
を
基
に
、
裁
判
官
や
弁
護
士
に

対
す
る「
国
際
人
権
法
」の
研
修
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
経
験
の
中
で
考
え

た
こ
と
が
本
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

有斐閣
3,900円（税抜）

銀
幕
の
大
統
領

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

│
現
代
大
統
領
制
と
映
画

村む
ら

田た

晃こ
う

嗣じ
（
大
学
法
学
部
教
授
）著

　

映
画
は
き
わ
め
て
大
衆
民
主
主
義

的
な
文
化
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
的
な

文
化
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

映
画
史
研
究
と
政
治
外
交
史
研
究
に

は
、
接
点
が
乏
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

本
書
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か
ら
大
統
領
に

な
っ
た
唯
一
の「
銀
幕
の
大
統
領
」ロ

ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
を
素
材
に
両
者

の
架
橋
を
試
み
た
研
究
で
あ
る
。
総

じ
て
、
映
画
研
究
者
は
レ
ー
ガ
ン
す

な
わ
ち
タ
カ
派
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
単
純
化
に
陥
り
、
政
治
外
交

史
研
究
者
は
映
画
を
せ
い
ぜ
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
扱
い
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
。

今
日
の
大
学
や
知
的
世
界
を
見
回
し

て
も
、
一
方
が
他
方
を
無
視
し
た
り

断
罪
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
異

な
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
や
立
場
の
間
の

対
話
が
必
要
な
こ
と
は
、
一
層
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
レ
ー
ガ
ン
と
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
、
ジ
ミ
ー
・

カ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
前
任
者
、
そ
し

て
、レ
ー
ガ
ン
の
影
響
を
受
け
た「
レ

ー
ガ
ン
の
子
供
た
ち
」と
の
比
較
も

試
み
た
。「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大

に
」と
呼
号
す
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
も
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
が
共
産
主
義
や

「
大
き
な
政
府
」と
い
っ
た
抽
象
概
念

を
攻
撃
し
た
の
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン

プ
は
個
人
攻
撃
に
終
始
し
、
は
る
か

に
排
他
的
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、

ト
ラ
ン
プ
を
批
判
し
な
が
ら
、
自
分

と
異
な
る
意
見
に
不
寛
容
な「
小
さ

な
ト
ラ
ン
プ
」が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ

る
。
ま
た
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
や
中
曽
根
康
弘
な
ど
外
国
の

指
導
者
と
の
比
較
も
行
な
っ
た
。
今

後
さ
ら
に
本
格
的
な
比
較
研
究
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

 

著
者
よ
り

有斐閣
3,500円（税抜）

近
代
日
本
の
庶
民
史

│  

ふ
つ
う
の
人
々
の
暮
ら
し
と

人
生
を
紡
ぐ

西に
し

村む
ら

卓た
か
し（

大
学
経
済
学
部
教
授
）著

　

天
下
国
家
の
盛
衰
や
、
そ
こ
に
き

ら
び
や
か
に
登
場
す
る「
英
雄
」た
ち

を
描
き
、
そ
の
時
の
流
れ
の
な
か
に
、

全
て
の
事
象
を
流
し
込
ん
で
し
ま
う

よ
う
な
歴
史
で
な
く
、
ふ
つ
う
の
人

び
と
、
庶
民
と
い
わ
れ
る
人
び
と
に

寄
り
添
っ
て
歴
史
を
描
く
。
い
わ
ば
、

上
か
ら
下
を
見
下
ろ
す
の
で
は
な
く
、

逆
に
下
か
ら
上
を
照
ら
し
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
実
感
の
あ
る
歴
史

を
描
き
き
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
そ
う
い
う
立
場
か
ら
、

庶
民
と
い
わ
れ
る
ふ
つ
う
の
人
び
と

の
歴
史
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章「『
ま
ち
』の
暮
ら
し
と
戦

争
」で
は
、
１
９
３
８（
昭
和
13
）年

に
一
人
の
豆
腐
行
商
人
が
書
き
残
し

た「
日
誌
」を
素
材
に
、「
戦
争
」に
巻

き
込
ま
れ
て
い
く
庶
民
を
描
く
。

　

第
二
章「『
む
ら
』に
お
け
る
強
盗

と
盗
み
」で
は
、
明
治
前
半
期
に
都

市
近
郊
農
村
で
起
こ
っ
た
強
盗
事
件

と
窃
盗
未
遂
事
件
を
み
る
な
か
で
、

近
代
社
会
と
向
き
合
う「
む
ら
」の
姿

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　

第
三
章「
屎
尿
を
通
し
て
み
る

『
農
』の
風
景
」で
は
、屎
尿
が「
む
ら
」

に
と
っ
て
の
有
用
物
で
あ
る
一
方
、

「
ま
ち
」に
と
っ
て
の
廃
棄
物
で
あ
っ

た
時
代
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、「
む

ら
」と「
ま
ち
」の
本
来
あ
る
べ
き
姿

を
照
ら
し
出
す
。

　

第
四
章「
宇
山
栄
太
郎
と
一
粒
稲

栽
培
法
」で
は
、
明
治
後
半
期
に
お

け
る
島
根
県
能
義
郡
の
一
農
村
で
農

事
改
良
に
邁
進
し
た
篤
農
・
宇
山
栄

太
郎
の
考
案
し
た
農
法
が
、
地
域
の

農
法
と
し
て
定
着
す
る
姿
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

第
五
章「
信
州
リ
ン
ゴ
の
開
発
者　

真
鍋
猪
之
吉
」で
は
、
明
治
期
に
福

岡
県「
勧
農
社
」か
ら
派
遣
さ
れ
た
実

業
教
師
の
真
鍋
猪
之
吉
が
、
老
農
的

な
稲
作
改
良
法
が
終
焉
を
迎
え
た
の

ち
、
派
遣
先
の
長
野
県
で「
信
州
リ

ン
ゴ
」の
開
発
者
と
し
て
新
た
な
人

生
を
歩
む
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介 新 刊 紹 介
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新
刊
紹
介

慈学社出版
10,000円（税抜）

政
策
税
制
の
展
開
と

限
界

占う
ら

部べ

裕ひ
ろ

典の
り（

大
学
司
法
研
究
科
教
授
）著

　

租
税
特
別
措
置（
租
税
優
遇
措
置
、

税
負
担
軽
減
措
置
等
）は
、
特
定
の

政
策
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
税
負
担
の
公

平
・
中
立
・
簡
素
と
い
う
税
制
の
基

本
理
念
・
原
則
の
例
外
措
置
と
し
て

設
け
ら
れ
て
い
る
。
租
税
特
別
措
置

は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
一
度
は

廃
止
さ
れ
た
も
の
の
以
後
、
わ
が
国

の
成
長
過
程
等
を
通
じ
て
経
済
政
策

や
社
会
政
策
の
た
め
に
相
応
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
租
税
特
別
措
置

に
つ
い
て
は
、
個
別
的
な
政
策
目
的

に
細
分
化
さ
れ
、
極
め
て
複
雑
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
一
旦
、
租

税
特
別
措
置
が
導
入
さ
れ
る
と
、
既

得
権
益
と
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て

継
続
し
て
措
置
さ
れ
が
ち
で
あ
る
な

ど
、
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
租

税
特
別
措
置（
優
遇
税
制
）の
法
的
限

界
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
議
会
に
お

け
る
法
的
統
制
の
あ
り
方
、
司
法
的

な
意
味
で
違
憲
等
の
審
査
基
準
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
租
税
特
別

措
置
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、（
１
）租
税
優
遇
措
置
に
係
る
規

定
の
解
釈
論
、（
２
）租
税
特
別
措
置

に
係
る
規
定
の
実
体
法
的
な
意
味

（
特
別
措
置
の
法
的
限
界
）、（
３
）立

法
過
程
を
含
め
た
租
税
特
別
措
置
に

対
す
る
手
続
法
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

（
４
）租
税
特
別
措
置
の
見
直
し（
整

理
合
理
化
の
対
象
）や
そ
の
審
査
基

準
な
ど
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
、
各

章
の
優
遇
税
制
等
に
つ
い
て
検
証
を

加
え
て
い
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
、
優
遇
税
制
や
政

策
税
制
の
法
的
評
価
に
あ
た
っ
て
の

基
準
、
法
的
な
整
理
合
理
化
の
た
め

の
手
続
要
件
を
含
む
法
的
枠
組
み
な

ど
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

平凡社
800円（税抜）

「
ネ
コ
型
」人
間
の
時
代

│
直
感
こ
そ
Ａ
Ｉ
に
勝
る

太お
お

田た

肇は
じ
め（

大
学
政
策
学
部
教
授
）著

　

何
ご
と
に
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
勤

勉
さ
や
忠
誠
心
に
は
や
や
欠
け
る
が
、

自
分
の
頭
で
考
え
、
自
発
的
に
行
動

す
る
。
感
性
に
優
れ
、
創
造
性
も
あ

る
。
こ
の
数
年
、
こ
の
よ
う
な「
ネ

コ
型
」新
人
が
職
場
で
異
彩
を
放
っ

て
い
る
。

　

わ
が
国
は
一
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、

工
業
社
会
で
成
功
を
収
め
て
き
た
。

そ
こ
で
は
組
織
と
上
司
に
忠
実
で
愚

直
に
働
く「
イ
ヌ
型
」人
間
が
重
宝
さ

れ
、
学
校
や
家
庭
で
も
人
材
育
成
の

目
標
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が「
イ
ヌ

型
」は
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）に
よ

っ
て
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
、
か
わ

っ
て「
ネ
コ
型
」人
間
が
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

指
示
待
ち
で
積
極
性
に
欠
け
る
と

か
、
野
心
が
な
い
な
ど
と
い
わ
れ
る

近
年
の
若
者
た
ち
だ
が
、
実
は
本
性

を
隠
し
た「
隠
れ
ネ
コ
」が
多
い
。
ス

パ
ル
タ
式
の
指
導
か
ら
選
手
の
自
主

性
を
尊
重
す
る
指
導
方
針
に
変
え
た

チ
ー
ム
が
、
高
校
野
球
や
大
学
駅
伝
、

ラ
グ
ビ
ー
の
大
学
選
手
権
で
栄
冠
に

輝
い
て
い
る
。
ま
た
社
員
を「
イ
ヌ

扱
い
」か
ら「
ネ
コ
扱
い
」に
変
え
た

と
こ
ろ
、
業
績
が
Ｖ
字
回
復
し
た
企

業
も
あ
る
。
さ
ら
に「
ネ
コ
型
」社
会

で
は
幸
福
感
が
高
ま
り
、
人
々
の
助

け
合
い
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
保
守
的
、
閉
鎖

的
と
い
わ
れ
る
京
都
に
は「
ネ
コ
型
」

人
間
が
暮
ら
し
や
す
い
条
件
が
備
わ

っ
て
い
る
。
な
か
で
も「

て
き

儻と
う

不ふ

羈き

」

を
理
念
に
掲
げ
、
自
主
独
立
の
精
神

と
個
性
を
尊
重
す
る
同
志
社
か
ら
は
、

社
会
の
範
と
な
る
健
全
な「
ネ
コ
型
」

人
間
が
多
数
輩
出
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

 

著
者
よ
り

ミネルヴァ書房
2,800円（税抜）

臨
床
舞
踊
学
へ
の
誘
い

│
身
体
表
現
の
力

阪さ
か

田た

真ま

己み

子こ
（
大
学
文
化
情
報

学
部
教
授　
　

）他
著

　

人
は
本
来
、
刻
々
と
変
化
す
る
他

者
の
身
体（
か
ら
だ
）か
ら
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
情
報
を
読
み
取
る
た
め
の

高
度
な
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
想
像
力
や
創
造
性
、
身
体
性

の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、
人
々
の
生
き

る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
現
代
社
会
に

あ
っ
て
、「
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に

表
現
す
る
」と
か「
相
手
の
気
持
ち
を

正
し
く
読
み
取
る
」、
さ
ら
に「
自
分

の
振
る
舞
い
が
相
手
に
ど
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
か
想
像
す

る
」と
い
っ
た
、
従
来
人
に
備
わ
っ

て
い
る
は
ず
の
社
会
的
知
能
が
著
し

く
低
下
し
て
い
ま
す
。
本
書
で
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、
人

と
人
が
意
思
疎
通
、
相
互
理
解
を
行

う
た
め
の
基
盤
に
あ
る「
身
体
表
現
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

　

本
来
的
に
す
べ
て
の
人
に
関
わ
り
、

自
己
理
解
・
他
者
理
解
、
そ
し
て「
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
力
」へ
と
つ

な
ぐ「
身
体
表
現
―
舞
踊
」。
本
書
で

は
、
生
き
る
力
を
涵
養
す
る
特
性
を

も
つ「
身
体
表
現
―
舞
踊
」の
意
義
を

問
い
、
身
体
表
現
の
ど
の
よ
う
な
特

性
か
ら
そ
の
力
が
育
ま
れ
る
の
か
を

舞
踊
実
践
と
研
究
に
基
づ
く
舞
踊
理

論
の
展
開
に
よ
っ
て
実
践
的
・
実
証

的
に
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
精
神
病

院
、
デ
イ
ケ
ア
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

大
学
で
の
具
体
的
な
活
動
か
ら
身
体

表
現
が
も
つ
力
を
鮮
や
か
に
描
き
出

し
ま
す
。
実
践
を
積
み
重
ね
な
が
ら

舞
踊
と
人
間
の
関
わ
り
を
思
索
し
、

さ
ら
に
実
践
に
反
映
さ
せ
て
い
く
、

「
臨
床
舞
踊
学
」と
い
う
新
た
な
理
論

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

著
者
よ
り

言視社
1,300円（税抜）

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き

る
か
』に
異
論
あ
り
！

│  「
人
間
分
子
観
」に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
ょ
う

村む
ら

瀬せ

学ま
な
ぶ（

女
子
大
学
特
任
教
授
）著

　
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』へ
の

疑
問
は
、
最
初
に
、
主
人
公
・
コ
ペ

ル
君
が
銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
下

を
見
て
、「
人
間
っ
て
分
子
み
た
い
だ

ね
」と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。「
人
間
を
分
子
と
し
て
み
る
」

と
い
う
物
の
見
方
は
、
解
説
を
書
く

丸
山
真
男
氏
も
高
く
評
価
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
間
を「
上
か
ら
」

み
て「
分
子
」と
見
な
す
見
方
は
、
近

代
戦
争
の
祖
と
な
る「
英
雄
ナ
ポ
レ

オ
ン
」か
ら
は
じ
ま
り
、「
人
民
」を

「
革
命
分
子
」と
見
な
す
社
会
主
義
的
、

全
体
主
義
的
独
裁
国
家
を
さ
さ
え
る

「
人
間
分
子
観
」に
ま
で
つ
な
が
っ
て

ゆ
く
も
の
で
、
手
放
し
で
讃
え
て
よ

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
時
代
は
ち
ょ
う
ど
、
作
者
の

吉
野
源
三
郎
氏
を
含
め
、
社
会
主
義

へ
の
過
度
な
期
待
を
も
つ
時
代
が
き

て
い
て
、
そ
れ
が
非
人
間
的
な
独
裁

体
制
に
つ
な
が
る
事
へ
警
戒
感
を
薄

め
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
代
に
、
書
か
れ
て
い
た

こ
の
本
の
、
そ
の
古
さ
を
指
摘
し
な

い
で
、
羽
賀
翔
一
氏
に
よ
っ
て
漫
画

化
も
さ
れ
、
池
上
彰
氏
が「
名
著
」と

し
て
た
た
え
て
、
こ
と
さ
ら「
新
し

さ
」を
強
調
す
る
ム
ー
ド
が
近
年
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
人
間
を「
分

子
」と
し
て
み
る
の
は「
近
代
科
学
」

の
見
方
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ

と
を
強
調
し
す
ぎ
る
が
た
め
に
、「
等

身
大
」で
生
き
て
い
る
人
間
を
見
る

見
方
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
等
身
大
」と
は
、
ビ
ル
の
上
か
ら
で

は
な
く
、「
目
の
高
さ
」で
人
を
見
る

「
生
身
」の
見
方
で
す
。
お
そ
ら
く
、

近
代
科
学
の
見
方
と
、
戦
わ
な
く
て

い
け
な
い
見
方
が
あ
る
こ
と
を
、
こ

の
本
は
見
失
っ
て
い
る
と
私
に
は
思

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、
本
全

体
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
で
明
ら

か
に
し
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介 新 刊 紹 介
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新
刊
紹
介

大阪大学出版会
5,900円（税抜）

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ

子
ど
も
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
読
書
力

櫻さ
く
ら

井い

千ち

穂ほ
（
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化

教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

）著

　

国
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も

な
い
、
日
本
の
公
立
学
校
に
通
う
外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
の
数
は

８
万
人
を
超
え
、
そ
の
半
数
以
上
が

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
日
本
社
会
へ
の
適
応
の
た
め

に
、
こ
う
し
て
日
本
語
の
習
得
を
求

め
ら
れ
る
一
方
で
、
母
語
喪
失
の
危

機
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
も
つ

な
が
る
逼
迫
し
た
問
題
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
複
数
の
文
化
、
言
語
の

な
か
に
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
本
来
な

ら
豊
穣
と
も
い
え
る
べ
き
背
景
を
持

ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
故
に
却
っ
て

日
本
社
会
で
は
弱
者
と
み
な
さ
れ
が

ち
な
言
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て

の
彼
ら
の
言
語
の
実
態
と
そ
の
教
育

に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
長

年
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
研
究
分
野

の
蓄
積
か
ら
、
複
数
言
語
環
境
に
育

つ
子
ど
も
た
ち
の
学
業
の
達
成
の
た

め
に
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
み
書
き
）

の
獲
得
、
特
に「
読
書
力
」の
発
達
を

促
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の「
読
書
力
」の

実
態
を
、
複
数
言
語
能
力
の
獲
得
と

喪
失
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
実
証
的

に
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。そ
し
て
、

日
本
の
学
校
社
会
に
お
け
る
言
語
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

言
語
教
育
の
指
針
と
な
り
得
る
読
書

力
の
発
達
段
階
指
標
を
提
唱
し
た
。

　

本
書
は
、
筆
者
の
博
士
課
程
で
の

研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
研
究
は
、
当
時
筆
者
も
開
発
に

携
わ
っ
て
い
た
文
部
科
学
省
の
言
語

能
力
測
定
ツ
ー
ル
、『
外
国
人
児
童
生

徒
の
た
め
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
対
話
型
ア
セ
ス

メ
ン
ト
Ｄ
Ｌ
Ａ
』の
基
礎
研
究
に
も

な
っ
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
健

や
か
な
発
達
と
、
そ
れ
を
支
え
る
教

育
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。 

著
者
よ
り

キリスト新聞社
1,500円（税抜）

奨
励
・
説
教
集　

嵐
と

風
と
不
思
議
な
マ
ン
ト

三み

木き

メ
イ（
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
准
教
授
）著

　

本
書
は
、
同
志
社
大
学
の
チ
ャ
ペ

ル
ア
ワ
ー
で
の
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、

キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
主
日
礼
拝
の
説

教
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
大

学
と
教
会
で
は
、
列
席
者
の
年
齢
や

状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

人
生
の
歩
み
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
、
苦
し
み
や
悲
し
み
、
困
難
を

経
験
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
何

と
か
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
、
共
通
の

課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

「
嵐
」や
冷
た
い「
風
」に
向
き
合
わ
ね

ば
な
ら
な
い
時
に
、
歩
む
べ
き
道
を

開
い
て
く
れ
る「
風
」や「
不
思
議
な

マ
ン
ト
」が
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
る
役
目
が

あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
私

は
大
学
で
教
員
兼
チ
ャ
プ
レ
ン（
大

学
専
属
牧
師
）と
し
て
多
く
の
学
生

た
ち
と
接
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の

殆
ど
は
宗
教
に
触
れ
る
機
会
が
あ
ま

り
な
く
、
宗
教
の
存
在
自
体
に
疑
念

を
も
っ
て
い
る
学
生
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
彼
ら
の
多
く

は
、
将
来
社
会
の
な
か
に
生
き
て
い

く
場
所
を
見
い
だ
す
た
め
、
自
分
が

歩
む
べ
き
道
を
探
し
求
め
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
た
ち

の
想
い
や
状
況
を
念
頭
に
お
き
な
が

ら
、
聖
書
の
み
言
葉
を
通
し
て
ど
の

よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
の
か
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
私
の
課
題
と
な

り
ま
す
。
学
業
に
追
わ
れ
る
日
々
の

な
か
で
、
心
静
か
に
自
分
を
振
り
返

っ
て
見
つ
め
直
し
て
み
る
、
ま
た
社

会
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
を
通
し
て
他
者
の
想
い

に
心
を
留
め
る
、
そ
し
て
困
難
な
状

況
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
力
と
希
望

を
見
い
だ
す
、
そ
う
い
う「
時
」を
提

供
で
き
れ
ば
と
願
い
な
が
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

ミネルヴァ書房
6,500円（税抜）

「
稼
得
と
ケ
ア
の
調
和

モ
デ
ル
」と
は
何
か

│「
男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
」の
克
服

田た

中な
か

弘ひ
ろ

美み
（
大
学
研
究
開
発
推
進

機
構
特
別
任
用
助
教
）著

　

本
書
は
、
著
者
が
同
志
社
大
学
大

学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専

攻
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文

を
基
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
日
本
が

抱
え
る
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る「
男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
」の
克
服

を
目
的
に
、
規
範
論
、
政
策
論
、
動

態
論
と
い
う
３
つ
の
視
座
を
連
動
さ

せ
た
検
討
を
通
し
て
、「
男
性
稼
ぎ
主

モ
デ
ル
」に
代
わ
る
新
し
い
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
、
そ
こ
へ
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

　

筆
者
の
問
題
意
識
は
、
夫
が
主
に

稼
得
役
割
を
、
妻
が
主
に
ケ
ア
役
割

を
引
き
受
け
る
家
族
モ
デ
ル
、
ま
た

そ
れ
に
基
づ
く
社
会
・
生
活
保
障
制

度
の「
男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
」は
克
服

さ
れ
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
モ
デ
ル
が
前
提
と
す

る「
安
定
し
た
雇
用
」と「
安
定
し
た

家
族
」の
基
盤
は
も
は
や
失
わ
れ
て

い
る
う
え
、
人
々
の
生
き
方
の
選
択

肢
を
狭
め
、
性
別
役
割
分
業
か
ら
降

り
ら
れ
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
男
性

と
女
性
の
両
方
を
苦
し
め
て
い
る
と

考
え
る
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
⑴
規
範
論
：「
男
性
稼

ぎ
主
モ
デ
ル
」に
代
わ
る
ど
の
よ
う

な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
す
べ
き
か
、

⑵
政
策
論
：
そ
の
め
ざ
す
べ
き
社
会

シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
に

よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
る
の
か
、
⑶
動

態
論
：
そ
の
政
策
は
、
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
選
択
・
決
定
さ
れ

実
施
に
至
る
の
か
、
と
い
う
３
つ
の

問
い
を
立
て
、
国
際
比
較
の
視
点
か

ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
後
日
本
は
ど
の
よ
う
な
方
向
を

選
択
す
べ
き
な
の
か
。
本
書
の
提
示

す
る「
稼
得
と
ケ
ア
の
調
和
モ
デ
ル
」

や
諸
外
国
の
経
験
を
通
し
て
、
読
者

の
み
な
さ
ま
の
関
心
や
議
論
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま

す
。 

著
者
よ
り

晃洋書房
2,800円（税抜）

公
共
部
門
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

│
行
政
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│

山や
ま

谷や

清き
よ

秀ひ
で（

元
大
学
政
策
学
部
助
教
）著

　

本
書
は
、
２
０
１
７
年
３
月
の
博

士
学
位
論
文「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
役

割
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
リ
テ
ィ
の
意

義
」に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
書
で
主
と
し
て
扱
う
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
制
度
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
市
民
の
苦
情
を
受
け
、
苦
情
の

解
決
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、
そ
し

て
勧
告
や
意
見
表
明
を
通
じ
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る
制
度
で
あ

る
。
日
本
で
は
１
９
９
０
年
か
ら
地

方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
は
じ

め
、
ま
た
行
政
相
談
を
所
管
す
る
総

務
省
行
政
評
価
局
が
国
際
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
協
会
の
正
会
員
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
な
じ
み
深
い
も

の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
か
え
っ

て「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」と
い
う
言
葉
か

ら
は
、
監
査
請
求
や
情
報
公
開
請
求

を
用
い
て
行
政
の
襟
元
を
正
そ
う
と

す
る
市
民
運
動
と
し
て
の「
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
」が
連
想
さ
れ
、「
私
の

専
門
は
…
」と
話
す
と
政
治
家
や
行

政
職
員
か
ら
は
怪
訝
な
目
で
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
学
会
の
場
で
さ
え
、

そ
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
で

あ
る
本
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、

全
面
的
に
支
持
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授
で

あ
っ
た
故
今
川
晃
先
生
で
あ
る
。
今

川
先
生
の
指
導
の
も
と
、
行
政
責
任

と
行
政
統
制
と
の
間
に
お
け
る
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
の
役
割
、
そ
し
て
そ
の
役

割
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
ア
ン
グ
ロ
・
サ

ク
ソ
ン
諸
国
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度

が
発
行
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
意
義
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の

結
果
が
、
本
書
で
あ
る
。
研
究
は
道

半
ば
で
あ
る
が
、
今
川
先
生
の
学
恩

に
報
い
る
た
め
に
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介 新 刊 紹 介
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世界思想社
2,500円（税抜）

高
校
生
た
ち
の
ゆ
く
え

―  

学
校
パ
ネ
ル
調
査
か
ら
み
た

進
路
と
生
活
の
30
年
―

尾お

嶋じ
ま

史ふ
み

章あ
き（

大
学
社
会
学
部
教
授
）編

　

１
９
８
０
年
代
初
頭
か
ら
、
高
校

生
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
そ
れ
に
社
会
の
変
動
は
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、

１
９
８
１
年
、
１
９
９
７
年
、
２
０

１
１
年
と
３
時
点
で
同
じ
高
校
の
３

年
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た「
学

校
パ
ネ
ル
調
査
」に
基
づ
き
、
こ
の

問
題
を
追
及
し
た
共
同
研
究
の
成
果

で
あ
る
。

　

１
９
８
０
年
代
初
頭
の
高
校
生
は
、

学
校
中
心
の
生
活
を
送
っ
て
い
て
、

卒
業
後
の
進
路
だ
け
で
な
く
、
学
校

生
活
も
高
校
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

１
９
９
０
年
代
に
は
、
学
校
外
に
新

た
な
居
場
所
が
で
き
、
携
帯
ツ
ー
ル

に
よ
る
親
や
教
師
に
統
制
さ
れ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
。

学
校
生
活
の
相
対
的
な
ウ
ェ
イ
ト
が

低
下
し
た
結
果
、
高
校
生
の
生
活
構

造
は
学
校
内
・
外
を
使
い
分
け
る
と

い
う
形
で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し
、
学

校
間
の
差
異
は
総
じ
て
縮
小
す
る
。

そ
し
て
２
０
０
０
年
代
以
降
に
す
べ

て
の
学
校
で
生
じ
た
の
は
、
こ
つ
こ

つ
努
力
し
ま
じ
め
に
勉
学
に
励
む
と

自
己
評
価
す
る「
ま
じ
め
」化
の
進
行

で
あ
る
。

　

高
校
生
た
ち
の
生
活
・
意
識
の
変

化
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
奨

学
金
、
学
校
外
教
育
の
利
用
と
い
う

進
学
を
巡
る
諸
問
題
、さ
ら
に
は「
幸

福
な
」若
者
論
と
学
校
生
活
と
の
関

係
な
ど
、
高
校
教
育
の
現
代
的
課
題

も
扱
っ
て
い
る
。

　

修
士
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
に
始

め
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、「
定
点
観

測
」を
続
け
た
結
果
、
新
し
い
発
見

が
で
き
、
現
在
の
大
学
生
気
質
に
も

つ
な
が
る
高
校
生
像
の
変
容
を
描
け

た
。
10
年
ご
と
の
追
跡
を
意
図
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
次
の
節
目
で
あ

る
40
年
は
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

鳥影社
1,500円（税抜）

食
通
の
お
も
て
な
し

観
光
学

山や
ま

上じ
ょ
う

徹と
お
る（

女
子
大
学
名
誉
教
授
）著

　

近
年
、
京
都
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
外
国
人
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
京

都
経
済
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
で

も
、
訪
日
外
国
人
の
消
費
に
期
待
が

高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
社
会
が
や
っ
て
来
る
こ
と
待
っ
た

な
し
だ
。
も
は
や
、
日
本
経
済
を
け

ん
引
す
る
産
業
と
は
、
観
光
と
認
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
昨
今
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
外
国
人
は
、
何
を
目

的
に
日
本
へ
と
や
っ
て
来
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
に
は「
自
然
・
気
候
・

食
・
文
化
」と
い
う
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
あ
る
。
こ
の
観
光
資
源
の
内

で
も
、
訪
日
外
国
人
の
関
心
に
は
、

「
日
本
食
」が
上
位
に
位
置
す
る
。

　

２
０
１
３
年
、
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
れ
が
追
い
風
と
な
り
、
今
や
、
多

く
の
訪
日
外
国
人
は
京
料
理
を
は
じ

め
、
地
方
の
特
産
料
理
に
も
興
味

津
々
だ
。

　

多
く
の
観
光
客
は
食
へ
の
こ
だ
わ

り
が
強
く
、
お
い
し
い
料
理
と
の
出

会
い
を
求
め
て
い
る
。
外
国
人
好
み

と
な
る
よ
う
に
、
い
か
に
商
品
化
を

図
る
か
が
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。

　

本
書
は
日
本
の
風
土
・
風
習
・
食

文
化
を
交
え
、
た
と
え
ば
、
全
国
各

地
で
名
物
料
理
、
特
産
品
の「
ま
ち

お
こ
し
」、
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
食
の
タ
ブ
ー
な
ど
に
関
し
て
筆
者

の
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
Ⅹ
章
か
ら
な
り
、
総
数

１
６
２
項
目
を
コ
ラ
ム
調
に
て
編
集

し
て
あ
る
。
各
項
目
で
は「
語
源
・

由
来
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
」を
踏
ま

え
て
ま
と
め
て
あ
り
、
是
非
、
読
み

解
い
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
書
は
食
や
お
も
て
な
し
観
光
に

関
す
る
ネ
タ
が
豊
富
に
詰
ま
っ
た
一

冊
で
あ
り
、
是
非
、
ウ
ン
チ
ク
を
語

る
際
、
大
い
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

思
う
。 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介
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お 知 ら せお 知 ら せ

　かつて新島襄がグレイス教会で献金を訴えた際、多くの聴衆から多額の寄付の申し入
れがありました。その中で、年老いた農夫と寡婦がそれぞれ手渡した2ドルは、殊更に
彼の心を打ち、そしてこの2ドルこそが同志社の核となった、と新島は書き記しています。
この時に集まった5000ドルの献金はもちろん、それと同時に、多くの人々から頂いた
善意によって同志社は設立されました。
　同志社大学・同志社女子大学では、「古本募金」プロジェクトを開始いたしました。
古本募金とは、皆さまのお手元にある不要となった書籍等（CD・DVD・ゲームソフト
を含む）の買取金額が大学に寄付される仕組みです。その寄付金は、同志社大学では学
生の奨学金に、同志社女子大学では図書館の図書購入費用に充てられ、これからの社会
を担う学生の未来に繋がります。2ドルの精神をお持ちの皆様からのご支援・ご協力を
心よりお願い申し上げます。
期　　　　間：随時
寄  付  方  法：下記をご参照ください。
　　　　　　　同志社大学（http://www.furuhon-bokin.jp/doshisha/）
　　　　　　　同志社女子大学（https://www.furuhon-bokin.jp/dwc/）
寄 付 の 流 れ：
　①  まずは寄付者ご自身で本・CD・DVD・ゲームソフトの梱包をお願いいたします。
　②  各大学のウェブサイト（上記）からお申し込みください。
　　宅配便の集荷日時を指定できますので、あとは集荷を待つだけです。
　　※合計5冊（5点）から送料無料です※
　③  集荷を指定した日時に宅配業者がご指定場所まで取りに来ます。送り状もウェブサ
イトから申込いただいた内容を印刷して持ってきますので手間がかかりません。

　④  上記①～③の3ステップで手続き完了です。
　　後日お手元に届く「寄付受領書」でご確認ください。

お問い合わせ先：同志社大学　学生生活課
　　　　　　　　　TEL：075-251-3280
　　　　　　　　　E-mail：ji-kosei@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　　同志社女子大学　図書館
　　　　　　　　　京田辺キャンパス　TEL：0774-65-8481
　　　　　　　　　今出川キャンパス　TEL：075-251-4145
　　　　　　　　　E-mail：tosho-i@dwc.doshisha.ac.jp

同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金
ご協力のお願いご協力のお願い

FLOW  古本募金の流れ

〉 〉

1. 本・CD・DVD・ゲームを梱包

合計5冊（5点）から送料無料

2. 古本の集荷・仕分け・査定 3. 買取金額の寄付
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　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、長らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【常 設 展】ギャラリー内には6つの常設展示室が設けられています。1階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
2階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。

【企 画 展】年3回程度開催される企画展は同志社に関わるテーマだけにとどまりませ
ん。新しい文化を発信する施設としてふさわしい企画展も適宜開催してい
ます。

※  常設展（2か月に1回程度の展示替え有）は随時開催中、企画展は詳細が決まり次第、
ホームページでお知らせします。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】  日曜日、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期休暇中の一定期間、年

末年始。ただし、企画展開催中は日曜日も開館します。
※  開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等
でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：http://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

お 知 ら せお 知 ら せ

入場無料

お 知 ら せお 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開します。

【公開期間】①通常公開 
　2018年9月1日～11月29日、2019年3月2日～30日
　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開
　2018年10月1日～5日（秋の特別公開）
　11月11日（ホームカミングデー・予定）
　11月29日（創立記念日）
　2019年3月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。http://archives.doshisha.ac.jp

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）
②特別公開
　旧邸周囲及び建物内部（母屋1階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】  10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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お 知 ら せお 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第23回企画展

　同志社女学校が今出川の地に校舎をもったのは、1878年のことで、一階が教室、二
階が寄宿舎になっていました。爾来140年、キリスト教主義のリベラルアーツ教育に
とって不可欠の学寮生活がいとなまれてきました。今回は、同志社の女子教育における
学寮の変遷をあきらかにするために、寮生や寮務主事による文書、写真、生活用具など
を展示します。
期　　　　間：2018年11月23日（金・祝）～2019年7月31日㈬
時　　　　間：10:00～16:00
閉　室　日： 土・日曜日、祝日（ただし、11月23日（金・祝）、24日㈯、25日㈰、

2019年5月6日（月・振）、7月15日（月・祝）を除く）
2018年11月29日㈭、12月25日㈫～2019年1月4日㈮、5月1日㈬、2日㈭

場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学
★公開講演会：日時：2018年12月8日㈯13:00～14:00
　　　　　　　演題：　　　未定
　　　　　　　講演者：　　未定
　　　　　　　場所：同志社女子大学今出川キャンパス　ジェームズ館J207

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

学寮140年のあゆみ学寮140年のあゆみ

平安寮落成記念（1909年12月４日）

お 知 ら せお 知 ら せ

松岡敬学長と佐藤優氏の新刊図書発売松岡敬学長と佐藤優氏の新刊図書発売
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

〇大学商学部教授 青木　真美
大学経済学部教授 東　　良彰
大学理工学部教授 平山　朋子 
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
大学広報部長 岩田　　喬

女子大学学芸学部教授 影山　貴彦
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

大学法学部教授 川嶋　四郎
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

大学神学部助教 木谷　佳楠
女子大学表象文化学部教授 北尾キャスリーン
大学生命医科学部准教授 小林　耕太
大学政策学部准教授 小谷　真理

大学スポーツ健康科学部助教 松倉　啓太 
女子大学看護学部准教授 光木　幸子
女子大学現代社会学部教授 三宅えり子

幼稚園教諭 森田　清子
大学文化情報学部助教 中安　真理
女子大学薬学部准教授 成橋　和正
大学心理学部准教授 及川　昌典 

大学グローバル地域文化学部教授 ROBERT JOHN CROSS
小学校事務長 齋藤　道子

法人事務部校友同窓課長 田中　裕一
大学グローバル・コミュニケーション学部助教 唐　　顥芸 

国際学院事務長 谷口　隆秀
大学文学部助教 塚田　雄一

香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
大学社会学部教授 鵜飼　孝造

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
女子大学生活科学部教授 山本　　寿

法人事務部長 柳井　　望
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第146号
編集人　　青木真美
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係

電話（075）251－3120
印刷所　株式会社 石田大成社
２０１８年１０月１日発行

編　
　
　
　

集　
　
　
　

後　
　
　
　

記

　

本
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
読
書
時

間
減
少
・
活
字
離
れ
は
、教
育
の
場
ば

か
り
で
な
く
日
常
生
活
や
仕
事
の
場
で

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
活
字
離
れ
」

や
読
書
量
の
低
下
へ
の
対
策
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
。小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

の
教
育
の
場
で
の
「
読
む
こ
と
」に
つ

い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
新
聞
業
界
の
現

状
に
つ
い
て
の
記
事
を
お
送
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

最
近
、こ
の
分
野
で
注
目
し
て
い
る

の
は
、「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
れ
は
、大
阪
の
陸
奥
賢
氏
が
発
案
し

た
も
の
で
、全
国
的
に
幅
広
く
普
及
し

て
お
り
、２
０
１
７
年
度
読
売
教
育
賞

Ｎ
Ｉ
Ｅ
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

や
り
方
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、持
ち

寄
っ
た
新
聞
か
ら
各
自
が
興
味
の
あ
る

記
事
を
切
り
抜
き
、な
ぜ
そ
の
記
事
を

選
ん
だ
の
か
を
グ
ル
ー
プ
内
で
プ
レ
ゼ

ン
し
、新
た
な
見
出
し
を
つ
け
て
壁
新

聞
を
つ
く
り
、全
体
に
発
表
す
る
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、新

聞
の「
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
可
能
性
」

と
「
み
ん
な
で
ま
わ
し
よ
む
こ
と
の
可

能
性
」を
探
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
考

え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

陸
奥
氏
に
よ
れ
ば
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
情
報
検
索
」は
非
常
に
便
利
で

あ
る
が
、自
分
が
欲
し
て
い
る
情
報
の

み
を
取
得
す
る
傾
向
に
あ
り
、こ
れ
は

結
果
と
し
て
自
分
の
世
界
を
狭
め
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。そ
れ
に
対
し
て
新

聞
は
、「
見
出
し
の
大
き
さ
や
幅
」「
記
事

の
文
字
量
や
序
列
、配
列
」な
ど
に
よ
っ

て
「
社
会
的
な
ニ
ュ
ー
ス
価
値
」が
お

の
ず
と
示
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
新
聞

を
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
が
ま

っ
た
く
興
味
、関
心
の
な
か
っ
た
分
野

の
情
報
に
も
触
れ
、自
然
と
情
報
の
門

戸
を
広
げ
る
可
能
性
も
も
っ
て
い
る
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
試
み
が

今
後
も
続
け
ら
れ
、紙
媒
体
を
読
む
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
相
互
理
解
が
深
ま
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　

特
集
記
事
の
み
な
ら
ず
、本
号
に
は

多
く
の
方
々
か
ら
の
玉
稿
を
い
た
だ
い

た
。紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。短
い
期
間
で
の
原
稿
の
執
筆
、真
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
青
木
）
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